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概要

				本書を使用して、Satellite 6 のコンテンツを理解し、管理します。コンテンツの例には、RPM ファイルおよび ISO イメージが含まれます。Red Hat Satellite 6 は、アプリケーションライフサイクル全体でプロモートされた一連のコンテンツビューを使用してこのコンテンツを管理します。本書では、それぞれの組織に合わせたアプリケーションライフサイクルとライフサイクル環境内でホストの状態に合致するコンテンツビューの作成方法を説明します。このようなコンテンツビューは、最終的に Red Hat Satellite 6 環境でホストのプロビジョニングおよび更新の基盤となります。
			






Red Hat ドキュメントへのフィードバック (英語のみ)




			Red Hat ドキュメントに対するご意見をお聞かせください。ドキュメントの改善点があればお知らせください。
		

			Bugzilla でチケットを作成することでフィードバックを送信できます。
		
	
					Bugzilla のWeb サイトに移動します。
				
	
					Component フィールドで、Documentation を使用します。
				
	
					Description フィールドに、ドキュメントの改善に関するご意見を記入してください。ドキュメントの該当部分へのリンクも追加してください。
				
	
					Submit Bug をクリックします。
				



第1章 コンテンツ管理の概要




			Satellite のコンテキストでは、コンテンツは、システムにインストールされているソフトウェアとして定義されます。これには、ベースオペレーティングシステム、ミドルウェアサービス、エンドユーザーアプリケーションが含まれますが、これらに限定されません。Red Hat Satellite では、ソフトウェアライフサイクルの各段階で、Red Hat Enterprise Linux システムのさまざまな種類のコンテンツを管理できます。
		

			Red Hat Satellite は、以下の内容を管理します。
		
	サブスクリプションの管理
	
						これにより、組織で Red Hat サブスクリプション情報を管理できます。
					
	コンテンツ管理
	
						これにより、組織は Red Hat コンテンツを保存し、さまざまな方法で整理する手段を提供します。
					



第2章 コンテンツタイプの概要




			Red Hat Satellite を使用すると、以下のコンテンツタイプを管理できます。
		
	RPM パッケージ
	
						RPM パッケージを、Red Hat サブスクリプションに関連するリポジトリーからインポートします。Satellite Server は、Red Hat のコンテンツ配信ネットワークから RPM ファイルをダウンロードし、ローカルに保存します。コンテンツビューでは、これらのリポジトリーと RPM ファイルを使用できます。
					
	キックスタートツリー
	
						システムを作成するためのキックスタートツリーをインポートします。新しいシステムは、ネットワーク経由でこれらのキックスタートツリーにアクセスしてインストールのベースコンテンツとして使用します。また、Red Hat Satellite には、事前定義済みのキックスタートテンプレートが複数含まれ、独自のキックスタートテンプレートを作成することも含まれており、システムのプロビジョニングやインストールのカスタマイズに使用されます。
					



			Satellite で他のタイプのカスタムコンテンツを管理することもできます。以下に例を示します。
		
	ISO および KVM イメージ
	
						インストールおよびプロビジョニングのメディアをダウンロードして管理します。たとえば、Satellite は、特定の Red Hat Enterprise Linux および Red Hat 以外のオペレーティングシステムの ISO イメージおよびゲストイメージをダウンロード、保存、および管理します。
					



			以下の手順を使用して、SSL 証明書や OVAL ファイルなど、必要なあらゆるタイプのコンテンツにカスタムコンテンツを追加できます。
		

第3章 組織の管理




			組織は、所有者、目的、コンテンツ、セキュリティーレベルなどの区分に基づいて Red Hat Satellite リソースを論理グループに分割します。Red Hat Satellite で複数の組織を作成して管理し、Red Hat サブスクリプションを分割して各組織に割り当てることができます。これにより、1 つの管理システムで複数の個別の組織のコンテンツを管理できるようになります。以下に、組織管理の例をいくつか示します。
		
	単一の組織
	
						システム管理チェーンが単純な小企業。この場合は、ビジネスに組織を 1 つ作成し、コンテンツをその組織に割り当てることができます。
					
	複数の組織
	
						複数の小規模な事業単位を所有する大規模な企業。たとえば、別のシステム管理とソフトウェア開発グループを持つ会社です。この場合、所属する会社および各企業が所有する各事業単位の組織を作成できます。これにより、システムインフラストラクチャーが別々に維持されます。こうすることで、ニーズに合わせて各組織にコンテンツを割り当てることができます。
					
	外部組織
	
						他の組織の外部システムを管理する会社たとえば、クラウドコンピューティングと Web ホストリソースを顧客に提供する会社です。この場合は、会社の独自のシステムインフラストラクチャーの組織と、外部の各ビジネスに組織を作成できます。必要に応じて、各組織にコンテンツを割り当てることができます。
					



			Red Hat Satellite のデフォルトのインストールには、Default_Organization と呼ばれるデフォルトの組織があります。
		
新規ユーザー

				新規ユーザーにデフォルトの組織が割り当てられていない場合には、そのアクセスは制限されます。ユーザーにシステム権限を付与するには、ユーザーをデフォルトの組織に割り当てます。ユーザーが次に Satellite にログインする際に、ユーザーのアカウントに適切なシステム権限が付与されます。
			
組織の作成




				以下の手順を使用して組織を作成します。Satellite Web UI の代わりに CLI を使用する場合は、CLI 手順 を参照してください。
			
手順
	
						Satellite Web UI で、Administer > Organizations に移動します。
					
	
						新規組織 をクリックします。
					
	
						名前 フィールドに、組織の名前を入力します。
					
	
						ラベル フィールドには、組織の一意識別子を入力します。これは、コンテンツストレージのディレクトリーなど、特定のアセットを作成し、マッピングするために使用されます。文字、数字、アンダースコア、およびダッシュを使用し、スペースは使用しないでください。
					
	
						オプション: 説明 フィールドに、組織の説明を入力します。
					
	
						Submit をクリックします。
					
	
						ホストに組織が割り当てられていない場合は、組織に追加するホストを選択し、Proceed to Edit をクリックします。
					
	
						編集 ページで、組織に追加するインフラストラクチャーリソースを割り当てます。これには、ネットワークリソース、インストールメディア、キックスタートテンプレートなどのパラメーターが含まれます。管理 > 組織 に移動して、編集する組織を選択すると、いつでもこのページに戻ることができます。
					
	
						Submit をクリックします。
					


CLI 手順
	
						組織を作成するには、以下のコマンドを入力します。
					
# hammer organization create \
--name "My_Organization" \
--label "My_Organization_Label" \
--description "My_Organization_Description"

	
						オプション: 組織を編集するには、hammer organization update コマンドを入力します。たとえば、以下のコマンドはコンピュートリソースを組織に割り当てます。
					
# hammer organization update \
--name "My_Organization" \
--compute-resource-ids 1




組織コンテキストの設定




				ホストに使用する組織や関連するリソースを定義する組織のコンテキスト
			
手順

					組織メニューは、Satellite Web UI の左上にあるメニューバーの最初のメニュー項目です。現在の組織を選択していない場合には、メニューには任意の組織と表示されます。任意の組織 ボタンをクリックして、使用する組織を選択します。
				
CLI 手順

					CLI を使用する場合は、--organization "My_Organization" または --organization-label "My_Organization_Label" オプションのいずれかを追加します。以下に例を示します。
				
# hammer subscription list \
--organization "My_Organization"

				このコマンドは、My_Organization に割り当てられたサブスクリプションを出力します。
			

組織デバッグ証明書の作成




				組織のデバッグ証明書が必要な場合は、以下の手順を使用します。
			
手順
	
						Satellite Web UI で、Administer > Organizations に移動します。
					
	
						デバッグ証明書を生成する組織を選択します。
					
	
						生成してダウンロード をクリックします。
					
	
						証明書ファイルを安全なロケーションに保存します。
					


プロビジョニングテンプレート用の証明書のデバッグ

					デバッグ証明書は、テンプレートダウンロードがダウンロードされている組織に存在しない場合には、テンプレートのダウンロードのプロビジョニング用に自動的に生成されます。
				

組織デバッグ証明書を使用したリポジトリーコンテンツの閲覧




				Web ブラウザーを使用して、またはその組織のデバッグ証明書がある場合は、API を使用して組織のリポジトリーコンテンツを表示できます。
			
前提条件
	
						「組織デバッグ証明書の作成」 に記載されている手順で、組織の証明書を作成およびダウンロードする。
					
	
						たとえば、デフォルトの組織の X.509 証明書を開きます。
					
$ vi 'Default Organization-key-cert.pem'

	
						-----BEGIN RSA PRIVATE KEY----- から -----END RSA PRIVATE KEY----- までのファイルのコンテンツを key.pem ファイルにコピーします。
					
	
						-----BEGIN CERTIFICATE----- から -----END CERTIFICATE----- までのファイルのコンテンツを cert.pem ファイルにコピーします。
					


手順

					ブラウザーを使用するには、まず X.509 証明書をブラウザーがサポートする形式に変換してから、証明書をインポートする必要があります。
				
Firefox をご利用の場合

					Firefox で組織のデバッグ証明書を使用するには、以下の手順を実行します。
				
	
						PKCS12 形式の証明書を作成するには、以下のコマンドを入力します。
					
$ openssl pkcs12 -keypbe PBE-SHA1-3DES -certpbe PBE-SHA1-3DES -export -in cert.pem -inkey key.pem -out My_Organization_Label.pfx -name My_Organization

	
						Firefox ブラウザーで、編集 > 設定 > 詳細タブ に移動します。
					
	
						証明書の表示 を選択し、証明書タブをクリックします。
					
	
						Import をクリックして、読み込む .pfx ファイルを選択します。
					
	
						アドレスバーに次の URL を入力して、すべてのリポジトリーのアクセス可能なパスを参照し、その内容を確認します。
					
https://satellite.example.com/pulp/content/

						Pulp は組織ラベルを使用するため、組織ラベルを URL に入力する必要があります。
					



CURL ユーザーの場合

					CURL で組織のデバッグ証明書を使用するには、以下のコマンドを入力します。
				
$ curl -k --cert cert.pem --key key.pem \
https://satellite.example.com/pulp/content/My_Organization_Label/Library/content/dist/rhel/server/7/7Server/x86_64/os/

				cert.pem および key.pem へのパスが正しい絶対パスであることを確認します。そうしないと、コマンドは警告なしで失敗します。
			

組織の削除




				組織は、ライフサイクル環境またはホストグループに関連付けられていない場合に削除できます。削除予定の組織にライフサイクル環境またはホストグループが関連付けられている場合は、管理 > 組織 に移動して関連の組織をクリックします。インストール中に作成されたデフォルトの組織は、Satellite 環境で関連付けられていないホストへのプレースホルダーであるため、削除しないでください。環境には常に 1 つ以上の組織が必要です。
			
手順
	
						Satellite Web UI で、Administer > Organizations に移動します。
					
	
						削除する組織名の右側にあるリストから 削除 を選択します。
					
	
						OK をクリックして組織を削除します。
					


CLI 手順
	
						以下のコマンドを入力して、削除する組織の ID を取得します。
					
# hammer organization list

						出力から、削除する組織の ID をメモします。
					

	
						以下のコマンドを入力して組織を削除します。
					
# hammer organization delete --id Organization_ID





第4章 ロケーションの管理




			ロケーションは、リソースをグループ化してホストを割り当てる方法を提供する組織と同様に機能します。組織とロケーションには、以下の概念の違いがあります。
		
	
					ロケーションは、物理または地理的な設定に基づいています。
				
	
					ロケーションには階層構造があります。
				


ロケーションの作成




				以下の手順を使用して、ホストとリソースをロケーション別に管理できるようにロケーションを作成します。Satellite Web UI の代わりに CLI を使用する場合は、CLI 手順 を参照してください。
			
手順
	
						Satellite Web UI で、Administer > Locations に移動します。
					
	
						新規組ロケーションをクリックします。
					
	
						オプション: 親 リストから、親ロケーションを選択します。これにより、ロケーションの階層が作成されます。
					
	
						名前 フィールドに、ロケーションの名前を入力します。
					
	
						オプション: 説明 フィールドに、ロケーションの説明を入力します。
					
	
						Submit をクリックします。
					
	
						ホストにロケーションが割り当てられていない場合は、新しいロケーションに割り当てるホストを追加し、Proceed to Edit をクリックします。
					
	
						ロケーションに追加するインフラストラクチャーリソースを割り当てます。これには、ネットワークリソース、インストールメディア、キックスタートテンプレートなどのパラメーターが含まれます。Administer > Locations に移動して、編集するロケーションを選択すると、いつでもこのページに戻ることができます。
					
	
						Submit をクリックして変更を保存します。
					


CLI 手順
	
						以下のコマンドを実行してロケーションを作成します。
					
# hammer location create \
--description "My_Location_Description" \
--name "My_Location" \
--parent-id "My_Location_Parent_ID"




複数のロケーションの作成




				以下の Bash スクリプトでは、3 つのロケーション (ロンドン、ミュンヘン、ボストン) を作成して、これらのロケーションを Example Organization に割り当てます。
			
ORG="Example Organization"
LOCATIONS="London Munich Boston"

for LOC in ${LOCATIONS}
do
  hammer location create --name "${LOC}"
  hammer location add-organization --name "${LOC}" --organization "${ORG}"
done

ロケーションコンテキストの設定




				ホストに使用するロケーションや関連するリソースを定義するロケーションのコンテキスト
			
手順

					ロケーションメニューは、Satellite Web UI の左上にあるメニューバーの 2 番目のメニュー項目です。現在のロケーションを選択していない場合には、メニューには 任意のロケーション と表示されます。任意のロケーション をクリックして、使用するロケーションを選択します。
				
CLI 手順

					CLI を使用する場合は、オプションとして --location "My_Location" または --location-id "My_Location_ID" を追加します。以下に例を示します。
				
# hammer host list --location "My_Location"

				このコマンドは、My_Location のロケーションに関連付けられたホストを一覧表示します。
			

ロケーションの削除




				ロケーションは、ライフサイクル環境またはホストグループに関連付けられていない場合に削除できます。削除するロケーションにライフサイクル環境またはホストグループが関連付けられている場合は、管理 > ロケーション に移動して、関連するロケーションをクリックします。インストール中に作成されたデフォルトのロケーションは、Satellite 環境で関連付けられていないホストへのプレースホルダーであるため、削除しないでください。環境には常に 1 つ以上のロケーションが必要です。
			
手順
	
						Satellite Web UI で、Administer > Locations に移動します。
					
	
						削除するロケーションの名前の右側にあるリストから削除を選択します。
					
	
						OK をクリックして、ロケーションを削除します。
					


CLI 手順
	
						以下のコマンドを入力して、削除するロケーションの ID を取得します。
					
# hammer location list

						出力から、削除するロケーションの ID をメモします。
					

	
						以下のコマンドを実行してロケーションを削除します。
					
# hammer location delete --id Location ID





第5章 Red Hat サブスクリプションの管理




			Red Hat Satellite は、Red Hat コンテンツ配信ネットワーク (CDN) からコンテンツをインポートできます。Satellite では、対応するリポジトリーからコンテンツを検索し、アクセスし、ダウンロードするために Red Hat サブスクリプションマニフェストが必要です。Red Hat サブスクリプションマニフェストには、Satellite Server の各組織へのサブスクリプション割り当てを含める必要があります。サブスクリプション情報はすべて、Red Hat カスタマーポータルのアカウントで確認できます。
		

			この章のタスクを完了するには、カスタマーポータルで Red Hat サブスクリプションマニフェストを作成する必要があります。
		

			資格ベースのサブスクリプションモデルは非推奨となり、将来のリリースで削除される予定であることに注意してください。Red Hat では、代わりに Simple Content Access のアクセスベースのサブスクリプションモデルを使用することを推奨します。
		

			カスタマーポータルで Red Hat サブスクリプションマニフェストを作成し、管理し、エクスポートするには、Red Hat Subscription Management の使用 ガイドの マニフェストの使用 を参照してください。
		

			この章を参照して、Satellite Web UI 内で Red Hat サブスクリプションマニフェストをインポートし、管理します。
		
サブスクリプションの割り当てと組織

				複数のサブスクリプション割り当てがある場合は、複数の組織を管理できます。Satellite では、Satellite Server で設定した組織ごとに 1 つの割り当てが必要です。この利点は、各組織が別々のサブスクリプションを維持し、それぞれ独自の Red Hat アカウントで複数の組織をサポートできることです。
			
未来の日付のサブスクリプション

				サブスクリプション割り当てでは、未来の日付のサブスクリプションを使用できます。既存のサブスクリプションの有効期限前に、未来の日付が指定されたサブスクリプションをコンテンツホストに追加する場合は、リポジトリーへのアクセスが中断されず、そのまま利用できます。
			

			現在のサブスクリプションの有効期限が切れる前に、未来の日付のサブスクリプションをコンテンツホストに手動でアタッチします。自動アタッチ方法には依存せず、別の目的で設計されており、機能しない可能性があります。詳細は、「コンテンツホストへの Red Hat サブスクリプションのアタッチ」 を参照してください。
		
Red Hat サブスクリプションマニフェストの Satellite Server へのインポート




				以下の手順を使用して、Red Hat サブスクリプションマニフェストを Satellite Server にインポートします。
			
前提条件
	
						カスタマーポータルから Red Hat サブスクリプションマニフェストファイルをエクスポートしている。詳細は、Using Red Hat Subscription Management の Creating and Managing Manifests を参照してください。
					


手順
	
						Satellite Web UI で、コンテキストが、使用する組織に設定されていることを確認します。
					
	
						Satellite Web UI で、Content > Subscriptions に移動し、Manage Manifest をクリックします。
					
	
						マニフェストの管理ウィンドウで、参照 をクリックします。
					
	
						Red Hat サブスクリプションマニフェストファイルが保存されている場所に移動し、Open をクリックします。マニフェストの管理ウィンドウが自動的に終了しない場合は、終了 をクリックしてサブスクリプションウィンドウに戻ります。
					


CLI 手順
	
						Red Hat サブスクリプションマニフェストファイルをクライアントから Satellite Server にコピーします。
					
$ scp ~/manifest_file.zip root@satellite.example.com:~/.

	
						Satellite Server に root ユーザーとしてログインし、Red Hat サブスクリプションマニフェストファイルをインポートします。
					
# hammer subscription upload \
--file ~/manifest_file.zip \
--organization "My_Organization"




				リポジトリーを有効にし、Red Hat コンテンツをインポートすることができるようになりました。詳細は、コンテンツ管理ガイド の コンテンツのインポート を参照してください。
			

Red Hat サブスクリプションの特定




				Red Hat サブスクリプションマニフェストを Satellite Server にインポートすると、マニフェストからのサブスクリプションがサブスクリプションウィンドウにリスト表示されます。サブスクリプションが大量にある場合には、結果をフィルタリングして、特定のサブスクリプションを見つけることができます。
			
前提条件
	
						Red Hat サブスクリプションマニフェストファイルを Satellite Server にインポートしている。詳細は、「Red Hat サブスクリプションマニフェストの Satellite Server へのインポート」 を参照してください。
					


手順
	
						Satellite Web UI で、コンテキストが、使用する組織に設定されていることを確認します。
					
	
						Satellite Web UI で、Content > Subscriptions に移動します。
					
	
						サブスクリプションウィンドウで 検索 フィールドをクリックし、検索条件のリストを表示して検索クエリーをビルドします。
					
	
						検索条件を選択して、他のオプションを表示します。
					
	
						検索クエリーをビルドしたら、検索アイコンをクリックします。
					



				たとえば、検索 フィールドにカーソルを置き、期限切れを選択して、スペースキーを押すと、別のリストが表示され、>、<、または = を配置するオプションが表示されます。> を選択してスペースキーを押すと、自動オプションの別のリストが表示されます。独自の条件を入力することも可能です。
			

サブスクリプション割り当てへの Red Hat サブスクリプションの追加




				以下の手順を使用して、Red Hat Satellite Web UI でサブスクリプション割り当てにサブスクリプションを追加します。
			
前提条件
	
						Red Hat サブスクリプションマニフェストファイルを Satellite Server にインポートしている。詳細は、「Red Hat サブスクリプションマニフェストの Satellite Server へのインポート」 を参照してください。
					


手順
	
						Satellite Web UI で、コンテキストが、使用する組織に設定されていることを確認します。
					
	
						Satellite Web UI で、Content > Subscriptions に移動します。
					
	
						サブスクリプションウィンドウで、サブスクリプションの追加 をクリックします。
					
	
						追加するサブスクリプションの各行で、Quantity to Allocate (割り当て可能) 列に数量を入力します。
					
	
						Submit をクリックします。
					



サブスクリプション割り当てからの Red Hat サブスクリプションの削除




				以下の手順を使用して、Red Hat Satellite Web UI でサブスクリプション割り当てからサブスクリプションを削除します。
			
注記

					マニフェストを削除することはできません。Red Hat カスタマーポータルまたは Satellite Web UI でマニフェストを削除すると、コンテンツホストのエンタイトルメントがすべて解除されます。
				

前提条件
	
						Red Hat サブスクリプションマニフェストファイルを Satellite Server にインポートしている。詳細は、「Red Hat サブスクリプションマニフェストの Satellite Server へのインポート」 を参照してください。
					


手順
	
						Satellite Web UI で、コンテキストが、使用する組織に設定されていることを確認します。
					
	
						Satellite Web UI で、Content > Subscriptions に移動します。
					
	
						削除するサブスクリプションの各行で、該当のチェックボックスを選択します。
					
	
						Delete をクリックしてから、削除を確定します。
					



Red Hat サブスクリプションマニフェストの更新およびリフレッシュ




				サブスクリプションの割り当てを変更する場合には、マニフェストをリフレッシュして変更を反映する必要があります。たとえば、以下のいずれかを行った場合はマニフェストをリフレッシュする必要があります。
			
	
						サブスクリプションの更新
					
	
						サブスクリプションの量の調整
					
	
						追加のサブスクリプションの購入
					



				Satellite Web UI でマニフェストを直接更新できます。または、変更を含む更新済みのマニフェストをインポートできます。
			
手順
	
						Satellite Web UI で、コンテキストが、使用する組織に設定されていることを確認します。
					
	
						Satellite Web UI で、Content > Subscriptions に移動します。
					
	
						サブスクリプションウィンドウで、マニフェストの管理 をクリックします。
					
	
						マニフェストの管理ウィンドウで、リフレッシュ をクリックします。
					



コンテンツホストへの Red Hat サブスクリプションのアタッチ




				プロビジョニングプロセス中は、コンテンツホストにサブスクリプションをアタッチする主要な方法として、アクティベーションキーを使用します。ただし、アクティベーションキーは既存のホストを更新できません。新規または追加のサブスクリプション (たとえば未来の日付が指定されたサブスクリプション) を 1 台のホストにアタッチする必要がある場合は、以下の手順を使用します。
			

				複数ホストの更新に関する詳細情報は、「複数のホストでの Red Hat サブスクリプションの更新」 を参照してください。
			

				アクティベーションキーに関する詳細情報は、10章アクティベーションキーの管理 を参照してください。
			
Satellite サブスクリプション

					Satellite では、管理する Red Hat Enterprise Linux ホストごとに、以前は Red Hat Enterprise Linux Smart Management と呼ばれていた Red Hat Enterprise Linux Satellite サブスクリプションが必要です。
				

				ただし、Satellite サブスクリプションを各コンテンツホストにアタッチする必要はありません。Satellite サブスクリプションは製品証明書に関連付けられていないため、Satellite のコンテンツホストに自動的にアタッチできません。Satellite サブスクリプションをコンテンツホストに追加しても、コンテンツやリポジトリーへのアクセスは提供されません。必要に応じて、独自の記録または追跡の目的で、Satellite サブスクリプションをマニフェストに追加できます。
			
前提条件
	
						Red Hat サブスクリプションマニフェストファイルを Satellite Server にインポートしている。
					


手順
	
						Satellite Web UI で、コンテキストが、使用する組織に設定されていることを確認します。
					
	
						Satellite Web UI で、Hosts > Content Hosts に移動します。
					
	
						変更するサブスクリプションのコンテンツホストの行ごとに、該当するチェックボックスを選択します。
					
	
						Select Action リストから Manage Subscriptions を選択します。
					
	
						必要に応じて、検索 フィールドにキーと値を入力し、表示するサブスクリプションを絞り込みます。
					
	
						追加または削除したいサブスクリプションの左側にあるチェックボックスを選択し、必要に応じて Add Selected または Remove Selected をクリックします。
					
	
						完了 をクリックして変更を保存します。
					


CLI 手順
	
						root ユーザーとして Satellite Server に接続し、利用可能なサブスクリプションをリスト表示します。
					
# hammer subscription list \
--organization-id 1

	
						ホストにサブスクリプションをアタッチします。
					
# hammer host subscription attach \
--host host_name \
--subscription-id subscription_id




複数のホストでの Red Hat サブスクリプションの更新




				インストール後の変更を複数のコンテンツホストに同時に行うには、この手順を使用します。
			
手順
	
						Satellite Web UI で、コンテキストが、使用する組織に設定されていることを確認します。
					
	
						Satellite Web UI で、Hosts > Content Hosts に移動します。
					
	
						変更するサブスクリプションのコンテンツホストの行ごとに、該当するチェックボックスを選択します。
					
	
						Select Action リストから Manage Subscriptions を選択します。
					
	
						必要に応じて、検索 フィールドにキーと値を入力し、表示するサブスクリプションを絞り込みます。
					
	
						追加または削除するサブスクリプションの左側にあるチェックボックスを選択し、必要に応じて Add Selected または Remove Selected をクリックします。
					
	
						完了 をクリックして変更を保存します。
					




第6章 コンテンツのインポート




			本章では、さまざまな種類のカスタムコンテンツを Satellite にインポートする方法を概説します。RPM、ファイル、または異なるコンテンツタイプを Satellite にインポートする場合は、本章のほぼ同じ手順で実行されます。
		

			たとえば、特定のタイプのカスタムコンテンツの情報については、以下の章を使用できますが、基本的な手順は同じです。
		
	
					13章ISO イメージの管理
				
	
					14章カスタムファイルタイプコンテンツの管理
				


Satellite での製品およびリポジトリーの使用




				Satellite における Red Hat コンテンツとカスタムコンテンツの両方に類似点があります。
			
	
						製品とそのリポジトリー間の関係は同じであり、リポジトリーは引き続き同期する必要があります。
					
	
						カスタム製品には、クライアントがアクセスするサブスクリプション (Red Hat 製品に対するサブスクリプションと同様) が必要です。Satellite は、作成するカスタム製品ごとにサブスクリプションを作成します。
					



				Red Hat コンテンツはすでに製品に分類されています。たとえば、Red Hat Enterprise Linux Server は Satellite の 製品 です。その製品のリポジトリーは、異なるバージョン、アーキテクチャー、アドオンで設定されます。Red Hat リポジトリーの場合、製品はリポジトリーを有効にした後に自動的に作成されます。詳細は、「Red Hat リポジトリーの有効化」 を参照してください。
			

				他のカスタムコンテンツは、必要に応じて製品に分類できます。たとえば、EPEL(Extra Packages for Enterprise Linux) 製品を作成し、EPEL 7 x86_64 リポジトリーを追加します。
			

				RPM の作成とパッケージングの詳細については、Red Hat Enterprise Linux ドキュメントのRPM パッケージングガイドを参照してください。
			

カスタム SSL 証明書のインポート




				外部ソースからカスタムコンテンツを同期する前に、SSL 証明書をカスタム製品にインポートする必要がある場合があります。これには、同期するアップストリームリポジトリーのクライアント証明書および鍵または CA 証明書が含まれる可能性があります。
			

				RPM のダウンロードに SSL 証明書とキーが必要な場合は、Satellite に追加できます。
			

				Satellite Web UI の代わりに CLI を使用する場合は、CLI 手順 を参照してください。
			
手順
	
						Satellite Web UI で Content > Content Credentials に移動します。コンテンツ認証ウィンドウで、コンテンツの認証情報の作成 をクリックします。
					
	
						名前 フィールドに、SSL 証明書の名前を入力します。
					
	
						タイプ のリストから、SSL 証明書 を選択します。
					
	
						Content Credentials Content フィールドに SSL 証明書を貼り付けるか、Browse をクリックして SSL 証明書をアップロードします。
					
	
						Save をクリックします。
					


CLI 手順
	
						SSL 証明書を Satellite Server にコピーします。
					
$ scp My_SSL_Certificate root@satellite.example.com:~/.

						または、SSL 証明書をオンラインソースから Satellite Server にダウンロードします。
					
$ wget -P ~ http://upstream-satellite.example.com/pub/katello-server-ca.crt

	
						SSL 証明書を Satellite にアップロードします。
					
# hammer content-credential create \
--content-type cert \
--name "My_SSL_Certificate" \
--organization "My_Organization" \
--path ~/My_SSL_Certificate




カスタム製品の作成




				カスタム製品を作成し、リポジトリーをカスタム製品に追加します。Satellite Web UI の代わりに CLI を使用する場合は、CLI 手順 を参照してください。
			
手順
	
						Satellite Web UI で Content > Products に移動して、Create Product をクリックします。
					
	
						Name フィールドに、製品の名前を入力します。Satellite では、Name に入力した内容に基づいて Label フィールドに自動的に入力されます。
					
	
						オプション: GPG Key の一覧から、製品の GPG キーを選択します。
					
	
						オプション: SSL CA Cert の一覧から、製品の SSL CA 証明書を選択します。
					
	
						オプション: SSL Client Cert の一覧から、製品の SSL クライアント 証明書を選択します。
					
	
						オプション: SSL Client Key の一覧から、製品の SSL クライアントキーを選択します。
					
	
						オプション: Sync Plan の一覧から、既存の同期プランを選択するか、Create Sync Plan をクリックし、製品要件の同期プランを作成します。
					
	
						Description フィールドには、製品の説明を入力します。
					
	
						Save をクリックします。
					



CLI 手順

					製品を作成するには、以下のコマンドを実行します。
				
# hammer product create \
--name "My_Product" \
--sync-plan "Example Plan" \
--description "Content from My Repositories" \
--organization "My_Organization"

カスタム RPM リポジトリーの追加




				以下の手順を使用して、Satellite でカスタム RPM リポジトリーを追加します。Satellite Web UI の代わりに CLI を使用する場合は、CLI 手順 を参照してください。
			

				Satellite Web UI の製品ウィンドウには、リポジトリーの検出 機能があり、URL からすべてのリポジトリーを見つけ、どのリポジトリーを自分のカスタム製品に追加するかを選択できます。例えば、Repo Discoveryを使用して、さまざまな Red Hat Enterprise Linux のバージョンやアーキテクチャーの http://yum.postgresql.org/9.5/redhat/を検索し、異なる Red Hat Enterprise Linux のバージョンやアーキテクチャーのすべてのリポジトリーをリストアップすることができます。これにより、1 つのソースから複数のリポジトリーをインポートする時間を節約できます。
			
カスタム RPM のサポート

					Red Hat は、サードパーティーのサイトから直接アップストリームの RPM をサポートしていません。これらの RPM は同期プロセスのデモに使用されます。これらの RPM に関する問題については、サードパーティーの開発者に連絡してください。
				
手順
	
						Satellite Web UI で、Content > Products に移動し、使用する製品を選択してから New Repository をクリックします。
					
	
						Name フィールドに、リポジトリーの名前を入力します。Satellite では、Name に入力した内容に基づいて Label フィールドに自動的に入力されます。
					
	
						オプション: Description フィールドに、新規リポジトリーの説明を入力します。
					
	
						タイプ のリストから、リポジトリーのタイプとして yum を選択します。
					
	
						オプション: Restrict to Architecture のリストから、アーキテクチャーを選択します。アーキテクチャーに関係なく、すべてのホストでリポジトリーを利用できるようにする場合は、No restriction を選択してください。
					
	
						オプション: Restrict to OS Version の一覧から、OS バージョンを選択します。OS のバージョンに関係なく、すべてのホストでリポジトリーを利用できるようにする場合は、No restriction を選択してください。
					
	
						オプション: Upstream URL フィールドに、ソースとして使用する外部リポジトリーの URL を入力します。Satellite は、http://、https://、および file:// の 3 つのプロトコルをサポートしています。file:// リポジトリーを使用している場合は、/var/lib/pulp/sync_imports/ ディレクトリーの下に配置する必要があります。
					

						アップストリーム URL を入力しない場合は、パッケージを手動でアップロードできます。
					

	
						オプション: Ignore SRPMs のチェックボックスをオンにして、ソース RPM パッケージを Satellite との同期から除外します。
					
	
						アップストリームのリポジトリーの SSL 証明書が信頼できる CA によって署名されていることを確認する場合は、Verify SSL のチェックボックスを選択します。
					
	
						オプション: 認証に必要な場合は、Upstream Username フィールドに、アップストリームリポジトリーのユーザー名を入力します。リポジトリーに認証が必要ない場合は、このフィールドをクリアします。
					
	
						オプション: Upstream Password フィールドに、アップストリームリポジトリーに対応するパスワードを入力します。リポジトリーに認証が必要ない場合は、このフィールドをクリアします。
					
	
						オプション: アップストリームの認証トークン フィールドに、認証用のアップストリームリポジトリーユーザーのトークンを指定します。リポジトリーに認証が必要ない場合は、このフィールドを空欄のままにします。
					
	
						ダウンロードポリシー リストから、Satellite Server が実行する同期の種類を選択します。詳細は、「ダウンロードポリシーの概要」 を参照してください。
					
	
						ミラーリングポリシー リストから、Satellite Server が実行するコンテンツの同期のタイプを選択します。詳細は、「ミラーリングポリシーの概要」 を参照してください。
					
	
						オプション: Retain package versions フィールドに、パッケージごとに保持するバージョンの数を入力します。
					
	
						HTTP Proxy Policy フィールドで、HTTP プロキシーを選択します。
					
	
						Checksumの一覧から、リポジトリーのチェックサムタイプを選択します。
					
	
						オプション: Unprotected のチェックボックスをオフにして、このリポジトリーにアクセスするためにサブスクリプションエンタイトルメント証明書を要求することができます。デフォルトでは、リポジトリーは HTTP 経由で公開されます。
					
	
						オプション: GPG Key の一覧から、製品の GPG キーを選択します。
					
	
						オプション: SSL CA Cert フィールドで、リポジトリーの SSL CA 証明書を選択します。
					
	
						オプション: SSL Client cert フィールドで、リポジトリーの SSL Client Certificate を選択します。
					
	
						オプション: SSL Client Key フィールドで、リポジトリーの SSL Client Key を選択します。
					
	
						Save をクリックして、リポジトリーを作成します。
					


CLI 手順
	
						以下のコマンドを実行してリポジトリーを作成します。
					
# hammer repository create \
--arch "My_Architecture" \
--content-type "yum" \
--gpg-key-id My_GPG_Key_ID \
--name "My_Repository" \
--organization "My_Organization" \
--os-version "My_OS_Version" \
--product "My_Product" \
--publish-via-http true \
--url My_Upstream_URL




				続行して、リポジトリーを同期します。
			

Red Hat リポジトリーの有効化




				外部ネットワークアクセスで HTTP プロキシーの使用が必要な場合は、サーバー用にデフォルトの HTTP プロキシーを設定します。Adding a default HTTP Proxy を参照してください。
			

				同期するリポジトリーを選択するには、まずリポジトリーが含まれる製品を特定し、適切なリリースバージョンおよびベースアーキテクチャーに基づいてリポジトリーを有効にする必要があります。Red Hat Enterprise Linux 8 の場合は、AppStream リポジトリーと BaseOS リポジトリーの両方を有効にする必要があります。
			
リポジトリーのバージョン管理

					Red Hat Enterprise Linux オペレーティングシステムを 7 Server リポジトリーまたは 7 のいずれかに関連付けることの相違点、X リポジトリーは、Red Hat Enterprise Linux 7 では最新の更新がすべて含まれますが、Red Hat Enterprise Linux 7 では、X リポジトリーは 次のマイナーバージョンのリリース後に更新の取得を停止することです。キックスタートリポジトリーにはマイナーバージョンのみが含まれることに注意してください。
				
Red Hat Enterprise Linux 8 クライアントの場合

					Red Hat Enterprise Linux 8 クライアントをプロビジョニングするには、Red Hat Enterprise Linux 8 for x86_64 - AppStream (RPMS) および Red Hat Enterprise Linux 8 for x86_64 - BaseOS (RPMs) リポジトリーが必要です。
				
Red Hat Enterprise Linux 7 クライアントの場合

					Red Hat Enterprise Linux 7 クライアントをプロビジョニングするには、Red Hat Enterprise Linux 7 Server (RPMs) リポジトリーが必要です。
				
手順
	
						Satellite Web UI で、コンテンツ > Red Hat リポジトリー に移動します。
					
	
						リポジトリーを検索するには、リポジトリー名を入力するか、Recommended Repositories ボタンをオンの位置に切り替えて、必要なリポジトリーの一覧を表示します。
					
	
						利用可能なリポジトリーペインで、リポジトリーをクリックしてリポジトリーセットをデプロイメントします。
					
	
						必要な基本アーキテクチャーおよびリリースバージョンの横にある 有効化 アイコンをクリックします。
					


CLI 手順
	
						製品を検索するには、以下のコマンドを実行します。
					
# hammer product list --organization "My_Organization"

	
						製品に設定されたリポジトリーをリスト表示します。
					
# hammer repository-set list \
--product "Red Hat Enterprise Linux Server" \
--organization "My_Organization"

	
						名前または ID 番号を使用してリポジトリーを有効にします。リリースバージョン (例: 7Server およびベースアーキテクチャー) を含めます (例: x86_64)。例を以下に示します。
					
# hammer repository-set enable \
--name "Red Hat Enterprise Linux 7 Server (RPMs)" \
--releasever "7Server" \
--basearch "x86_64" \
--product "Red Hat Enterprise Linux Server" \
--organization "My_Organization"




リポジトリーの同期



手順
	
						Satellite Web UI で、コンテンツ > 製品 に移動し、同期が必要なリポジトリーを含む製品を選択します。
					
	
						同期するリポジトリーを選択し、Sync Now をクリックします。
					



				Satellite Web UI で同期の進捗状況を表示するには、コンテンツ > 同期のステータス に移動して、対応する製品またはリポジトリーツリーをデプロイメントします。
			
CLI 手順
	
						製品全体を同期します。
					
# hammer product synchronize \
--name "My_Product" \
--organization "My_Organization"

	
						個々のリポジトリーを同期します。
					
# hammer repository synchronize \
--name "My_Repository" \
--organization "My_Organization" \
--product "My Product"




				同期にかかる時間は、各リポジトリーのサイズとネットワーク接続の速度によって異なります。以下の表は、利用可能なインターネット帯域幅に応じてコンテンツの同期にかかる推定時間を示しています。
			
	 	単一パッケージ (10Mb)	マイナーリリース (750Mb)	メジャーリリース (6Gb)
	 
								256 Kbps
							

							 	 
								5 分 27 秒
							

							 	 
								6 時間 49 分 36 秒
							

							 	 
								2 日 7 時間 55 分
							

							 
	 
								512 Kbps
							

							 	 
								2 分 43.84 秒
							

							 	 
								3 時間 24 分 48 秒
							

							 	 
								1 日 3 時間 57 分
							

							 
	 
								T1 (1.5 Mbps)
							

							 	 
								54.33 秒
							

							 	 
								1 時間 7 分 54.78 秒
							

							 	 
								9 時間 16 分 20.57 秒
							

							 
	 
								10 Mbps
							

							 	 
								8.39 秒
							

							 	 
								10 分 29.15 秒
							

							 	 
								1 時間 25 分 53.96 秒
							

							 
	 
								100 Mbps
							

							 	 
								0.84 秒
							

							 	 
								1 分 2.91 秒
							

							 	 
								8 分 35.4 秒
							

							 
	 
								1000 Mbps
							

							 	 
								0.08 秒
							

							 	 
								6.29 秒
							

							 	 
								51.54 秒
							

							 



				同期プランを作成し、定期的に更新できるようにします。「同期プランの作成」を参照してください。
			
組織の全リポジトリーの同期




					以下の手順を使用して、組織内の全リポジトリーを同期します。
				
手順

						組織内の全リポジトリーを同期するには、Satellite Server で以下の Bash スクリプトを実行します。
					
ORG="My_Organization"

for i in $(hammer --no-headers --csv repository list --organization $ORG --fields Id)
do
  hammer repository synchronize --id ${i} --organization $ORG --async
done


ダウンロードポリシーの概要




				Red Hat Satellite には、RPM コンテンツ同期用のダウンロードポリシーが複数あります。たとえば、コンテンツのメタデータだけをダウンロードして、実際のコンテンツのダウンロードを後で延期したい場合があります。
			

				Satellite Server には以下のポリシーがあります。
			
	即時
	
							Satellite Server は、同期時にメタデータとパッケージをすべてダウンロードします。
						
	オンデマンド
	
							Satellite Server は同期時にメタデータのみをダウンロードします。Satellite Server は、Capsule または直接接続されたクライアントの要求があると、ファイルシステムへのパッケージの取得と保存のみを行います。この設定は、Satellite Server が強制的にすべてのパッケージをダウンロードするため、Capsule の対応するリポジトリーを Immediate に設定しても効果はありません。
						



				オンデマンド ポリシーは、コンテンツの同期時間を短縮するので、遅延同期 機能として動作します。遅延同期機能は yum リポジトリーにのみ使用してください。通常どおりに、コンテンツビューにパッケージを追加して、ライフサイクル環境にプロモートできます。
			

				Capsule Server には、以下のポリシーがあります。
			
	即時
	
							Capsule Server は、同期時にメタデータとパッケージをすべてダウンロードします。Satellite Server で対応するリポジトリーを オンデマンド に設定した場合は、Satellite Server が強制的にすべてのパッケージをダウンロードするので、この設定を使用しないでください。
						
	オンデマンド
	
							Capsule Server は、同期時にメタデータのみをダウンロードします。Capsule Server は、直接接続されたクライアントが要求したときのみ、ファイルシステム上でパッケージを取得して保存します。オンデマンド ダウンロードポリシーを使用すると、Capsule Server でコンテンツを入手できない場合には、コンテンツが Satellite Server からダウンロードされます。
						
	継承
	
							Capsule Server は、Satellite Server の対応するリポジトリーから、リポジトリーのダウンロードポリシーを継承します。
						



デフォルトのダウンロードポリシーの変更




				Satellite が全組織で作成したリポジトリーに適用するデフォルトのダウンロードポリシーを設定できます。
			

				Red Hat のリポジトリーか、Red Hat 以外のカスタムリポジトリーかによって、Satellite は別の設定を使用します。デフォルト値を変更しても、既存の設定は変更されません。
			
手順
	
						Satellite Web UI で、Administer > Settings に移動します。
					
	
						Content タブをクリックします。
					
	
						要件に応じて、デフォルトのダウンロードポリシーを変更します。
					
	
								Red Hat リポジトリーのデフォルトのダウンロードポリシーを変更するには、Default Red Hat Repository download policy 設定の値を変更します。
							
	
								デフォルトのカスタムリポジトリーダウンロードポリシーを変更するには、Default Custom Repository download policy 設定の値を変更します。
							





CLI 手順
	
						デフォルトの Red Hat リポジトリーダウンロードポリシーを immediate または on_demand のいずれかに変更するには、以下のコマンドを入力します。
					
# hammer settings set \
--name default_redhat_download_policy \
--value immediate

	
						Red Hat 以外のカスタムリポジトリーのデフォルトダウンロードポリシーを immediate または on_demand のいずれかに変更するには、以下のコマンドを入力します。
					
# hammer settings set \
--name default_download_policy \
--value immediate




リポジトリーのダウンロードポリシーの変更




				リポジトリーのダウンロードポリシーを設定できます。
			
手順
	
						Satellite Web UI で、Content > Products に移動します。
					
	
						必要な製品名を選択します。
					
	
						Repositories タブで、必要なリポジトリー名をクリックし、Download Policy フィールドを見つけ、編集アイコンをクリックします。
					
	
						リストから、必要なダウンロードポリシーを選択し、Save をクリックします。
					


CLI 手順
	
						組織のリポジトリーをリスト表示します。
					
# hammer repository list \
--organization-label My_Organization_Label

	
						リポジトリーのダウンロードポリシーを immediate または on_demand に変更します。
					
# hammer repository update \
--download-policy immediate \
--name "My_Repository" \
--organization-label My_Organization_Label \
--product "My_Product"




ミラーリングポリシーの概要




				ミラーリングにより、ローカルリポジトリーがアップストリームリポジトリーと正確に同期します。前回の同期以降、次の同期でコンテンツがアップストリームリポジトリーから削除された場合、そのコンテンツはローカルリポジトリーからも削除されます。
			

				ミラーリングポリシーを使用して、リポジトリーを同期するときにリポジトリーデータおよびコンテンツのミラーリングをより細かく制御できます。たとえば、リポジトリーのリポジトリーをミラーリングできない場合は、このリポジトリーのコンテンツのみをミラーリングするようにミラーリングポリシーを設定できます。
			

				Satellite Server には、次のミラーリングポリシーがあります。
			
	加法
	
							コンテンツもリポジトリーデータもミラーリングされません。したがって、最後の同期以降に追加された新しいコンテンツのみがローカルリポジトリーに追加され、何も削除されません。
						
	コンテンツのみ
	
							コンテンツのみをミラーリングし、レポデータはミラーリングしません。一部のリポジトリーはメタデータミラーリングをサポートしていません。そのような場合、ミラーリングポリシーをコンテンツのみに設定して、コンテンツのみをミラーリングできます。
						
	完全なミラーリング
	
							コンテンツおよびレポデータをミラーリングします。これが最速の方法です。このミラーリングポリシーは、Yum コンテンツでのみ使用できます。
						



リポジトリーのミラーリングポリシーの変更




				リポジトリーのミラーリングポリシーを設定できます。
			
手順
	
						Satellite Web UI で、Content > Products に移動します。
					
	
						製品名を選択します。
					
	
						Repositories タブで、リポジトリー名をクリックし、Mirroring Policy フィールドを見つけて、編集アイコンをクリックします。
					
	
						リストからミラーリングポリシーを選択し、保存 をクリックします。
					



カスタム RPM リポジトリーへのコンテンツのアップロード




				個別の RPM およびソース RPM をカスタム RPM リポジトリーにアップロードできます。RPM は、Satellite Web UI または Hammer CLI を使用してアップロードできます。ソース RPM をアップロードするには、Hammer CLI を使用する必要があります。
			
手順
	
						Satellite Web UI で、コンテンツ > 製品 をクリックします。
					
	
						カスタム製品の名前をクリックします。
					
	
						リポジトリー タブで、カスタム RPM リポジトリーの名前をクリックします。
					
	
						Upload Package で Browse…​ をクリックし、アップロードする RPM を選択します。
					
	
						Upload をクリックします。
					



				このリポジトリー内のすべての RPM を表示するには、Content Counts 配下の Packages の横にある数字をクリックします。
			
CLI 手順
	
						以下のコマンドを入力して、RPM をアップロードします。
					
# hammer repository upload-content \
--id Repository_ID \
--path /path/to/example-package.rpm

	
						以下のコマンドを入力してソース RPM をアップロードします。
					
# hammer repository upload-content \
--content-type srpm \
--id Repository_ID \
--path /path/to/example-package.src.rpm

						アップロードが完了すると、hammer srpm list コマンドおよび hammer srpm info --id srpm_ID コマンドを使用してソース RPM に関する情報を表示できます。
					




カスタムポートでコンテンツの同期を許可する SELinux の設定




				SELinux は、特定のポートでのみコンテンツの同期のために Satellite へのアクセスを許可します。デフォルトでは、次のポートで実行されている Web サーバーへの接続が許可されています: 80、81、443、488、8008、8009、8443、および 9000。
			
手順
	
						Satellite で、コンテンツの同期用に SELinux が許可するポートを確認するには、以下のコマンドを実行します。
					
# semanage port -l | grep ^http_port_t
http_port_t     tcp      80, 81, 443, 488, 8008, 8009, 8443, 9000

	
						コンテンツ同期用のポート (例: 10011) を許可するように SELinux を設定するには、以下のようにコマンドを入力します。
					
# semanage port -a -t http_port_t -p tcp 10011




対応するリポジトリーの復旧




				リポジトリーの破損の場合は、高度な同期を使用して復元できます。これには 3 つのオプションがあります。
			
	最適化された同期
	
							アップストリームの RPM との違いが検出されていない RPM をバイパスするリポジトリーを同期します。
						
	完全な同期
	
							検出された変更に関係なく、すべての RPM を同期します。特定の RPM がアップストリームリポジトリーに存在していても、ローカルリポジトリーにダウンロードできなかった場合は、このオプションを使用します。
						
	コンテンツチェックサムの確認
	
							すべての RPM を同期してから、すべての RPM のチェックサムをローカルで検証します。RPM のチェックサムがアップストリームと異なる場合は、RPM をもう一度ダウンロードします。このオプションは yum リポジトリーにのみ関連します。以下のいずれかのエラーがある場合は、このオプションを使用します。
						
	
									yum との同期中に、特定の RPM で 404 エラーが発生します。
								
	
									Package does not match intended download エラー。特定の RPM が破損していることを意味します。
								





手順
	
						Satellite Web UI で、Content > Products に移動します。
					
	
						破損したリポジトリーを含む製品を選択します。
					
	
						同期するリポジトリーの名前を選択します。
					
	
						最適化された同期または完全な同期を実行するには、Select Action メニューから Advanced Sync を選択します。
					
	
						必要なオプションを選択して、Sync をクリックします。
					
	
						オプション: チェックサムを確認するには、Select Action メニューから Verify Content Checksum をクリックします。
					


CLI 手順
	
						リポジトリー ID のリストを取得します。
					
# hammer repository list \
--organization "My_Organization"

	
						必要なオプションを使用して破損したリポジトリーを同期します。
					
	
								最適な同期の場合:
							
# hammer repository synchronize \
--id My_ID

	
								完全同期の場合:
							
# hammer repository synchronize \
--id My_ID \
--skip-metadata-check true

	
								検証コンテンツの同期について以下を実行します。
							
# hammer repository synchronize \
--id My_ID \
--validate-contents true







HTTP プロキシーの追加




				この手順を使用して、HTTP プロキシーを Satellite に追加します。次に、製品、リポジトリー、およびサポートされるコンピュートリソースに使用する HTTP プロキシーを指定できます。
			
前提条件

					HTTP プロキシーは、次のホストへのアクセスを許可する必要があります。
				
	ホスト名	ポート	プロトコル
	 
								subscription.rhsm.redhat.com
							

							 	 
								443
							

							 	 
								HTTPS
							

							 
	 
								cdn.redhat.com
							

							 	 
								443
							

							 	 
								HTTPS
							

							 
	 
								*.akamaiedge.net
							

							 	 
								443
							

							 	 
								HTTPS
							

							 
	 
								cert.console.redhat.com (Red Hat Insights を使用している場合)
							

							 	 
								443
							

							 	 
								HTTPS
							

							 
	 
								api.access.redhat.com (Red Hat Insights を使用している場合)
							

							 	 
								443
							

							 	 
								HTTPS
							

							 
	 
								cert-api.access.redhat.com (Red Hat Insights を使用している場合)
							

							 	 
								443
							

							 	 
								HTTPS
							

							 



				Satellite Server がプロキシーを使用して subscription.rhsm.redhat.com および cdn.redhat.com と通信する場合には、プロキシーはこれらの通信に対して SSL インスペクションを実行できません。
			

				Satellite Web UI の代わりに CLI を使用する場合は、CLI 手順 を参照してください。
			
手順
	
						Satellite Web UI で、Infrastructure > HTTP Proxies に移動して、New HTTP Proxy を選択します。
					
	
						Name フィールドで、HTTP プロキシーの名前を入力します。
					
	
						URL フィールドには、ポート番号を含めて HTTP プロキシーの URL を入力します。
					
	
						HTTP プロキシーの認証が必要な場合は、Username と Password を入力します。
					
	
						オプション: Test URL フィールドに HTTP プロキシー URL を入力してから Test Connection をクリックし、Satellite から HTTP プロキシーに接続できることを確認します。
					
	
						Locations タブで、ロケーションを追加します。
					
	
						Organization タブをクリックして、組織を追加します。
					
	
						Submit をクリックします。
					


CLI 手順
	
						Satellite Server で、以下のコマンドを入力して HTTP プロキシーを追加します。
					
# hammer http-proxy create --name proxy-name \
--url proxy-URL:port-number

						HTTP プロキシーの認証が必要な場合は、--username name および --password password オプションを追加します。
					




				詳細は、ナレッジベースの記事 How to access Red Hat Subscription Manager (RHSM) through a firewall or proxy を参照してください。
			

製品の HTTP プロキシーポリシーの変更




				ネットワークトラフィックを細かく制御するために、製品ごとに HTTP プロキシーポリシーを設定できます。製品の HTTP プロキシーポリシーは、個別のリポジトリーに異なるポリシーを設定しない限り、製品内のすべてのリポジトリーに適用されます。
			

				個々のリポジトリーに HTTP プロキシーポリシーを設定するには、「リポジトリーの HTTP プロキシーポリシーの変更」 を参照してください。
			
手順
	
						Satellite Web UI で、Content > Products に移動し、変更が必要な各製品の横にあるチェックボックスを選択します。
					
	
						Select Action リストから Manage HTTP Proxy を選択します。
					
	
						一覧から HTTP Proxy Policy を選択します。
					
	
								Global Default: グローバルデフォルトプロキシー設定を使用します。
							
	
								No HTTP Proxy: グローバルデフォルトプロキシーが設定されている場合でも、HTTP プロキシーを使用しないでください。
							
	
								Use specific HTTP Proxy: 一覧から HTTP Proxy を選択します。HTTP プロキシーを Satellite に追加してから、リストからプロキシーを選択する必要があります。詳細は、「HTTP プロキシーの追加」 を参照してください。
							



	
						Update をクリックします。
					



リポジトリーの HTTP プロキシーポリシーの変更




				ネットワークトラフィックを細かく制御するために、リポジトリーごとに HTTP プロキシーポリシーを設定できます。Satellite Web UI の代わりに CLI を使用する場合は、CLI 手順 を参照してください。
			

				製品内のすべてのリポジトリーに同じ HTTP プロキシーポリシーを設定するには、「製品の HTTP プロキシーポリシーの変更」 を参照してください。
			
手順
	
						Satellite Web UI で、Content > Products に移動し、リポジトリーが含まれる製品名をクリックします。
					
	
						Repositories タブで、リポジトリー名をクリックします。
					
	
						HTTP Proxy フィールドを見つけ、編集アイコンをクリックします。
					
	
						一覧から HTTP Proxy Policy を選択します。
					
	
								Global Default: グローバルデフォルトプロキシー設定を使用します。
							
	
								No HTTP Proxy: グローバルデフォルトプロキシーが設定されている場合でも、HTTP プロキシーを使用しないでください。
							
	
								Use specific HTTP Proxy: 一覧から HTTP Proxy を選択します。HTTP プロキシーを Satellite に追加してから、リストからプロキシーを選択する必要があります。詳細は、「HTTP プロキシーの追加」 を参照してください。
							



	
						Save をクリックします。
					


CLI 手順
	
						Satellite Server で、使用する HTTP プロキシーポリシーを指定して、以下のコマンドを入力します。
					
# hammer repository update --id repository-ID \
--http-proxy-policy policy

						--http-proxy-policy に以下のいずれかのオプションを指定します。
					
	
								none: グローバルデフォルトプロキシーが設定されている場合でも、HTTP プロキシーを使用しないでください。
							
	
								global_default_http_proxy: グローバルデフォルトプロキシー設定を使用します。
							
	
								use_selected_http_proxy: --http-proxy proxy-name または --http-proxy-id proxy-ID を使用して HTTP プロキシーを指定します。新しい HTTP プロキシーを Satellite に追加するには、「HTTP プロキシーの追加」 を参照してください。
							






同期プランの作成




				同期プランでは、スケジュールされた日時にコンテンツをチェックし、更新します。Satellite では、同期プランを作成し、製品をプランに割り当てることができます。
			

				Satellite Web UI の代わりに CLI を使用する場合は、CLI 手順 を参照してください。
			
手順
	
						Satellite Web UI で Content > Sync Plans に移動して、New Sync Plan をクリックします。
					
	
						Name フィールドに、プランの名前を入力します。
					
	
						オプション: Description フィールドには、プランの説明を入力します。
					
	
						Interval リストから、プランを実行する間隔を選択します。
					
	
						Start Date と Start Time リストから、同期プランの実行を開始するタイミングを選択します。
					
	
						Save をクリックします。
					


CLI 手順
	
						同期プランを作成するには、以下のコマンドを入力します。
					
# hammer sync-plan create \
--name "Red Hat Products 2" \
--description "Example Plan for Red Hat Products" \
--interval daily \
--sync-date "2016-02-01 01:00:00" \
--enabled true \
--organization "My_Organization"

	
						組織で利用可能な同期プランを表示し、同期プランが作成されたことを確認します。
					
# hammer sync-plan list --organization "Default Organization"




同期プランの製品への割り当て




				同期プランでは、スケジュールされた日時にコンテンツをチェックし、更新します。Satellite では、同期プランを製品に割り当てて、コンテンツを定期的に更新できます。
			

				Satellite Web UI の代わりに CLI を使用する場合は、CLI 手順 を参照してください。
			
手順
	
						Satellite Web UI で、Content > Products に移動します。
					
	
						製品を選択します。
					
	
						詳細 タブで、ドロップダウンメニューから 同期プラン を選択します。
					


CLI 手順
	
						同期プランを製品に割り当てます。
					
# hammer product set-sync-plan \
--name "Product_Name" \
--sync-plan "Sync_Plan_Name" \
--organization "My_Organization"




複数の製品への同期プランの割り当て




				以下の手順を使用して、最低でも 1 度同期され、1 つ以上のリポジトリーが含まれる組織の製品に同期プランを割り当てます。
			
手順
	
						次の Bash スクリプトを実行します。
					
ORG="Your_Organization"
SYNC_PLAN="daily_sync_at_3_a.m"

hammer sync-plan create --name $SYNC_PLAN --interval daily --sync-date "2023-04-5 03:00:00" --enabled true --organization $ORG
for i in $(hammer --no-headers --csv --csv-separator="|" product list --organization $ORG --per-page 999 | grep -vi not_synced | awk -F'|' '$5 != "0" { print $1}')
do
  hammer product set-sync-plan --sync-plan $SYNC_PLAN --organization $ORG --id $i
done

	
						スクリプトの実行後、同期プランに割り当てられた製品を表示します。
					
# hammer product list --organization $ORG --sync-plan $SYNC_PLAN




同期の同時実行の制限




				デフォルトでは、各リポジトリー同期ジョブは一度に最大 10 個のファイルを取得できます。これは、リポジトリーごとに調整できます。
			

				制限を増やすとパフォーマンスが向上しますが、アップストリームサーバーのオーバーロードが発生したり、リクエストを拒否し始める可能性があります。アップストリームサーバーがリクエストを拒否したためにリポジトリーの同期に失敗する場合は、制限を下げてみてください。
			
CLI 手順

					

# hammer repository update \
--download-concurrency 5 \
--id Repository_ID \
--organization "My_Organization"


				

カスタム GPG キーのインポート




				クライアントが署名されたカスタムコンテンツを使用している場合は、クライアントが適切な GPG キーでパッケージのインストールを検証するよう設定されていることを確認してください。これにより、承認されたソースからのパッケージのみをインストールできるようになります。
			

				Red Hat コンテンツは適切な GPG キーでに設定されているため、Red Hat リポジトリーの GPG キー管理はサポートされていません。
			

				Satellite Web UI の代わりに CLI を使用する場合は、CLI 手順 を参照してください。
			
前提条件

					Satellite で使用する RPM コンテンツへの署名に使用する GPG キーのコピーがあることを確認する。ほとんどの RPM ディストリビューションプロバイダーは、GPG キーを Web サイトで提供しています。これは、RPM から手動で抽出することもできます。
				
	
						バージョン固有のリポジトリーパッケージのコピーをクライアントシステムにダウンロードします。
					
$ wget http://www.example.com/9.5/example-9.5-2.noarch.rpm

	
						インストールせずに RPM ファイルをデプロイメントします。
					
$ rpm2cpio example-9.5-2.noarch.rpm | cpio -idmv




				GPG キーは、etc/pki/rpm-gpg/RPM-GPG-KEY-EXAMPLE-95 での抽出に相対的に配置されています。
			
手順
	
						Satellite Web UI でコンテンツ > コンテンツの認証情報に移動して、ウィンドウの右上の コンテンツの認証情報の作成 をクリックします。
					
	
						リポジトリーの名前を入力し、タイプ のリストから GPG キー を選択します。
					
	
						GPG キーを コンテンツ認証情報の内容 フィールドに貼り付けるか、参照 をクリックして、インポートする GPG キーファイルを選択します。
					

						カスタムリポジトリーに複数の GPG キーで署名されたコンテンツが含まれる場合は、コンテンツの 認証情報の内容 フィールドに、各キーの間に新しい行が含まれる GPG キーをすべて入力する必要があります。以下に例を示します。
					
-----BEGIN PGP PUBLIC KEY BLOCK-----

mQINBFy/HE4BEADttv2TCPzVrre+aJ9f5QsR6oWZMm7N5Lwxjm5x5zA9BLiPPGFN
4aTUR/g+K1S0aqCU+ZS3Rnxb+6fnBxD+COH9kMqXHi3M5UNzbp5WhCdUpISXjjpU
XIFFWBPuBfyr/FKRknFH15P+9kLZLxCpVZZLsweLWCuw+JKCMmnA
=F6VG
-----END PGP PUBLIC KEY BLOCK-----

-----BEGIN PGP PUBLIC KEY BLOCK-----

mQINBFw467UBEACmREzDeK/kuScCmfJfHJa0Wgh/2fbJLLt3KSvsgDhORIptf+PP
OTFDlKuLkJx99ZYG5xMnBG47C7ByoMec1j94YeXczuBbynOyyPlvduma/zf8oB9e
Wl5GnzcLGAnUSRamfqGUWcyMMinHHIKIc1X1P4I=
=WPpI
-----END PGP PUBLIC KEY BLOCK-----

	
						Save をクリックします。
					


CLI 手順
	
						GPG キーを Satellite Server にコピーします。
					
$ scp ~/etc/pki/rpm-gpg/RPM-GPG-KEY-EXAMPLE-95 root@satellite.example.com:~/.

	
						GPG キーを Satellite にアップロードします。
					
# hammer content-credentials create \
--content-type gpg_key \
--name "My_GPG_Key" \
--organization "My_Organization" \
--path ~/RPM-GPG-KEY-EXAMPLE-95




カスタムリポジトリーを Satellite で RHEL 9 に制限する



手順
	
						Satellite Web UI で、Content > Products に移動します。
					
	
						制限するリポジトリーセットを含む製品を選択します。
					
	
						Repositories タブで、制限するリポジトリーをクリックします。
					
	
						Restrict to OS リストから、対応する Red Hat Enterprise Linux リポジトリー用に Red Hat Enterprise Linux オペレーティングシステムを追加するためのオペレーティングシステムを選択します。
					
	
						Save をクリックして変更を送信します。
					




第7章 アプリケーションライフサイクルの管理




			本章では、Satellite におけるアプリケーションライフサイクルと、Satellite および Capsule のアプリケーションライフサイクルの作成および削除方法を説明します。
		
アプリケーションライフサイクルの概要




				アプリケーションライフサイクル は、Satellite のコンテンツ管理機能の中心となる概念です。アプリケーションライフサイクルは、特定の段階で特定のシステムとそのソフトウェアがどのように見えるかを定義します。たとえば、アプリケーションライフサイクルは単純である可能性があり、開発段階と実稼働段階のみが存在する可能性があります。この場合、アプリケーションライフサイクルは以下のようになります。
			
	
						開発
					
	
						実稼働
					



				ただし、より複雑なアプリケーションライフサイクルには、ベータリリースやテストフェーズなど、追加の段階が含まれる場合があります。これにより、アプリケーションライフサイクルに別のステージが追加されます。
			
	
						開発
					
	
						テスト
					
	
						ベータリリース
					
	
						実稼働
					



				Satellite は、仕様に合わせて各アプリケーションライフサイクルの段階をカスタマイズする方法を提供します。
			

				アプリケーションライフサイクルの各ステージは、Satellite では環境と呼ばれます。各環境はコンテンツの特定のコレクションを使用します。Satellite は、これらのコンテンツコレクションをコンテンツビューとして定義します。各コンテンツビューは、特定の環境に含めるリポジトリーおよびパッケージを定義できるフィルターとなります。これにより、各環境に指定する特定のコンテンツセットを定義する方法が提供されます。
			

				たとえば、メールサーバーには、実際に使用する実稼働レベルのサーバーがあり、最新のメールサーバーパッケージを試すテストサーバーがある単純なアプリケーションライフサイクルのみが必要となります。テストサーバーが初期フェーズをパスしたら、実稼働レベルのサーバーが新しいパッケージを使用するように設定できます。
			

				別の例としては、ソフトウェア製品の開発ライフサイクルがあります。開発環境でソフトウェアの新しい部分を開発するには、品質保証環境でソフトウェアをテストしてベータ版としてプレリリースした後に、実稼働レベルのアプリケーションとしてソフトウェアをリリースします。
			
図7.1 Satellite アプリケーションライフサイクル
[image: Satellite アプリケーションライフサイクル]



アプリケーションライフサイクルでのコンテンツのプロモート




				アプリケーションライフサイクルチェーンでは、ある環境から次の環境へコンテンツを移動すると、これは プロモーション と呼ばれます。
			
Satellite ライフサイクル環境のコンテンツプロモーションの例

					各環境には、Red Hat Satellite に登録されているシステムセットが含まれます。これらのシステムは、環境に関連するリポジトリーにのみアクセスできます。別の環境にパッケージをプロモートすると、ターゲット環境のリポジトリーで新しいパッケージバージョンを受け取ります。これにより、ターゲット環境の各システムは、新しいパッケージバージョンに更新できます。
				
	開発	テスト	実稼働
	 
								example_software-1.1-0.noarch.rpm
							

							 	 
								example_software-1.0-0.noarch.rpm
							

							 	 
								example_software-1.0-0.noarch.rpm
							

							 



				パッチ開発が完了したら、パッケージをテスト環境にプロモートし、品質保証エンジニアチームがパッチをレビューできるようにします。アプリケーションライフサイクルには、各環境に以下のパッケージバージョンが含まれます。
			
	開発	テスト	実稼働
	 
								example_software-1.1-0.noarch.rpm
							

							 	 
								example_software-1.1-0.noarch.rpm
							

							 	 
								example_software-1.0-0.noarch.rpm
							

							 



				品質保証エンジニアチームがパッチのレビューを行う間、開発チームは example_software 2.0 で作業を開始します。これにより、アプリケーションライフサイクルは以下のようになります。
			
	開発	テスト	実稼働
	 
								exampleware-2.0-0.noarch.rpm
							

							 	 
								exampleware-1.1-0.noarch.rpm
							

							 	 
								exampleware-1.0-0.noarch.rpm
							

							 



				品質保証エンジニアチームがパッチのレビューを完了します。これで example_software 1.1 をリリースする準備が整いました。1.1 を実稼働環境にプロモート します。
			
	開発	テスト	実稼働
	 
								example_software-2.0-0.noarch.rpm
							

							 	 
								example_software-1.1-0.noarch.rpm
							

							 	 
								example_software-1.1-0.noarch.rpm
							

							 



				開発チームが example_software 2.0 の作業を完了し、テスト環境にプロモートします。
			
	開発	テスト	実稼働
	 
								example_software-2.0-0.noarch.rpm
							

							 	 
								example_software-2.0-0.noarch.rpm
							

							 	 
								example_software-1.1-0.noarch.rpm
							

							 



				最後に品質保証エンジニアチームがこのパッケージのレビューを行います。レビューが完了したら、パッケージを 実稼働 環境にプロモートします。
			
	開発	テスト	実稼働
	 
								exampleware-2.0-0.noarch.rpm
							

							 	 
								exampleware-2.0-0.noarch.rpm
							

							 	 
								exampleware-2.0-0.noarch.rpm
							

							 



				詳細は、「コンテンツビューのプロモート」 を参照してください。
			

ライフサイクル環境パスの作成




				ソフトウェアを開発およびリリースするためのアプリケーションライフサイクルを作成するには、ライブラリー 環境を初期環境として使用して、環境パスを作成します。次に、オプションで環境パスに環境を追加します。
			
手順
	
						Satellite Web UI で、コンテンツ > ライフサイクル環境 に移動します。
					
	
						新規環境パス をクリックして、新しいアプリケーションライフサイクルを開始します。
					
	
						名前 フィールドに、環境の名前を入力します。
					
	
						説明 フィールドには、お使いの環境の説明を入力します。
					
	
						Save をクリックします。
					
	
						オプション: 環境パスに環境を追加するには、新しい環境の追加 をクリックし、名前 と 説明 フィールドを入力します。続いて、以前の環境 リストから以前の環境を選択します。
					


CLI 手順
	
						環境パスを作成するには、hammer lifecycle-environment create コマンドを入力し、--prior オプションでライブラリー環境を指定します。
					
# hammer lifecycle-environment create \
--name "Environment Path Name" \
--description "Environment Path Description" \
--prior "Library" \
--organization "My_Organization"

	
						オプション: 環境パスに環境を追加するには、hammer lifecycle-environment create コマンドを入力し、--prior オプションを使用して親環境を指定します。
					
# hammer lifecycle-environment create \
--name "Environment Name" \
--description "Environment Description" \
--prior "Prior Environment Name" \
--organization "My_Organization"

	
						ライフサイクル環境チェーンを表示するには、以下のコマンドを入力します。
					
# hammer lifecycle-environment paths --organization "My_Organization"




Satellite Server からのライフサイクル環境の削除




				以下の手順を使用して、ライフサイクル環境を削除します。
			
手順
	
						Satellite Web UI で、コンテンツ > ライフサイクル環境 に移動します。
					
	
						削除するライフサイクル環境の名前をクリックし、環境の削除をクリックします。
					
	
						削除 をクリックして環境を削除します。
					


CLI 手順
	
						組織のライフサイクル環境をリスト表示し、削除するライフサイクル環境の名前を書き留めます。
					
# hammer lifecycle-environment list \
--organization "My_Organization"

	
						hammer lifecycle-environment delete コマンドを使用して環境を削除します。
					
# hammer lifecycle-environment delete \
--name "My_Environment" \
--organization "My_Organization"




Capsule Server からのライフサイクル環境の削除




				ライフサイクル環境がホストシステムまたは環境に関連しなくなった場合に、Capsule Server からライフサイクル環境を削除できます。
			

				Capsule からライフサイクル環境を削除するには、Satellite Web UI と Hammer CLI の両方を使用できます。
			
手順
	
						Satellite Web UI で、インフラストラクチャー > Capsules に移動し、ライフサイクルを削除する Capsule を選択します。
					
	
						Edit をクリックしてから、Life Cycle Environments タブをクリックします。
					
	
						右のメニューから、Capsule から削除するライフサイクル環境を選択し、Submit をクリックします。
					
	
						Capsule のコンテンツを同期するには、Overview タブをクリックしてから Synchronize をクリックします。
					
	
						Optimized Sync または Complete Sync を選択します。
					


CLI 手順
	
						リストから Capsule Server を選択し、その ID を書き留めます。
					
# hammer capsule list

	
						Capsule Server の詳細を確認するには、以下のコマンドを入力します。
					
# hammer capsule info \
--id Capsule_ID

	
						Capsule Server に現在アタッチされているライフサイクル環境のリストを確認し、環境 ID を書き留めます。
					
# hammer capsule content lifecycle-environments \
--id Capsule_ID

	
						ライフサイクル環境を Capsule Server から削除します。
					
# hammer capsule content remove-lifecycle-environment \
--id Capsule_ID
--lifecycle-environment-id Lifecycle_Environment_ID

						Capsule Server から削除するライフサイクル環境ごとに、この手順を繰り返します。
					

	
						Satellite Server の環境から Capsule Server にコンテンツを同期します。
					
# hammer capsule content synchronize \
--id Capsule_ID




Capsule Server へのライフサイクル環境の追加




				Capsule Server でコンテンツ機能が有効な場合は、環境を追加して、Capsule が Satellite Server のコンテンツを同期し、コンテンツをホストシステムに提供できるようにする必要があります。
			

				ライブラリー ライフサイクル環境は、CDN がリポジトリーを更新するたびに自動的に Capsule が同期をトリガーするため、Capsule Server に割り当てないでください。自動で同期される場合、Capsule 上の複数のシステムリソースや Satellite と Capsule 間のネットワーク帯域幅、および Capsule 上の利用可能なディスク領域が消費される可能性があります。
			

				Satellite Server の Hammer CLI または Satellite Web UI を使用できます。
			
手順
	
						Satellite Web UI で、Infrastructure > Capsule に移動し、ライフサイクルを追加する Capsule を選択します。
					
	
						Edit をクリックしてから、Life Cycle Environments タブをクリックします。
					
	
						左側のメニューから、Capsule に追加するライフサイクル環境を選択し、Submit をクリックします。
					
	
						Capsule のコンテンツを同期するには、Overview タブをクリックして Synchronize をクリックします。
					
	
						Optimized Sync または Complete Sync を選択します。
					

						同期の各タイプの定義については、Recovering a Repository を参照してください。
					



CLI 手順
	
						Satellite Server で、Capsule Server の全リストを表示するには、以下のコマンドを入力します。
					
# hammer capsule list

						ライフサイクルを追加する Capsule の Capsule ID をメモします。
					

	
						ID を使用して、Capsule の詳細を確認します。
					
# hammer capsule info --id capsule_id

	
						Capsule Server で利用可能なライフサイクル環境を表示するには、以下のコマンドを入力して、ID と組織名を書き留めます。
					
# hammer capsule content available-lifecycle-environments --id capsule_id

	
						ライフサイクル環境を Capsule Server に追加します。
					
# hammer capsule content add-lifecycle-environment \
--id capsule_id --organization "My_Organization" \
--lifecycle-environment-id lifecycle-environment_id

						Capsule Server に追加するライフサイクル環境ごとに繰り返します。
					

	
						Satellite から Capsule にコンテンツを同期します。
					
	
								Satellite Server 環境のすべてのコンテンツを Capsule Server に同期するには、以下のコマンドを入力します。
							
# hammer capsule content synchronize --id capsule_id

	
								Satellite Server から Capsule Server に特定のライフサイクル環境を同期するには、以下のコマンドを入力します。
							
# hammer capsule content synchronize --id external_capsule_id \
--lifecycle-environment-id lifecycle-environment_id








第8章 コンテンツビューの管理




			Red Hat Satellite はコンテンツビューを使用して、意図的にキュレートしたコンテンツのサブセットにホストがアクセスできるようにします。これを実行するには、使用するリポジトリーを定義し、特定のフィルターをコンテンツに適用します。これらのフィルターには、パッケージフィルター、パッケージグループフィルター、エラータフィルター、モジュールストリームフィルター、およびコンテナーイメージタグフィルターが含まれます。コンテンツビューを使用して、特定の環境が使用するソフトウェアのバージョンを定義できます。たとえば、実稼働 環境では古いバージョンのパッケージを含むコンテンツビューを使用し、開発環境 では新しいバージョンのパッケージを含むコンテンツビューを使用する場合があります。
		

			また、デフォルトの組織ビュー は、Satellite に同期されているすべてのコンテンツのアプリケーション制御のコンテンツビューです。このタイプは、コンテンツビューやライフサイクル環境を操作せずに、ホストを Satellite に登録し、サブスクリプションを使用してコンテンツにアクセスする場合に役立ちます。
		

			コンテンツビューは、各環境にリポジトリーセットを作成し、Satellite Server が保存し、管理します。アプリケーションライフサイクルの次の環境にコンテンツビューをプロモートすると、対象の Satellite Server のリポジトリーがパッケージを更新し、公開します。
		
	 	開発	テスト	実稼働
	 
							コンテンツビューのバージョンとコンテンツ
						

						 	 
							Version 2 – example_software-1.1-0.noarch.rpm
						

						 	 
							Version 1 – example_software-1.0-0.noarch.rpm
						

						 	 
							Version 1 – example_software-1.0-0.noarch.rpm
						

						 



			テストと実稼働のリポジトリーには example_software-1.0-0.noarch.rpm パッケージが含まれています。コンテンツビューのバージョン 2 を開発環境からテストにプロモートすると、テスト用のリポジトリーを再生成し、example_software-1.1-0.noarch.rpm パッケージが含まれるようになります。
		
	 	開発	テスト	実稼働
	 
							コンテンツビューのバージョンとコンテンツ
						

						 	 
							Version 2 – example_software-1.1-0.noarch.rpm
						

						 	 
							Version 2 – example_software-1.1-0.noarch.rpm
						

						 	 
							Version 1 – example_software-1.0-0.noarch.rpm
						

						 



			これにより、システムが特定の環境に指定され、その環境が新しいバージョンのコンテンツビューを使用すると更新を受け取ることができます。
		

			スナップショットのフィルタリングおよび作成を行うためのコンテンツビューを作成するための一般的なワークフローは以下のとおりです。
		
	
					コンテンツビューを作成します。
				
	
					コンテンツビューに必要なリポジトリーを 1 つ以上追加します。
				
	
					オプション: 1 つ以上のフィルターを作成して、コンテンツビューのコンテンツを絞り込みます。詳細は、「コンテンツフィルターの例」 を参照してください。
				
	
					オプション: コンテンツビューのパッケージの依存関係を解決します。詳細は、「パッケージの依存関係の解決」 を参照してください。
				
	
					コンテンツビューを公開します。
				
	
					オプション: コンテンツビューを別の環境にプロモートします。詳細は、「コンテンツビューのプロモート」 を参照してください。
				
	
					コンテンツホストをコンテンツビューにアタッチします。
				



			リポジトリーがコンテンツビューに関連付けられていない場合、/etc/yum.repos.d/redhat.repo ファイルは空となり、登録済みのシステムで更新を受け取ることができません。
		

			ホストを関連付けるコンテンツビューは 1 つだけです。複数のコンテンツビューにホストを関連付けるには、複合コンテンツビューを作成します。詳細は、「複合コンテンツビューの作成」 を参照してください。
		
コンテンツビューの作成




				以下の手順を使用してシンプルなコンテンツビューを作成します。Satellite Web UI の代わりに CLI を使用する場合は、CLI 手順 を参照してください。
			
前提条件

					コンテンツビューごとに、コンテンツビューでパッケージの依存関係を解決するかどうかを指定できますが、デフォルトの Satellite 設定を変更して、すべてのコンテンツビューでパッケージの解決を有効化または無効化できます。詳細は、「パッケージの依存関係の解決」 を参照してください。
				
手順
	
						Satellite Web UI で Content > Content Views に移動して、Create content view をクリックします。
					
	
						名前 フィールドに、ビューの名前を入力します。Satellite では、入力した名前から ラベル フィールドに自動的に入力されます。
					
	
						説明 フィールドに、ビューの説明を入力します。
					
	
						Type フィールドで、Content view または Composite content view ビューを選択します。
					
	
						オプション: このコンテンツビューを公開するたびに依存関係を自動的に解決する場合は、Solve Dependencies チェックボックスを選択します。依存関係の解決により公開時間が遅くなり、使用するコンテンツビューフィルターが無視される可能性があります。また、エラータの依存関係を解決する際に、エラーが発生する可能性があります。
					
	
						オプション: このコンテンツビューをアップストリームサーバーからのインポート用に指定する場合は、Import only のチェックボックスを選択します。インポート専用のコンテンツビューを直接公開することはできません。
					
	
						Create content view をクリックします。
					


コンテンツビューの手順
	
						Create content view をクリックして、コンテンツビューを作成します。
					
	
						Repositories タブで、Type リストからコンテンツビューに追加するリポジトリーを選択し、追加する利用可能なリポジトリーの横にあるチェックボックスを選択して、Add repositories をクリックします。
					
	
						Publish new version をクリックし、Description フィールドに、変更をログに記録するバージョンに関する情報を入力します。
					
	
						オプション: プロモーションパスを有効にするには、Promote をクリックします。利用可能なプロモーションパスからライフサイクル環境を選択して、新しいバージョンをプロモートすることができます。
					
	
						Next をクリックします。
					
	
						Review ページで、公開しようとしている環境を確認できます。
					
	
						Finish をクリックします。
					
注記

							Remove および Delete は似ていますが、Delete オプションはコンテンツビュー全体とそのライフサイクル環境に関連付けられたバージョンを削除します。Remove オプションを使用すると、ライフサイクル環境から削除するバージョンを選択できます。
						





				コンテンツビューウィンドウで、コンテンツビューを表示できます。コンテンツビューに関する詳細情報を表示するには、コンテンツビュー名をクリックします。コンテンツビューにホストを登録するには、Managing Hosts の Registering Hosts を参照してください。
			
CLI 手順
	
						リポジトリー ID のリストを取得します。
					
# hammer repository list --organization "My_Organization"

	
						コンテンツビューを作成し、リポジトリーを追加します。
					
# hammer content-view create \
--description "My_Content_View" \
--name "My_Content_View" \
--organization "My_Organization" \
--repository-ids 1,2

						--repository-ids オプションを使用すると、hammer repository list コマンドの出力で ID を確認できます。
					

	
						ビューを公開します。
					
# hammer content-view publish \
--description "My_Content_View" \
--name "My_Content_View" \
--organization "My_Organization"

	
						オプション: 既存のコンテンツビューにリポジトリーを追加するには、以下のコマンドを入力します。
					
# hammer content-view add-repository \
--name "My_Content_View" \
--organization "My_Organization" \
--repository-id repository_ID




				Satellite Server は、新しいバージョンのビューを作成し、ライブラリー環境に公開します。
			

モジュールストリームの表示




				Satellite では、コンテンツビューにリポジトリーのモジュールストリームを表示できます。
			
手順
	
						Satellite Web UI で、公開されたバージョンの Content View > Module Streams に移動して、コンテンツタイプで利用可能なモジュールストリームを表示します。
					
	
						Search フィールドを使用して、特定のモジュールを検索します。
					
	
						モジュールに関する情報を表示するには、モジュールとそれに対応するタブをクリックして、Details、Repositories、Profiles、および Artifacts を含めます。
					



コンテンツビューのプロモート




				以下の手順を使用して、異なるライフサイクル環境全体でコンテンツビューをプロモートします。Satellite Web UI の代わりに CLI を使用する場合は、CLI 手順 を参照してください。
			
コンテンツビュープロモーションのパーミッション要件

					管理者以外のユーザーには、環境にプロモートするパーミッションが 2 つ必要です。
				
	
						promote_or_remove_content_views
					
	
						promote_or_remove_content_views_to_environment
					



				promote_or_remove_content_views パーミッションで、ユーザーがプロモートできるコンテンツビューを制限します。
			

				promote_or_remove_content_views_to_environment パーミッションで、コンテンツビューをプロモートできる環境を制限します。
			

				このパーミッションを使用すると、特定の環境に、特定のコンテンツビューをプロモートするが、他の環境にはプロモートできないように、ユーザーパーミッションを割り当てることができます。たとえば、テスト環境へのプロモートを許可し、実稼働環境にはできないようにユーザーを制限できます。
			

				コンテンツビューをプロモートできるようにするには、ユーザーに両方のパーミッションを割り当てる必要があります。
			
手順
	
						Satellite Web UI で、コンテンツ > コンテンツビュー に移動して、プロモートするコンテンツビューを選択します。
					
	
						プロモートするバージョンを選択し、縦の省略記号アイコンをクリックして プロモート をクリックします。
					
	
						コンテンツビューをプロモートする環境を選択し、プロモート をクリックします。
					



				これで、コンテンツビューのリポジトリーが全環境に表示されます。
			
CLI 手順
	
						コンテンツビューのプロモートには、毎回 hammer content-view version promote を使用します。
					
# hammer content-view version promote \
--content-view "Database" \
--version 1 \
--to-lifecycle-environment "Development" \
--organization "My_Organization"
# hammer content-view version promote \
--content-view "Database" \
--version 1 \
--to-lifecycle-environment "Testing" \
--organization "My_Organization"
# hammer content-view version promote \
--content-view "Database" \
--version 1 \
--to-lifecycle-environment "Production" \
--organization "My_Organization"

						これで、データベースのコンテンツがすべての環境で利用可能になります。
					




				コンテンツビューにホストを登録するにはManaging Hosts ガイドの Registering Hosts を参照してください。
			

組織内の全ライフサイクル環境へのコンテンツビューのプロモート




				以下の手順を使用して、組織内の全ライフサイクル環境にコンテンツビューをプロモートします。
			
手順
	
						組織内の全ライフサイクル環境に、ライブラリーから選択したコンテンツビューバージョンをプロモートするには、以下の Bash スクリプトを実行します。
					
ORG="My_Organization"
CVV_ID=3

for i in $(hammer --no-headers --csv lifecycle-environment list --organization $ORG | awk -F, {'print $1'} | sort -n)
do
   hammer content-view version promote --organization $ORG --to-lifecycle-environment-id $i --id $CVV_ID
done

	
						コンテンツビューのバージョンに関する情報を表示して、必要なライフサイクル環境にプロモートされていることを確認します。
					
# hammer content-view version info --id 3




複合コンテンツビューの概要




				複合コンテンツビューは、複数のコンテンツビューのコンテンツを組み合わせます。たとえば、オペレーティングシステムとアプリケーションを管理するコンテンツビューが別々の場合があります。複合コンテンツビューを使用して、両方のコンテンツビューのコンテンツを新規リポジトリーに統合できます。元のコンテンツビューのリポジトリーはそのまま存在しますが、組み合わせたコンテンツには新規リポジトリーも存在します。
			

				さまざまなデータベースサーバーをサポートするアプリケーションを開発する場合には、example_application は以下のように表示されます。
			
	example_software
	 
								アプリケーション
							

							 
	 
								データベース
							

							 
	 
								オペレーティングシステム
							

							 



				4 つの別々のコンテンツビューの例:
			
	
						Red Hat Enterprise Linux (オペレーティングシステム)
					
	
						PostgreSQL (データベース)
					
	
						MariaDB (データベース)
					
	
						example_software (アプリケーション)
					



				以前のコンテンツビューから、2 つの複合コンテンツビューを作成できます。
			

				PostgreSQL データベースの複合コンテンツビューの例:
			
	複合コンテンツビュー 1:-: PostgreSQL の example_software
	 
								example_software (アプリケーション)
							

							 
	 
								PostgreSQL (データベース)
							

							 
	 
								Red Hat Enterprise Linux (オペレーティングシステム)
							

							 



				MariaDB の複合コンテンツビューの例:
			
	複合コンテンツビュー 2:-: MariaDB の example_software
	 
								example_software (アプリケーション)
							

							 
	 
								MariaDB (データベース)
							

							 
	 
								Red Hat Enterprise Linux (オペレーティングシステム)
							

							 



				その後、各コンテンツビューは個別に管理および公開されます。アプリケーションのバージョンを作成すると、複合コンテンツビューの新規バージョンを公開します。複合コンテンツビューの作成時に 自動公開 オプションを選択することもできます。また、複合コンテンツビューに含まれるコンテンツビューが再公開されると、複合コンテンツビューは自動的に再公開されます。
			
リポジトリーの制限事項

					Docker リポジトリーを複合コンテンツビューに複数回含めることはできません。たとえば、同じ Docker リポジトリーを使用した 2 つのコンテンツビューを複合コンテンツビューに追加しようとすると、Satellite Server はエラーを報告します。
				

複合コンテンツビューの作成




				以下の手順を使用して複合コンテンツビューを作成します。Satellite Web UI の代わりに CLI を使用する場合は、CLI 手順 を参照してください。
			
手順
	
						Satellite Web UI で Content > Content Views に移動して、Create content view をクリックします。
					
	
						Create content view ウィンドウで、Name フィールドにビューの名前を入力します。Red Hat Satellite では、入力した名前から ラベル フィールドに自動的に入力されます。
					
	
						オプション: Description フィールドに、ビューの説明を入力します。
					
	
						Type タブで、Composite content view を選択します。
					
	
						オプション: コンテンツビューが再公開されると、複合コンテンツビューの新規バージョンを自動的に公開するには、Auto publish チェックボックスを選択します。
					
	
						Create content view をクリックします。
					
	
						コンテンツビュー タブで、複合コンテンツビューに追加するコンテンツビューを選択し、コンテンツビューの追加 をクリックします。
					
	
						Add content views ウィンドウで、各コンテンツビューのバージョンを選択します。
					
	
						オプション: コンテンツビューを最新バージョンに更新する場合は、Always update to latest version のチェックボックスを選択します。
					
	
						Add をクリックしてから、Publish new version をクリックします。
					
	
						オプション: 説明 フィールドに、コンテンツビューの説明を入力します。
					
	
						Publish ウィンドウで Promote スイッチを設定し、ライフサイクル環境を選択します。
					
	
						Next をクリックし、Finish をクリックします。
					


CLI 手順
	
						複合コンテンツビューを作成する前に、既存のコンテンツビューのバージョン ID をリスト表示します。
					
# hammer content-view version list \
--organization "My_Organization"

	
						新しい複合コンテンツビューを作成します。--auto-publish オプションを yes に設定すると、そのコンテンツビューを含むコンテンツビューが再公開されると、複合コンテンツビューは自動的に再公開されます。
					
# hammer content-view create \
--composite \
--auto-publish yes \
--name "Example_Composite_Content_View" \
--description "Example Composite Content View" \
--organization "My_Organization"

	
						複合コンテンツビューにコンテンツビューを追加します。コマンド内のコンテンツビュー、コンテンツビューのバージョン、および組織は、ID または名前で識別できます。複数のコンテンツビューを複合コンテンツビューに追加するには、含む必要のあるコンテンツビューごとにこの手順を繰り返します。
					
	
								コンテンツビューで Always update to latest version オプションが有効になっている場合は、以下を実行します。
							
# hammer content-view component add \
--component-content-view-id Content_View_ID \
--composite-content-view "Example_Composite_Content_View" \
--latest \
--organization "My_Organization"

	
								コンテンツビューの Always update to latest version オプションが無効になっている場合は、以下を実行します。
							
# hammer content-view component add \
--component-content-view-id Content_View_ID \
--composite-content-view "Example_Composite_Content_View" \
--component-content-view-version-id Content_View_Version_ID \
--organization "My_Organization"




	
						複合コンテンツビューを公開します。
					
# hammer content-view publish \
--name "Example_Composite_Content_View" \
--description "Initial version of Composite Content View" \
--organization "My_Organization"

	
						すべての環境で複合コンテンツビューをプロモートします。
					
# hammer content-view version promote \
--content-view "Example_Composite_Content_View" \
--version 1 \
--to-lifecycle-environment "Development" \
--organization "My_Organization"
# hammer content-view version promote \
--content-view "Example_Composite_Content_View" \
--version 1 \
--to-lifecycle-environment "Testing" \
--organization "My_Organization"
# hammer content-view version promote \
--content-view "Example_Composite_Content_View" \
--version 1 \
--to-lifecycle-environment "Production" \
--organization "My_Organization"




コンテンツフィルターの概要




				コンテンツビューはフィルターを使用して、特定の RPM コンテンツを追加または制限します。フィルターを使用しないと、選択したリポジトリーからのすべてのコンテンツが含まれます。
			

				コンテンツフィルターには、以下の 2 つのタイプがあります。
			
表8.1 フィルタータイプ
	フィルタータイプ	説明
	 
								包含
							

							 	 
								コンテンツなしの状態から開始し、選択したリポジトリーから追加するコンテンツを選択します。このフィルターを使用して、複数のコンテンツアイテムを組み合わせます。
							

							 
	 
								Exclude
							

							 	 
								選択したリポジトリーからすべてのコンテンツを使用し、削除するコンテンツを選択します。このフィルターは、特定のコンテンツリポジトリーのほとんどを使用し、ブラックリスト化されたパッケージなど、特定のパッケージを除外する場合に使用します。このフィルターは、選択したコンテンツ以外のリポジトリー内のコンテンツをすべて使用します。
							

							 



包含と除外のフィルターの組み合わせ

					Include と Exclude フィルターの組み合わせを使用してコンテンツビューを公開すると、最初に include フィルターがトリガーされ、次に除外フィルターがトリガーされます。この場合には、追加するコンテンツを選択してから、包含のサブセットから除外するコンテンツを選択します。
				
コンテンツタイプ

					また、フィルターするコンテンツには 5 つのタイプがあります。
				
表8.2 コンテンツタイプ
	コンテンツタイプ	説明
	 
								RPM
							

							 	 
								名前とバージョン番号に基づいてパッケージをフィルタリングします。RPM オプションは、モジュール以外の RPM パッケージとエラータをフィルタリングします。
							

							 
	 
								パッケージグループ
							

							 	 
								パッケージグループに基づいてパッケージをフィルタリングします。パッケージグループのリストは、コンテンツビューに追加されたリポジトリー別になっています。
							

							 
	 
								エラータ (ID 別)
							

							 	 
								フィルターに追加する特定のエラータを選択します。エラータリストは、コンテンツビューに追加されたリポジトリー別になっています。
							

							 
	 
								エラータ (日付およびタイプ別)
							

							 	 
								フィルターに追加する発行済みまたは更新された日付範囲およびエラータタイプ (バグ修正、機能拡張、またはセキュリティー) を選択します。
							

							 
	 
								モジュールストリーム
							

							 	 
								特定のモジュールストリームを含めるか除外するかを選択します。モジュールストリーム オプションは、モジュール RPM とエラータをフィルタリングしますが、選択したモジュールストリームに関連付けられるモジュール以外のコンテンツをフィルターしません。
							

							 
	 
								コンテナーイメージタグ
							

							 	 
								特定のコンテナーイメージタグを含めるか除外するかを選択します。
							

							 




パッケージの依存関係の解決




				Satellite は、コンテンツビューを公開するときに、コンテンツビュー内のパッケージの依存関係を依存リポジトリーに追加できます。これを設定するには、依存関係の解決 を有効にします。
			

				依存関係の解決は、たとえば、1 つのパッケージをコンテンツビューのバージョンに増分的に追加する場合に役立ちます。そのようなパッケージをインストールするには、依存関係の解決を有効にする必要がある場合があります。
			

				ただし、依存関係の解決はほとんどの状況では不要です。以下に例を示します。
			
	
						コンテンツビューにセキュリティーエラータを増分的に追加する場合、依存関係の解決によってコンテンツビューの公開に大幅な遅延が発生する可能性があり、大きなメリットがありません。
					
	
						新しいエラータのパッケージに、古いコンテンツビューバージョンのパッケージと互換性のない依存関係が含まれている可能性があります。依存関係の解決を使用してエラータを増分的に追加すると、不要なパッケージが含まれる可能性があります。代わりに、コンテンツビューを更新することを検討してください。
					


注記

					依存関係の解決では、コンテンツビューのリポジトリー内のパッケージのみが考慮されます。クライアントにインストールされているパッケージは考慮されません。
				

					詳細は、コンテンツの管理 の リポジトリー依存関係の解決の制限 を参照してください。
				


				依存関係を解決すると、次の問題が発生する可能性があります。
			
	コンテンツビューの公開が大幅に遅延する
	
							Satellite は、コンテンツビュー内のすべてのリポジトリーの依存関係を調べます。したがって、リポジトリーが増えると公開時間も長くなります。
						

							この問題を軽減するには、リポジトリーを減らして複数のコンテンツビューを使用し、それらを複合コンテンツビューに結合します。
						

	依存パッケージのコンテンツビューフィルターが無視される
	
							Satellite は、フィルター内のルールよりもパッケージの依存関係の解決を優先します。
						

							たとえば、セキュリティー目的でフィルターを作成しても、依存関係の解決を有効にすると、Satellite は安全でないと思われるパッケージを追加する可能性があります。
						

							この問題を軽減するには、フィルタリングルールを慎重にテストして、必要な依存関係を確認します。依存関係の解決に不要なパッケージが含まれている場合は、追加パッケージやエラータが必要とするコアの基本依存関係を手動で特定します。
						




コンテンツビューの依存関係の解決を有効にする




				コンテンツビューの依存関係の解決を有効にするには、以下の手順を使用します。
			
前提条件
	
						依存関係の解決は、限られた状況でのみ役立ちます。有効にする前に、必ず 「パッケージの依存関係の解決」 を読んで理解してください。
					


手順
	
						Satellite Web UI で Content > Content Views に移動します。
					
	
						コンテンツビューのリストから、必要なコンテンツビューを選択します。
					
	
						Details タブで、Solve dependencies を切り替えます。
					



コンテンツフィルターの例




				以下の手順に従って、カスタムコンテンツフィルターを構築します。
			
注記

					フィルターを使用すると、コンテンツビューの公開に要する時間が大幅に長くなる可能性があります。たとえば、フィルターを使用しなければコンテンツビューの公開タスクが数分で完了する場合、エラータ除外または包含フィルターを追加した後は 30 分かかる可能性があります。
				

例 1

					ベースの Red Hat Enterprise Linux パッケージでリポジトリーを作成します。このフィルターでは、Red Hat Enterprise Linux リポジトリーをコンテンツビューに追加する必要があります。
				

				フィルター:
			
	
						包含タイプ: 組み込み
					
	
						コンテンツタイプ: パッケージグループ
					
	
						フィルター: Base パッケージグループのみを選択します。
					


例 2

					セキュリティー更新を除く、特定の日付以降のすべてのエラータを除外するリポジトリーを作成します。これは、重要なセキュリティー更新 (すぐに適用する必要がある) を除き、システムの更新を定期的に実行する場合に便利です。このフィルターでは、Red Hat Enterprise Linux リポジトリーをコンテンツビューに追加する必要があります。
				

				フィルター:
			
	
						包含タイプ: 除外
					
	
						コンテンツタイプ: エラータ - 日付およびタイプ別
					
	
						フィルター: バグ修正と機能拡張のエラータタイプのみを選択し、セキュリティーの選択は解除します。日付タイプを更新日に設定します。エラータを制限する日付を開始日に設定します。終了日 は空白にして、セキュリティー以外の新たなエラータがフィルターされるようにします。
					


例 3

					例 1 と例 2 の組み合わせにより、オペレーティングシステムパッケージのみが必要で、最新のバグ修正および機能拡張のエラータを除外します。これには、同じコンテンツビューにアタッチされた 2 つのフィルターが必要です。コンテンツビューは、包含フィルターを最初に適用してから、除外フィルターを処理します。
				

				フィルター 1:
			
	
						包含タイプ: 組み込み
					
	
						コンテンツタイプ: パッケージグループ
					
	
						フィルター: Base パッケージグループのみを選択します。
					



				フィルター 2:
			
	
						包含タイプ: 除外
					
	
						コンテンツタイプ: エラータ - 日付およびタイプ別
					
	
						フィルター: バグ修正と機能拡張のエラータタイプのみを選択し、セキュリティーの選択は解除します。日付タイプを更新日に設定します。エラータを制限する日付を開始日に設定します。終了日 は空白にして、セキュリティー以外の新たなエラータがフィルターされるようにします。
					


例 4

					コンテンツビューで、特定のモジュールストリームをフィルタリングします。
				

				フィルター 1:
			
	
						包含タイプ: 組み込み
					
	
						コンテンツタイプ: モジュールストリーム
					
	
						フィルター: コンテンツビューに必要な特定のモジュールストリーム (例: ant) のみを選択し、モジュールストリームの追加 をクリックします。
					



				フィルター 2:
			
	
						包含タイプ: 除外
					
	
						コンテンツタイプ: パッケージ
					
	
						フィルター: コンテンツビューから除外するモジュール以外のパッケージをフィルタリングするルールを追加します。パッケージをフィルタリングしない場合、コンテンツビューフィルターには、モジュールストリーム ant に関連付けられるすべてのモジュール以外のパッケージが含まれます。すべての * パッケージを除外するルールを追加するか、除外するパッケージ名を指定します。
					



				コンテンツフィルターの機能例については、How do content filters work in Satellite 6 を参照してください。
			

Yum コンテンツのコンテンツフィルターの作成




				Yum コンテンツを含むコンテンツビューをフィルタリングして、特定のパッケージ、パッケージグループ、エラータ、またはモジュールストリームを含めたり除外したりできます。フィルターは、名前、バージョン、および アーキテクチャー の組み合わせに基づいています。
			

				Satellite Web UI の代わりに CLI を使用する場合は、CLI 手順 を参照してください。
			

				フィルターをビルドする方法の例については、「コンテンツフィルターの例」 を参照してください。
			
手順
	
						Satellite Web UI で、コンテンツ > コンテンツビュー に移動して、コンテンツビューを選択します。
					
	
						Filters タブで、Create filter をクリックします。
					
	
						名前を入力します。
					
	
						Content type リストから、コンテンツタイプを選択します。
					
	
						Inclusion Type リストから、Include filter または Exclude filter のいずれかを選択します。
					
	
						オプション: 説明 フィールドに、フィルターの説明を入力します。
					
	
						Create filter をクリックして、コンテンツフィルターを作成します。
					
	
						コンテンツタイプ に入力した内容に応じて、必要なフィルターを作成するルールを追加します。
					
	
						フィルターを リポジトリーのサブセットに適用する か、すべてのリポジトリーに適用する 場合は選択します。
					
	
						新規バージョンの公開 をクリックして、フィルタリングされたリポジトリーを公開します。
					
	
						オプション: Description フィールドには、変更の説明を入力します。
					
	
						Create filter をクリックして、新しいバージョンのコンテンツビューを公開します。
					

						このコンテンツビューを全環境にプロモートできます。
					



CLI 手順
	
						フィルターをコンテンツビューに追加します。--inclusion false オプションを使用して、フィルターを除外フィルターに設定します。
					
# hammer content-view filter create \
--name "Errata Filter" \
--type erratum --content-view "Example_Content_View" \
--description "My latest filter" \
--inclusion false \
--organization "My_Organization"

	
						フィルターにルールを追加します。
					
# hammer content-view filter rule create \
--content-view "Example_Content_View" \
--content-view-filter "Errata Filter" \
--start-date "YYYY-MM-DD" \
--types enhancement,bugfix \
--date-type updated \
--organization "My_Organization"

	
						コンテンツビューを公開します。
					
# hammer content-view publish \
--name "Example_Content_View" \
--description "Adding errata filter" \
--organization "My_Organization"

	
						ビューを各環境にプロモートします。
					
# hammer content-view version promote \
--content-view "Example_Content_View" \
--version 1 \
--to-lifecycle-environment "Development" \
--organization "My_Organization"
# hammer content-view version promote \
--content-view "Example_Content_View" \
--version 1 \
--to-lifecycle-environment "Testing" \
--organization "My_Organization"
# hammer content-view version promote \
--content-view "Example_Content_View" \
--version 1 \
--to-lifecycle-environment "Production" \
--organization "My_Organization"




コンテンツビューバージョンの削除




				以下の手順を使用して、コンテンツビューバージョンを削除します。
			
手順
	
						Satellite Web UI で コンテンツ > コンテンツビュー に移動します。
					
	
						コンテンツビューを選択します。
					
	
						バージョン タブで 削除するバージョンを選択して、バージョンの行の右にある縦リーダーをクリックします。
					
	
						削除 をクリックして、削除のウィザードが開き、影響を受ける環境が表示されます。
					
	
						オプション: 影響を受ける環境がある場合は、削除する前にホストまたはアクティベーションキーを再割り当てします。
					
	
						Next をクリックし、アクションの詳細を確認します。
					
	
						Delete をクリックします。
					




第9章 Satellite Server 間でのコンテンツの同期




			複数の Satellite Server を使用した Satellite セットアップでは、Inter-Satellite Synchronization (ISS) を使用して、1 つのアップストリームサーバーから 1 つ以上のダウンストリームサーバーにコンテンツを同期できます。
		

			インフラストラクチャーのデプロイ方法に応じて、Satellite には 2 つの可能な ISS 設定があります。ユースケースシナリオに応じて、ISS 用の Satellite を設定します。詳細は、オフラインネットワーク環境での Satellite Server のインストール の Inter-Satellite Synchronization の設定方法 を参照してください。pulp エクスポートパスを変更するには、Red Hat カスタマーポータルのナレッジベース記事 Hammer content export fails with "Path '/the/path' is not an allowed export path" を参照してください。
		
エクスポートとインポートを使用してコンテンツを同期する方法




				エクスポートとインポートのワークフローを使用してコンテンツを同期するには、複数の方法があります。
			
	
						アップストリームの Satellite Server をコンテンツストアとして使用します。つまり、コンテンツビューのバージョンではなく、ライブラリー全体を同期します。このアプローチは、最も単純なエクスポート/インポートワークフローを提供します。この場合、ダウンストリームのバージョンを管理できます。詳細は、「アップストリームの Satellite Server のコンテンツストアとしての使用」 を参照してください。
					
	
						アップストリームの Satellite Server を使用して、コンテンツビューのバージョンを同期します。このアプローチにより、Satellite Server 間で同期されるコンテンツをより詳細に制御できます。詳細は、「アップストリーム Satellite Server を使用したコンテンツビューバージョンの同期」 を参照してください。
					
	
						単一のリポジトリーを同期します。これは、コンテンツビューの同期アプローチを使用しているが、追加のリポジトリーを既存のコンテンツビューに追加せずに同期したい場合に便利です。詳細は、「単一のリポジトリーの同期」 を参照してください。
					


アップストリームの Satellite Server のコンテンツストアとしての使用




					このシナリオでは、コンテンツを管理するのではなく、アップストリームの Satellite Server を更新用のコンテンツストアとして使用します。ダウンストリームの Satellite Server を使用して、分離されたネットワークの背後にあるすべてのインフラストラクチャーのコンテンツを管理します。アップストリームの Satellite Server からライブラリーのコンテンツをエクスポートし、ダウンストリームの Satellite Server にインポートします。
				
アップストリームの Satellite Server の場合
	
							次のいずれかの方法で、リポジトリーが Immediate ダウンロードポリシーを使用していることを確認します。
						
	
									On Demand を使用する既存のリポジトリーの場合は、リポジトリーの詳細ページでダウンロードポリシーを Immediate に変更します。
								
	
									新しいリポジトリーの場合、Red Hat リポジトリーを有効にする前に、Default Red Hat Repository download policy 設定が Immediate に設定されていること、およびカスタムリポジトリーのDefault download policy が Immediate に設定されていることを確認します。
								



							詳細は、「ダウンロードポリシーの概要」 を参照してください。
						

	
							同期するコンテンツを有効にします。詳細は、「Red Hat リポジトリーの有効化」 を参照してください。
						

							カスタムコンテンツを同期する場合は、まず カスタム製品を作成 し、製品リポジトリーを同期 します。
						

	
							有効なコンテンツを同期します。
						
	
									最初のエクスポートでは、complete ライブラリーのエクスポートを実行して、同期したすべてのコンテンツがエクスポートされるようにします。これにより、1 つ以上のダウンストリーム Satellite Server に後でインポートできるコンテンツアーカイブが生成されます。完全なライブラリーのエクスポートの実行に関する詳細は、「ライブラリー環境のエクスポート」 を参照してください。
								
	
									アップストリームの Satellite Server の今後のすべての更新を増分的にエクスポートします。これにより、最近の一連の更新のみを含む、より無駄のないコンテンツアーカイブが生成されます。たとえば、新規リポジトリーを有効にして同期すると、次のエクスポートされたコンテンツアーカイブには、新たに有効なリポジトリーからのみコンテンツが含まれます。増分ライブラリーのエクスポートの実行に関する詳細は、「ライブラリー環境を段階的にエクスポート」 を参照してください。
								





ダウンストリームの Satellite Server の場合
	
							アップストリームの Satellite Server からエクスポートされたコンテンツをハードディスクに移動します。
						
	
							/var/lib/pulp/imports の下のディレクトリー内に配置します。
						
	
							「ライブラリー環境へのインポート」 に説明されている手順に従って、コンテンツを組織にインポートします。
						

							その後、必要に応じてコンテンツビューまたはライフサイクル環境を使用してコンテンツを管理できます。
						




アップストリーム Satellite Server を使用したコンテンツビューバージョンの同期




					このシナリオでは、アップストリームの Satellite Server をコンテンツストアとして使用するだけでなく、分離されたネットワークの背後にあるすべてのインフラストラクチャーのコンテンツを同期するためにも使用します。CDN から送られる更新は、コンテンツビューとライフサイクル環境にキュレートされます。指定されたライフサイクル環境にコンテンツをプロモートしたら、アップストリームの Satellite Server からコンテンツをエクスポートし、ダウンストリームの Satellite Server にインポートできます。
				
アップストリームの Satellite Server の場合
	
							次のいずれかの方法で、リポジトリーが Immediate ダウンロードポリシーを使用していることを確認します。
						
	
									On Demand を使用する既存のリポジトリーの場合は、リポジトリーの詳細ページでダウンロードポリシーを Immediate に変更します。
								
	
									新しいリポジトリーの場合、Red Hat リポジトリーを有効にする前に、Default Red Hat Repository download policy 設定が Immediate に設定されていること、およびカスタムリポジトリーのDefault download policy が Immediate に設定されていることを確認します。
								



							詳細は、「ダウンロードポリシーの概要」 を参照してください。
						

	
							同期するコンテンツを有効にします。詳細は、「Red Hat リポジトリーの有効化」 を参照してください。
						

							カスタムコンテンツを同期する場合は、まず カスタム製品を作成 し、製品リポジトリーを同期 します。
						

	
							有効なコンテンツを同期します。
						
	
									最初のエクスポートでは、エクスポートするコンテンツビューのバージョンで complete バージョンエクスポートを実行します。詳細は、「コンテンツビューバージョンのエクスポート」 を参照してください。これにより、1 つ以上のダウンストリーム Satellite Server にインポートできるコンテンツアーカイブが生成されます。
								
	
									接続された Satellite Server のすべての今後の更新を増分的にエクスポートします。これにより、最新の更新セットからのみ変更が含まれるよりスリムなコンテンツアーカイブが生成されます。たとえば、コンテンツビューに新しいリポジトリーがある場合、このエクスポートしたコンテンツアーカイブには最新の変更のみが含まれます。詳細は、「コンテンツビューバージョンを段階的にエクスポート」 を参照してください。
								
	
									新しいコンテンツがある場合は、増分をエクスポートする前に、このコンテンツを含むコンテンツビューを再公開します。詳細は、8章コンテンツビューの管理 を参照してください。これにより、エクスポートする適切なコンテンツを持つコンテンツビューのバージョンが新たに作成されます。
								





ダウンストリームの Satellite Server の場合
	
							アップストリームの Satellite Server からエクスポートされたコンテンツをハードディスクに移動します。
						
	
							/var/lib/pulp/imports の下のディレクトリー内に配置します。
						
	
							コンテンツを希望の組織にインポートします。詳細は、「コンテンツビューバージョンのインポート」 を参照してください。これにより、エクスポートしたコンテンツアーカイブからコンテンツビューバージョンが作成され、コンテンツが適切にインポートされます。
						



単一のリポジトリーの同期




					このシナリオでは、単一のリポジトリーをエクスポートおよびインポートします。
				
アップストリームの Satellite Server の場合
	
							次のいずれかの方法で、リポジトリーがImmediate ダウンロードポリシーを使用していることを確認します。
						
	
									On Demand を使用する既存のリポジトリーの場合は、リポジトリーの詳細ページでダウンロードポリシーを Immediate に変更します。
								
	
									新しいリポジトリーの場合、Red Hat リポジトリーを有効にする前に、Default Red Hat Repository download policy 設定が Immediate に設定されていること、およびカスタムリポジトリーのDefault download policy が Immediate に設定されていることを確認します。
								



							詳細は、「ダウンロードポリシーの概要」 を参照してください。
						

	
							同期するコンテンツを有効にします。詳細は、「Red Hat リポジトリーの有効化」 を参照してください。
						

							カスタムコンテンツを同期する場合は、まず カスタム製品を作成 し、製品リポジトリーを同期 します。
						

	
							有効なコンテンツを同期します。
						
	
									最初のエクスポートで、complete リポジトリーエクスポートを実行して、同期されたすべてのコンテンツがエクスポートされるようにします。これにより、1 つ以上のダウンストリーム Satellite Server に後でインポートできるコンテンツアーカイブが生成されます。完全なリポジトリーエクスポートの実行の詳細については、「リポジトリーのエクスポート」 を参照してください。
								
	
									アップストリームの Satellite Server の今後のすべての更新を増分的にエクスポートします。これにより、最近の一連の更新のみを含む、より無駄のないコンテンツアーカイブが生成されます。増分ライブラリーのエクスポートの実行に関する詳細は、「リポジトリーを段階的にエクスポート」 を参照してください。
								





ダウンストリームの Satellite Server の場合
	
							アップストリームの Satellite Server からエクスポートされたコンテンツをハードディスクに移動します。
						
	
							/var/lib/pulp/imports の下のディレクトリー内に配置します。
						
	
							コンテンツを組織にインポートします。「リポジトリーのインポート」を参照してください。
						

							その後、必要に応じてコンテンツビューまたはライフサイクル環境を使用してコンテンツを管理できます。
						





カスタムリポジトリーの同期




				Inter-Satellite Synchronization Network Sync を使用する場合は、Red Hat リポジトリーは自動的に設定されますが、カスタムリポジトリーは設定されません。この手順を使用して、Inter-Satellite Synchronization (ISS) ネットワーク同期を介して、オンライン接続されている Satellite Server 上のカスタムリポジトリーからオフラインの Satellite Server にコンテンツを同期します。
			

				オフラインの Satellite Server の手順を完了する前に、オンライン接続された Satellite Server の手順に従ってください。
			
オンライン接続された Satellite Server
	
						Satellite Web UI で、Content > Products に移動します。
					
	
						カスタム製品をクリックします。
					
	
						カスタムリポジトリーをクリックします。
					
	
						Published At: URL をコピーします。
					
	
						ネットワーク接続されていない Satellite Server で手順を続行します。
					


ネットワーク接続されていない Satellite サーバー
	
						ネットワーク接続されている Satellite Server から katello-server-ca.crt ファイルをダウンロードします。
					
# curl http://satellite.example.com/pub/katello-server-ca.crt

	
						katello-server-ca.crt の内容を使用して SSL コンテンツ認証情報を作成します。SSL コンテンツ認証情報の作成の詳細は、「カスタム SSL 証明書のインポート」 を参照してください。
					
	
						Satellite Web UI で、Content > Products に移動します。
					
	
						以下を使用してカスタム製品を作成します。
					
	
								Upstream URL: 先ほどコピーしたリンクを貼り付けます。
							
	
								SSL CA Cert: ネットワーク接続されている Satellite Server から転送された SSL 証明書を選択します。
							



						カスタム製品の作成の詳細は、「カスタム製品の作成」 を参照してください。
					




				これらの手順を完了すると、切断された Satellite Server 上にカスタムリポジトリーが適切に設定されます。
			

ライブラリー環境のエクスポート




				組織のライブラリー環境にあるすべての Yum リポジトリーのコンテンツを Satellite Server からアーカイブファイルにエクスポートし、このアーカイブファイルを使用して、別の Satellite Server または別の Satellite Server の組織に同じリポジトリーを作成することができます。エクスポートしたアーカイブファイルには、以下のデータが含まれます。
			
	
						コンテンツビューバージョンのメタデータが含まれる JSON ファイル
					
	
						組織のライブラリー環境からのすべてのリポジトリーを含むアーカイブファイル
					



				Satellite Server は、コンテンツビューのバージョンに追加された RPM ファイルおよびキックスタートファイルのみをエクスポートします。Satellite では、以下の内容はエクスポートされません。
			
	
						Docker コンテンツ
					


前提条件

					組織のライブラリーライフサイクル環境のコンテンツをエクスポートするには、エクスポートする Satellite Server が以下の条件を満たしていることを確認してください。
				
	
						エクスポートディレクトリーに、エクスポートに対応できる空き容量があることを確認する。
					
	
						/var/lib/pulp/exports ディレクトリーに、エクスポートプロセス中に作成された一時ファイルにエクスポートされるリポジトリーのサイズと同じ空き容量があることを確認する。
					
	
						エクスポートするライブラリーライフサイクル環境内の全リポジトリーでダウンロードポリシーを 即時 に設定していることを確認する。詳細は、「ダウンロードポリシーの概要」 を参照してください。
					
	
						エクスポートする製品が、必要な日付に同期されることを確認する。
					


組織のライブラリーコンテンツのエクスポート
	
						エクスポートする組織名または ID を使用します。
					
# hammer content-export complete library --organization="My_Organization"

	
						エクスポートしたコンテンツビューバージョンが含まれるアーカイブが、エクスポートディレクトリーにあることを確認します。
					
# ls -lh /var/lib/pulp/exports/My_Organization/Export-Library/1.0/2021-03-02T03-35-24-00-00
total 68M
-rw-r--r--. 1 pulp pulp 68M Mar  2 03:35 export-1e25417c-6d09-49d4-b9a5-23df4db3d52a-20210302_0335.tar.gz
-rw-r--r--. 1 pulp pulp 333 Mar  2 03:35 export-1e25417c-6d09-49d4-b9a5-23df4db3d52a-20210302_0335-toc.json
-rw-r--r--. 1 pulp pulp 443 Mar  2 03:35 metadata.json

						インポートするには、tar.gz、toc.json、および metadata.json の 3 つのファイルすべてが必要です。
					

	
						組織にコンテンツビューの Export-Library が新たに作成されました。このコンテンツビューには、この組織に属するすべてのリポジトリーが含まれます。このコンテンツビューの新しいバージョンが自動的に公開され、エクスポートされます。
					


チャンクを使用したエクスポート

					多くの場合、エクスポートされたアーカイブのコンテンツのサイズは数ギガバイトになる可能性があります。小さいサイズまたはチャンクに分割する必要がある場合、分割するには、export コマンドで --chunk-size-gb フラグを直接使用できます。以下の例では、--chunk-size-gb=2 を指定して、2 GB のチャンクでアーカイブを分割する方法を確認できます。
				
# hammer content-export complete library \
--chunk-size-gb=2 \
--organization="My_Organization"

Generated /var/lib/pulp/exports/My_Organization/Export-Library/2.0/2021-03-02T04-01-25-00-00/metadata.json

# ls -lh /var/lib/pulp/exports/My_Organization/Export-Library/2.0/2021-03-02T04-01-25-00-00/

ライブラリー環境を段階的にエクスポート




				ライブラリーコンテンツのエクスポートは、システムリソースにとって非常にコストのかかる操作となる可能性があります。複数の Red Hat Enterprise Linux ツリーがある組織は、Satellite Server で数ギガバイトの領域を占める可能性があります。
			

				このような場合は、インクリメンタルエクスポート を使用して、前回のエクスポート以降に変更されたコンテンツのみをエクスポートできます。増分エクスポートでは、通常、完全エクスポートよりもアーカイブファイルが小さくなります。
			

				次の例は、組織のライブラリー内にある全リポジトリーの増分エクスポートを示しています。
			
手順
	
						増分エクスポートを作成します。
					
# hammer content-export incremental library --organization="My_Organization"

Generated /var/lib/pulp/exports/My_Organization/Export-Library/3.0/2021-03-02T04-22-14-00-00/metadata.json

	
						オプション: エクスポートされたデータを表示します。
					
# ls -lh /var/lib/pulp/exports/My_Organization/Export-Library/3.0/2021-03-02T04-22-14-00-00/
total 172K
-rw-r--r--. 1 pulp pulp 161K Mar  2 04:22 export-436882d8-de5a-48e9-a30a-17169318f908-20210302_0422.tar.gz
-rw-r--r--. 1 pulp pulp  333 Mar  2 04:22 export-436882d8-de5a-48e9-a30a-17169318f908-20210302_0422-toc.json
-rw-r--r--. 1 pulp pulp  492 Mar  2 04:22 metadata.json




コンテンツビューバージョンのエクスポート




				コンテンツビューのバージョンを、Satellite Server からアーカイブファイルにエクスポートして、このアーカイブファイルを使用し、別の Satellite Server か、別の Satellite Server の組織に同じコンテンツビューバージョンを作成します。Satellite は、通常のコンテンツビューとして複合コンテンツビューをエクスポートします。複合性は保持されません。エクスポートされたアーカイブをインポートすると、ダウンストリームの Satellite Server で通常のコンテンツビューが作成または更新されます。エクスポートしたアーカイブファイルには、以下のデータが含まれます。
			
	
						コンテンツビューバージョンのメタデータが含まれる JSON ファイル
					
	
						コンテンツビューバージョンに組み込まれる全リポジトリーを含むアーカイブファイル
					



				Satellite Server は、コンテンツビューのバージョンに追加された RPM およびキックスタートファイルのみをエクスポートします。Satellite では、以下の内容はエクスポートされません。
			
	
						Docker コンテンツ
					
	
						コンテンツビューの定義およびメタデータ (パッケージフィルターなど)
					


前提条件

					コンテンツビューをエクスポートするには、エクスポートする Satellite Server が、以下の条件を満たしていることを確認します。
				
	
						エクスポートディレクトリーに、エクスポートに対応できる空き容量があることを確認する。
					
	
						/var/lib/pulp/exports ディレクトリーに、エクスポートプロセス中に作成された一時ファイルにエクスポートされるリポジトリーのサイズと同じ空き容量があることを確認する。
					
	
						エクスポートするコンテンツビュー内の全リポジトリーでダウンロードポリシーを 即時 に設定していることを確認する。詳細は、「ダウンロードポリシーの概要」 を参照してください。
					
	
						エクスポートする製品が、必要な日付に同期されることを確認する。
					
	
						コンテンツをエクスポートするユーザーに Content Exporter ロールがあることを確認します。
					


コンテンツビューバージョンをエクスポートする方法
	
						エクスポート可能なコンテンツビューのバージョンをリスト表示します。
					
# hammer content-view version list \
--content-view="My_Content_View" \
--organization="My_Organization"

---|----------|---------|-------------|-----------------------
ID | NAME     | VERSION | DESCRIPTION | LIFECYCLE ENVIRONMENTS
---|----------|---------|-------------|-----------------------
5  | view 3.0 | 3.0     |             | Library
4  | view 2.0 | 2.0     |             |
3  | view 1.0 | 1.0     |             |
---|----------|---------|-------------|----------------------



コンテンツビューバージョンをエクスポートします。
	
						必要なバージョンのバージョン番号を取得します。以下の例は、エクスポート用のバージョン 1.0 を対象としています。
					
# hammer content-export complete version \
--content-view="Content_View_Name" \
--version=1.0 \
--organization="My_Organization"

	
						エクスポートしたコンテンツビューバージョンが含まれるアーカイブが、エクスポートディレクトリーにあることを確認します。
					
# ls -lh /var/lib/pulp/exports/My_Organization/Content_View_Name/1.0/2021-02-25T18-59-26-00-00/




				コンテンツを正常にインポートするには、tar.gz アーカイブファイル、toc.json および metadata.json などの 3 つのファイルがすべて必要です。
			
チャンクを使用したエクスポート

					多くの場合、エクスポートされたアーカイブのコンテンツのサイズは数ギガバイトになる場合があります。小さいサイズまたはチャンクに分割することを推奨します。分割するには、--chunk-size-gb オプションを指定して hammer content-export コマンドを使用します。以下の例では、--chunk-size-gb=2 を使用してアーカイブを 2 GB のチャンクに分割します。
				
# hammer content-export complete version \
--chunk-size-gb=2 \
--content-view="Content_View_Name" \
--organization="My_Organization" \
--version=1.0
# ls -lh /var/lib/pulp/exports/My_Organization/view/1.0/2021-02-25T21-15-22-00-00/

コンテンツビューバージョンを段階的にエクスポート




				完全なバージョンのエクスポートは、システムリソースの観点から非常にコストのかかる操作になる可能性があります。複数の Red Hat Enterprise Linux ツリーを持つコンテンツビューのバージョンは、Satellite Server で数ギガバイトの領域を占める可能性があります。
			

				このような場合は、インクリメンタルエクスポート を使用して、前回のエクスポート以降に変更されたコンテンツのみをエクスポートできます。増分エクスポートでは、通常、完全エクスポートよりもアーカイブファイルが小さくなります。
			

				以下の例は、バージョン 1.0 が以前にエクスポートされたため、エクスポートの対象となるバージョン 2.0 を対象としています。
			
手順
	
						増分エクスポートを作成します。
					
# hammer content-export incremental version \
--content-view="Content_View_Name" \
--organization="My_Organization" \
--version=2.0

	
						オプション: エクスポートされたコンテンツビューを表示します。
					
# ls -lh /var/lib/pulp/exports/My_Organization/view/2.0/2021-02-25T21-45-34-00-00/




リポジトリーのエクスポート




				組織のライブラリー環境にあるリポジトリーのコンテンツを Satellite Server からエクスポートできます。このアーカイブファイルを使用して、別の Satellite Server または別の Satellite Server 組織に同じリポジトリーを作成できます。
			

				次のコンテンツを Satellite Server からエクスポートできます。
			
	
						RPM リポジトリー
					
	
						Kickstart リポジトリー
					
	
						Ansible リポジトリー
					
	
						ファイルリポジトリー
					



				Docker コンテンツを Satellite Server からエクスポートすることはできません。
			

				エクスポートには次のデータが含まれます。
			
	
						リポジトリーメタデータを含む 2 つの JSON ファイル。
					
	
						組織のライブラリー環境からのリポジトリーのコンテンツを含む 1 つ以上のアーカイブファイル。
					



				インポートするには、すべてのファイル tar.gz、toc.json、metadata.json が必要です。
			
前提条件

					リポジトリーのコンテンツをエクスポートするには、エクスポート元の Satellite Server が次の条件を満たしていることを確認してください。
				
	
						エクスポートディレクトリーに、エクスポートに対応できる十分な空き容量があることを確認します。
					
	
						/var/lib/pulp/exports ディレクトリーに、エクスポートプロセス中に作成された一時ファイルにエクスポートされるリポジトリーのサイズに相当する十分な空き容量があることを確認します。
					
	
						エクスポートするライブラリーライフサイクル環境内のリポジトリーでダウンロードポリシーを 即時 に設定していることを確認する。詳細は、「ダウンロードポリシーの概要」 を参照してください。
					
	
						エクスポートする製品が、必要な日付に同期されることを確認する。
					


リポジトリーをエクスポートする
	
						リポジトリー名または ID を使用してエクスポートします。
					
# hammer content-export complete repository \
 --organization="My_Organization" \
 --product="My_Product" \
 --name="My_Repository"

	
						オプション: エクスポートされたアーカイブがエクスポートディレクトリーにあることを確認します。
					
# ls -lh /var/lib/pulp/exports/My_Organization/Export-My_Repository/1.0/2021-03-02T03-35-24-00-00
total 68M
-rw-r--r--. 1 pulp pulp 68M Mar  2 03:35 export-1e25417c-6d09-49d4-b9a5-23df4db3d52a-20210302_0335.tar.gz
-rw-r--r--. 1 pulp pulp 333 Mar  2 03:35 export-1e25417c-6d09-49d4-b9a5-23df4db3d52a-20210302_0335-toc.json
-rw-r--r--. 1 root root 443 Mar  2 03:35 metadata.json



チャンキングを使用してリポジトリーをエクスポート

					多くの場合は、エクスポートされるコンテンツアーカイブのサイズは数ギガバイトです。小さいサイズのチャンクに分割する場合は、export コマンドで --chunk-size-gb 引数を使用して、サイズをギガバイト単位の整数値で制限できます。
				
	
						コンテンツを 2 GB などの限られたサイズのアーカイブチャンクにエクスポートします。
					
# hammer content-export complete repository \
--chunk-size-gb=2 \
--organization="My_Organization" \
--product="My_Product" \
--name="My_Repository"

Generated /var/lib/pulp/exports/My_Organization/Export-My_Repository/1.0/2021-03-02T03-35-24-00-00/metadata.json

	
						オプション: エクスポートされたデータを表示します。
					
# ls -lh /var/lib/pulp/exports/My_Organization/Export-My_Repository/1.0/2021-03-02T03-35-24-00-00/




リポジトリーを段階的にエクスポート




				リポジトリーのエクスポートは、システムリソースの観点から非常にコストのかかる操作になる可能性があります。一般的な Red Hat Enterprise Linux ツリーは、Satellite Server 上で数ギガバイトのスペースを占める場合があります。
			

				このような場合は、インクリメンタルエクスポート を使用して、前回のエクスポート以降に変更されたコンテンツのみをエクスポートできます。増分エクスポートでは、通常、完全エクスポートよりもアーカイブファイルが小さくなります。
			

				以下の例は、ライブラリーライフサイクル環境でのリポジトリーの増分エクスポートを示しています。
			
手順
	
						増分エクスポートを作成します。
					
# hammer content-export incremental repository \
 --organization="My_Organization" \
 --product="My_Product" \
 --name="My_Repository"

Generated /var/lib/pulp/exports/My_Organization/Export-My_Repository/3.0/2021-03-02T03-35-24-00-00/metadata.json

	
						オプション: エクスポートされたデータを表示します。
					
# ls -lh /var/lib/pulp/exports/My_Organization/Export-My_Repository/3.0/2021-03-02T03-35-24-00-00/
total 172K
-rw-r--r--. 1 pulp pulp  20M Mar  2 04:22 export-436882d8-de5a-48e9-a30a-17169318f908-20210302_0422.tar.gz
-rw-r--r--. 1 pulp pulp  333 Mar  2 04:22 export-436882d8-de5a-48e9-a30a-17169318f908-20210302_0422-toc.json
-rw-r--r--. 1 root root  492 Mar  2 04:22 metadata.json




エクスポートの追跡




				Satellite はすべてのエクスポートの記録を保持します。アップストリームの Satellite Server でコンテンツをエクスポートするたびに、エクスポートは記録され、将来のクエリーのために維持されます。レコードを使用して、エクスポートを整理および管理できます。これは、特に増分的にエクスポートする場合に役立ちます。
			

				アップストリームの Satellite Server からいくつかのダウンストリームの Satellite Server 用にコンテンツをエクスポートする場合、特定のサーバー用にエクスポートされたコンテンツを追跡することもできます。これにより、どのコンテンツがどこにエクスポートされたかを追跡できます。
			

				エクスポート中に --destination-server 引数を使用して、ターゲットサーバーを指定します。このオプションは、すべての content-export 操作で利用できます。
			
ライブラリーエクスポートの宛先の追跡
	
						ライブラリーをエクスポートするときの宛先サーバーを指定します。
					
# hammer content-export complete library \
--destination-server=My_Downstream_Server_1 \
--organization="My_Organization" \
--version=1.0



コンテンツビューのエクスポート先の追跡
	
						コンテンツビューバージョンをエクスポートするときの宛先サーバーを指定します。
					
# hammer content-export complete version \
--content-view="Content_View_Name" \
--destination-server=My_Downstream_Server_1 \
--organization="My_Organization" \
--version=1.0



エクスポートレコードのクエリー
	
						次のコマンドを使用して、コンテンツエクスポートをリスト表示します。
					
# hammer content-export list --organization="My_Organization"




ライブラリー環境へのインポート




				エクスポートされたライブラリーのコンテンツを、別の Satellite Server 上の組織のライブラリーのライフサイクル環境にインポートできます。ライブラリー環境からコンテンツをエクスポートする方法の詳細については、「ライブラリー環境のエクスポート」 を参照してください。
			
前提条件
	
						エクスポートファイルは、/var/lib/pulp/imports の下のディレクトリーにある必要があります。
					
	
						エクスポートされたコンテンツに Red Hat リポジトリーがある場合は、インポートする組織のマニフェストには、エクスポート内に含まれる製品のサブスクリプションが含まれている必要があります。
					
	
						コンテンツをインポートするユーザーに、Content Importer ロールを割り当てる。
					


手順
	
						エクスポートしたファイルを、インポート先の Satellite Server の /var/lib/pulp/imports のサブディレクトリーにコピーします。
					
	
						インポートディレクトリーとその内容の所有権を pulp:pulp に設定します。
					
# chown -R pulp:pulp /var/lib/pulp/imports/2021-03-02T03-35-24-00-00
# ls -lh /var/lib/pulp/imports/2021-03-02T03-35-24-00-00
total 68M
-rw-r--r--. 1 pulp pulp 68M Mar  2 04:29 export-1e25417c-6d09-49d4-b9a5-23df4db3d52a-20210302_0335.tar.gz
-rw-r--r--. 1 pulp pulp 333 Mar  2 04:29 export-1e25417c-6d09-49d4-b9a5-23df4db3d52a-20210302_0335-toc.json
-rw-r--r--. 1 pulp pulp 443 Mar  2 04:29 metadata.json

	
						インポート先の組織を特定します。
					
	
						ライブラリーコンテンツを Satellite Server にインポートするには、次のコマンドを入力します。
					
# hammer content-import library \
--organization="My_Organization" \
--path=/var/lib/pulp/imports/2021-03-02T03-35-24-00-00

						フルパス /var/lib/pulp/imports/My_Exported_Library_Dir を入力する必要があることに注意してください。相対パスは機能しません。
					

	
						ライブラリーコンテンツのインポートを確認するには、製品およびリポジトリーのコンテンツを確認します。ターゲット組織に Import-Library というコンテンツビューが新たに作成されます。このコンテンツビューは、ライブラリーコンテンツのインポートを容易にするために使用されます。
					

						デフォルトでは、このコンテンツビューは Satellite Web UI に表示されません。Import-Library は、ホストに直接割り当てることを意図したものではありません。代わりに、通常どおり、ホストを Default Organization View または別のコンテンツビューに割り当てます。
					




コンテンツビューバージョンのインポート




				エクスポートされたコンテンツビューバージョンをインポートして、別の Satellite Server 上の組織に同じコンテンツを持つバージョンを作成できます。コンテンツビューバージョンのエクスポートの詳細は、「コンテンツビューバージョンのエクスポート」 を参照してください。
			

				コンテンツビューバージョンをインポートすると、メジャーバージョン番号、マイナーバージョン番号が同じで、同じパッケージ、エラータを含む同じリポジトリーが含まれます。カスタムリポジトリー、製品、およびコンテンツビューは、インポートする組織に存在しない場合は自動的に作成されます。
			
前提条件
	
						エクスポートファイルは、/var/lib/pulp/imports の下のディレクトリーにある必要があります。
					
	
						エクスポートされたコンテンツに Red Hat リポジトリーがある場合は、インポートする組織のマニフェストには、エクスポート内に含まれる製品のサブスクリプションが含まれている必要があります。
					
	
						コンテンツビューバージョンをインポートするユーザーには、Content Importer ロールが必要です。
					


手順
	
						エクスポートしたファイルを、インポート先の Satellite Server の /var/lib/pulp/imports のサブディレクトリーにコピーします。
					
	
						インポートディレクトリーとその内容の所有権を pulp:pulp に設定します。
					
# chown -R pulp:pulp /var/lib/pulp/imports/2021-02-25T21-15-22-00-00/

	
						所有権が正しく設定されていることを確認します。
					
# ls -lh /var/lib/pulp/imports/2021-02-25T21-15-22-00-00/

	
						コンテンツビューバージョンを Satellite Server にインポートするには、次のコマンドを入力します。
					
# hammer content-import version \
--organization-id=My_Organization_ID \
--path=/var/lib/pulp/imports/2021-02-25T21-15-22-00-00/

						フルパス /var/lib/pulp/imports/My_Exported_Version_Dir を入力する必要があることに注意してください。相対パスは機能しません。
					

	
						コンテンツビューバージョンが正常にインポートされたことを確認するには、組織のコンテンツビューバージョンをリスト表示します。
					
# hammer content-view version list \
--organization-id=My_Organization_ID




リポジトリーのインポート




				エクスポートされたリポジトリーを別の Satellite Server の組織にインポートできます。リポジトリーのコンテンツのエクスポートの詳細については、「リポジトリーのエクスポート」 を参照してください。
			
前提条件
	
						エクスポートファイルが /var/lib/pullp/imports の下のディレクトリーにある。
					
	
						エクスポートに Red Hat リポジトリーが含まれている場合、インポート組織のマニフェストには、エクスポートに含まれる製品のサブスクリプションが含まれている。
					
	
						コンテンツをインポートするユーザーに、Content Importer ロールを割り当てる。
					


手順
	
						エクスポートしたファイルを、インポート先の Satellite Server の /var/lib/pulp/imports のサブディレクトリーにコピーします。
					
	
						インポートディレクトリーとその内容の所有権を pulp:pulp に設定します。
					
# chown -R pulp:pulp /var/lib/pulp/imports/2021-03-02T03-35-24-00-00
# ls -lh /var/lib/pulp/imports/2021-03-02T03-35-24-00-00
total 68M
-rw-r--r--. 1 pulp pulp 68M Mar  2 04:29 export-1e25417c-6d09-49d4-b9a5-23df4db3d52a-20210302_0335.tar.gz
-rw-r--r--. 1 pulp pulp 333 Mar  2 04:29 export-1e25417c-6d09-49d4-b9a5-23df4db3d52a-20210302_0335-toc.json
-rw-r--r--. 1 pulp pulp 443 Mar  2 04:29 metadata.json

	
						インポート先の組織を特定します。
					
	
						ライブラリーコンテンツを Satellite Server にインポートするには、次のコマンドを入力します。
					
# hammer content-import repository \
--organization="My_Organization" \
--path=/var/lib/pulp/imports/2021-03-02T03-35-24-00-00

						フルパス /var/lib/pulp/imports/My_Exported_Repo_Dir を入力する必要があることに注意してください。相対パスは機能しません。
					

	
						リポジトリーをインポートしたことを確認するには、製品とリポジトリーの内容を確認してください。
					



Hammer CLI チートシートを使用したコンテンツのエクスポートとインポート



表9.1 Export
	目的	コマンド
	 
								組織のライブラリーの完全なエクスポート
							

							 	 
								hammer content-export complete library --organization="My_Organization"
							

							 
	 
								組織のライブラリーの増分エクスポート (すでに何かをエクスポート済みであることが前提)。
							

							 	 
								hammer content-export incremental library --organization="My_Organization"
							

							 
	 
								コンテンツビューバージョンの完全なエクスポート
							

							 	 
								hammer content-export complete version --content-view="My_Content_View" --version=1.0 --organization="My_Organization"
							

							 
	 
								開発環境にプロモートされたコンテンツビューバージョンのエクスポート
							

							 	 
								hammer content-export complete version --content-view="My_Content_View" --organization="My_Organization" --lifecycle-environment="Dev"
							

							 
	 
								小規模なチャンクでのコンテンツビューのエクスポート (2 GB スラブ)。
							

							 	 
								hammer content-export complete version --content-view="My_Content_View" --version=1.0 --organization="My_Organization" --chunk-size-gb=2
							

							 
	 
								コンテンツビューバージョンの増分エクスポート (すでに何かをエクスポート済みであることが前提)。
							

							 	 
								hammer content-export incremental version --content-view="My_Content_View" --version=2.0 --organization="My_Organization"
							

							 
	 
								リポジトリーの完全なエクスポート
							

							 	 
								hammer content-export complete repository --product="My_Product" --name="My_Repository" --organization="My_Organization"
							

							 
	 
								リポジトリーの増分エクスポート (すでに何かをエクスポート済みであることが前提)
							

							 	 
								hammer content-export incremental repository --product="My_Product" --name="My_Repository" --organization="My_Organization"
							

							 
	 
								エクスポートのリスト表示
							

							 	 
								hammer content-export list --content-view="My_Content_View" --organization="My_Organization"
							

							 



表9.2 インポート
	目的	コマンド
	 
								組織のライブラリーへのインポート
							

							 	 
								hammer content-import library --organization="My_Organization" --path="/var/lib/pulp/imports/My_Exported_Library_Dir"
							

							 
	 
								コンテンツビューバージョンへのインポート
							

							 	 
								hammer content-import version --organization="My_Organization" --path="/var/lib/pulp/imports/My_Exported_Version_Dir"
							

							 
	 
								リポジトリーのインポート
							

							 	 
								hammer content-import repository --organization="My_Organization" --path="/var/lib/pulp/imports/My_Exported_Repo_Dir"
							

							 





第10章 アクティベーションキーの管理




			アクティベーションキーは、システム登録とサブスクリプションのアタッチを自動化する方法を提供します。複数のキーを作成して、異なる環境とコンテンツビューに関連付けることができます。たとえば、Red Hat Enterprise Linux ワークステーション用のサブスクリプションで基本のアクティベーションキーを作成し、これを特定の環境のコンテンツビューに関連付けることができます。
		

			コンテンツホストの登録時にアクティベーションキーを使用して、プロセスにかかる時間を短縮するだけでなく、プロセスの簡潔性や一貫性を向上します。アクティベーションキーは、ホストが登録されている場合にのみ使用できます。アクティベーションキーに変更が加えられた場合には、それ以降、改訂されたアクティベーションキーで登録されるホストにだけ変更が適用されます。これらの変更は、既存のホストには加えられません。
		

			アクティベーションキーを使用して、コンテンツホストの次のプロパティーを定義できます。
		
	
					関連付けられるサブスクリプションおよびサブスクリプションのアタッチ動作
				
	
					利用可能な製品およびリポジトリー
				
	
					ライフサイクル環境およびコンテンツビュー
				
	
					ホストコレクションのメンバーシップ
				
	
					システムの目的
				


ホストの作成と登録の間のコンテンツビューの競合

				Satellite は、ホストのプロビジョニング時に、プロビジョニングテンプレートと、ホストグループまたはホスト設定で設定したコンテンツホストビューからの他のコンテンツを使用します。ホストの登録時に、アクティベーションキーからのコンテンツビューが、ホストグループまたはホスト設定からの元のコンテンツビューを上書きします。次に、Satellite は、ホストの再ビルドなど、今後の全タスクにアクティベーションキーからのコンテンツビューを使用します。
			

			ホストの再構築時に、使用するコンテンツビューを、ホストグループやホスト設定ではなく、アクティベーションキーで設定するようにします。
		
複数のコンテンツホストでの同じアクティベーションキーの使用

				サブスクリプションが十分にある場合には、同じアクティベーションキーを複数のコンテンツホストに適用できます。ただし、アクティベーションキーはコンテンツホストの初期設定のみを行います。コンテンツホストを組織に登録した後は、組織のコンテンツをコンテンツホストに手動でアタッチできます。
			
コンテンツホストでの複数のアクティベーションキーの使用

				コンテンツホストは、複数のアクティベーションキーを関連付けることで、組み合わせてホストを設定できます。設定の競合が発生した場合には、最後に指定したアクティベーションキーが優先されます。以下のようにホストグループのパラメーターを設定して優先順位を指定できます。
			
$ hammer hostgroup set-parameter \
--hostgroup "My_Host_Group" \
--name "My_Activation_Key" \
--value "name_of_first_key", "name_of_second_key", ...
アクティベーションキーの作成




				アクティベーションキーを使用して、登録時にホストにアタッチするサブスクリプションの特定のセットを定義できます。アクティベーションキーに追加するサブスクリプションは、関連するコンテンツビュー内で利用可能である必要があります。
			

				サブスクリプションマネージャーは、以下の要因に応じたさまざまな方法で、サブスクリプションをアタッチします。
			
	
						サブスクリプションがアクティべーションキーに関連付けられているか ?
					
	
						自動アタッチオプションは有効になっているか ?
					
	
						Red Hat Enterprise Linux 8 ホストの場合: アクティベーションキーにシステムの目的が設定されていますか ?
					



				Satellite は、ホストにインストールされている製品に対してのみサブスクリプションを自動的にアタッチします。拡張更新サポート (EUS) など、デフォルトで Red Hat Enterprise Linux にインストールされていない製品が記載されていないサブスクリプションについては、必要なサブスクリプションを指定したアクティベーションを使用し、自動アタッチを無効にします。
			

				上記の要因をもとに、アクティベーションキーを使用してサブスクライブするシナリオを 3 つ想定できます。
			
	
						サブスクリプションを自動的にアタッチするアクティベーションキー。
					

						サブスクリプションの指定なしで、自動アタッチが有効な場合に、アクティベーションキーを使用するホストは、アクティベーションキーと関連するコンテンツビューが提供する最適なサブスクリプションを検索します。これは、subscription-manager --auto-attach コマンドを実行する場合と類似しています。Red Hat Enterprise Linux 8 ホストの場合、アクティベーションキーを設定し、登録時にシステムの目的をホストに設定して、サブスクリプションの自動アタッチメントを強化できます。
					

	
						自動アタッチ用にカスタムのサブスクリプションを指定するアクティベーションキー。
					

						サブスクリプションが指定されていて、自動アタッチが有効な場合に、アクティベーションキーを使用するホストは、アクティベーションキーで指定されたリストから最適なサブスクリプションを選択します。アクティベーションキーにシステムの目的を設定しても、このシナリオには影響しません。
					

	
						サブスクリプションセットが指定されたアクティベーションキー。
					

						サブスクリプションが指定されていて、自動アタッチが無効な場合、アクティべーションキーを使用するホストは、アクティベーションキーに指定されたすべてのサブスクリプションに関連付けられます。アクティベーションキーにシステムの目的を設定しても、このシナリオには影響しません。
					



カスタム製品

					カスタム製品 (通常は Red Hat が提供しないコンテンツを含む製品) がアクティベーションキーに割り当てられている場合には、この製品は、自動アタッチの設定の有無にかかわらず、登録されたコンテンツホストに対して常に有効になります。
				

				Satellite Web UI の代わりに CLI を使用する場合は、CLI 手順 を参照してください。
			
手順
	
						Satellite Web UI で Content > Activation keys に移動して、Create Activation Key をクリックします。
					
	
						Name フィールドに、アクティベーションキーの名前を入力します。
					
	
						制限を設定する場合は、Unlimited hosts のチェックボックスをオフにし、Limit フィールドに、アクティベーションキーで登録できるシステムの最大数を入力します。アクティベーションキーを使用して登録するホストに制限を設けない場合は、Unlimited Hosts チェックボックスが選択されていることを確認します。
					
	
						オプション: Description フィールドに、アクティベーションキーの説明を入力します。
					
	
						環境 一覧から、使用する環境を選択します。
					
	
						Content View リストから、使用するコンテンツビューを選択します。リモート実行 の代わりに非推奨の Katello Agent を使用する場合は、コンテンツビューに Satellite Client 6 リポジトリーを追加する必要があります (katello-agent パッケージが含まれるため)。
					
	
						Simple Content Access (SCA) が有効な場合:
					
	
								リポジトリーセット タブで、指定したリポジトリーのみが有効になっていることを確認します。
							



	
						SCA が有効になっていない場合は、以下のようになります。
					
	
								サブスクリプション タブをクリックしてから、追加 サブメニューをクリックします。
							
	
								事前に作成したサブスクリプションのチェックボックスをクリックします。
							
	
								Add Selected をクリックします。
							



	
						Save をクリックします。
					
	
						オプション: Red Hat Enterprise Linux 8 ホストの場合、システム目的 セクションで、システム目的でアクティベーションキーを設定し、登録時にホストに設定して、サブスクリプションの自動アタッチメントを強化できます。
					


CLI 手順
	
						アクティベーションキーを作成します。
					
# hammer activation-key create \
--name "My_Activation_Key" \
--unlimited-hosts \
--description "Example Stack in the Development Environment" \
--lifecycle-environment "Development" \
--content-view "Stack" \
--organization "My_Organization"

	
						オプション: Red Hat Enterprise Linux 8 ホストの場合、以下のコマンドを入力して、システムの目的でアクティベーションキーを設定し、登録時にホストに設定してサブスクリプションの自動アタッチメントを強化します。
					
# hammer activation-key update \
--organization "My_Organization" \
--name "My_Activation_Key" \
--service-level "Standard" \
--purpose-usage "Development/Test" \
--purpose-role "Red Hat Enterprise Linux Server" \
--purpose-addons "addons"

	
						サブスクリプション ID リストを取得します。
					
# hammer subscription list --organization "My_Organization"

	
						Red Hat Enterprise Linux サブスクリプション UUID をアクティベーションキーにアタッチします。
					
# hammer activation-key add-subscription \
--name "My_Activation_Key" \
--subscription-id My_Subscription_ID \
--organization "My_Organization"

	
						アクティベーションキーに関連付けられている製品コンテンツをリスト表示します。
					
	
								Simple Content Access (SCA) が有効な場合:
							
# hammer activation-key product-content \
--content-access-mode-all true \
--name "My_Activation_Key" \
--organization "My_Organization"

	
								SCA が有効になっていない場合は、以下のようになります。
							
# hammer activation-key product-content \
--name "My_Activation_Key" \
--organization "My_Organization"




	
						Satellite Client 6 リポジトリーのデフォルトの自動有効化ステータスをオーバーライドします。デフォルトのステータスは無効に設定されています。有効にするには、以下のコマンドを実行します。
					
# hammer activation-key content-override \
--name "My_Activation_Key" \
--content-label rhel-7-server-satellite-client-6-rpms \
--value 1 \
--organization "My_Organization"




アクティベーションキーに関連付けられたサブスクリプションの更新




				以下の手順を使用して、アクティベーションキーに関連付けられたサブスクリプションを変更します。Satellite Web UI の代わりに CLI を使用する場合は、CLI 手順 を参照してください。
			

				アクティベーションキーへの変更は、変更後にプロビジョニングしたマシンにのみ適用されます。既存のコンテンツホストでサブスクリプションを更新する方法は 「複数のホストでの Red Hat サブスクリプションの更新」 を参照してください。
			
手順
	
						Satellite Web UI で、コンテンツ > アクティベーションキー に移動し、アクティベーションキーの名前をクリックします。
					
	
						Subscriptions タブをクリックします。
					
	
						サブスクリプションを削除するには List/Remove を選択してから、削除するサブスクリプションの左側にあるチェックボックスを選択し、Remove Selected をクリックします。
					
	
						サブスクリプションを追加するには、Add を選択してから、追加するサブスクリプションの左側のチェックボックスを選択し、Add Selected をクリックします。
					
	
						リポジトリーセット タブをクリックし、リポジトリーのステータス設定を確認します。
					
	
						リポジトリーを有効または無効にするには、リポジトリーのチェックボックスを選択してから、Select Action リストを使用してステータスを変更します。
					
	
						詳細 タブをクリックし、このアクティベーションキーにコンテンツビューを選択し、保存 をクリックします。
					


CLI 手順
	
						現在アクティベーションキーが含まれているサブスクリプションをリスト表示します。
					
# hammer activation-key subscriptions \
--name My_Activation_Key \
--organization "My_Organization"

	
						アクティベーションキーから必要なサブスクリプションを削除します。
					
# hammer activation-key remove-subscription \
--name "My_Activation_Key" \
--subscription-id ff808181533518d50152354246e901aa \
--organization "My_Organization"

						--subscription-id オプションで、UUID またはサブスクリプションの ID のいずれかを使用できます。
					

	
						新しいサブスクリプションをアクティベーションキーにアタッチします。
					
# hammer activation-key add-subscription \
--name "My_Activation_Key" \
--subscription-id ff808181533518d50152354246e901aa \
--organization "My_Organization"

						--subscription-id オプションで、UUID またはサブスクリプションの ID のいずれかを使用できます。
					

	
						アクティベーションキーに関連付けられている製品コンテンツをリスト表示します。
					
# hammer activation-key product-content \
--name "My_Activation_Key" \
--organization "My_Organization"

	
						必要なリポジトリーのデフォルトの自動有効化ステータスを上書きします。
					
# hammer activation-key content-override \
--name "My_Activation_Key" \
--content-label content_label \
--value 1 \
--organization "My_Organization"

						有効化する場合は、--value オプションに 1 を、無効化する場合は 0 を入力します。
					




アクティベーションキーを使用したホストの登録




				アクティベーションキーを使用して、以下のタスクを完了できます。
			
	
						Red Hat Satellite を使用したプロビジョニング中に新規ホストを登録する。Red Hat Satellite のキックスタートプロビジョニングテンプレートには、ホストの作成時に定義されるアクティベーションキーを使用してホストを登録するコマンドが含まれています。
					
	
						既存の Red Hat Enterprise Linux ホストを登録します。サブスクリプションマネージャーが登録に Satellite Server を使用するように設定し、subscription-manager register コマンドの実行時にアクティベーションキーを指定します。
					



				ホスト登録機能、Satellite API、または Hammer CLI を使用して、ホストを Satellite に登録できます。
			
手順
	
						Satellite Web UI で、ホスト > ホストの登録 に移動します。
					
	
						Generate をクリックして登録コマンドを作成します。
					
	
						ファイル アイコンをクリックして、コマンドをクリップボードにコピーします。
					
	
						登録するホストにログインして、以前に作成したコマンドを実行します。
					
	
						/etc/yum.repos.d/redhat.repo ファイルをチェックして、適切なリポジトリーが有効であることを確認します。
					


CLI 手順
	
						Hammer CLI を使用してホスト登録コマンドを生成します。
					
# hammer host-registration generate-command \
--activation-keys "My_Activation_Key"

						ホストが Satellite Server の SSL 証明書を信頼しない場合は、登録コマンドに --insecure フラグを追加して SSL 検証を無効にすることができます。
					
# hammer host-registration generate-command \
--activation-keys "My_Activation_Key" \
--insecure true

	
						登録するホストにログインして、以前に作成したコマンドを実行します。
					
	
						/etc/yum.repos.d/redhat.repo ファイルをチェックして、適切なリポジトリーが有効であることを確認します。
					


API の手順
	
						Satellite API を使用してホスト登録コマンドを生成します。
					
# curl -X POST https://satellite.example.com/api/registration_commands \
--user "My_User_Name" \
-H 'Content-Type: application/json' \
-d '{ "registration_command": { "activation_keys": ["My_Activation_Key_1, My_Activation_Key_2"] }}'

						ホストが Satellite Server の SSL 証明書を信頼しない場合は、登録コマンドに --insecure フラグを追加して SSL 検証を無効にすることができます。
					
# curl -X POST https://satellite.example.com/api/registration_commands \
--user "My_User_Name" \
-H 'Content-Type: application/json' \
-d '{ "registration_command": { "activation_keys": ["My_Activation_Key_1, My_Activation_Key_2"], "insecure": true }}'

						アクティベーションキーを使用すると、その環境を簡単に指定できます。詳細は、コンテンツ管理ガイド の アクティベーションキーの管理 を参照してください。
					

						コマンドライン引数としてパスワードを入力するには、username:password 構文を使用します。これにより、パスワードがシェル履歴に保存される可能性があることに注意してください。
					

						ホストの登録に関する情報は ホストの管理 の Red Hat Satellite へのホストの登録 を参照してください。
					

	
						登録するホストにログインして、以前に作成したコマンドを実行します。
					
	
						/etc/yum.repos.d/redhat.repo ファイルをチェックして、適切なリポジトリーが有効であることを確認します。
					


複数のアクティベーションキー

					コンテンツホストの登録時に複数のアクティベーションキーを使用できます。特定のサブスクリプションセット用にアクティベーションキーを作成し、コンテンツホストの要件に合わせて、これらのアクティベーションキーを組み合わせることができます。たとえば、以下のコマンドは VDC と OpenShift の両方のサブスクリプションでコンテンツホストを組織に登録します。
				
# subscription-manager register --org="My_Organization" \
--activationkey="ak-VDC,ak-OpenShift"
競合の設定

					アクティベーションキーの設定で競合が生じた場合は、右端のキーが優先されます。
				
	
						競合する設定: サービスレベル、リリースバージョン、環境、コンテンツビュー、および 製品コンテンツ。
					
	
						競合しない設定と、ホストがその統合を取得: サブスクリプション および ホストコレクション。
					
	
						キーそのものの動作に影響を与えるが、ホストの設定には影響を与えない設定: コンテンツホストの制限 および 自動アタッチ。
					



自動アタッチの有効化




				アクティベーションキーで自動アタッチを有効にし、キーに関連付けられているサブスクリプションがある場合は、サブスクリプション管理サービスが、現在インストールされている製品、アーキテクチャー、およびサービスレベルなどの設定に基づいて、最適な関連サブスクリプションを選択してアタッチします。
			

				自動アタッチを有効にして、キーに関連付けられたサブスクリプションを持たないことができます。このタイプのキーは、仮想マシンが物理サブスクリプションを消費するのではなく、ハイパーバイザーからホストベースのサブスクリプションを継承する場合に、仮想マシンを登録するために一般的に使用されます。詳細は、Red Hat Satellite での仮想マシンサブスクリプションの設定 を参照してください。
			

				自動アタッチはデフォルトで有効になっています。アクティベーションキーに関連付けられているすべてのサブスクリプションを強制的にアタッチする場合は、このオプションを無効にします。
			
手順
	
						Satellite Web UI で、コンテンツ > アクティベーションキー に移動します。
					
	
						編集するアクティべーションキーの名前をクリックします。
					
	
						Subscriptions タブをクリックします。
					
	
						Auto-Attach の隣にある編集アイコンをクリックします。
					
	
						チェックボックスにチェックを入れて自動アタッチを有効にするか、チェックを外して無効にします。
					
	
						Save をクリックします。
					


CLI 手順
	
						アクティベーションキーで自動アタッチを有効にするには、以下のコマンドを入力します。
					
# hammer activation-key update --name "My_Activation_Key" \
--organization "My_Organization" --auto-attach true




サービスレベルの設定




				アクティベーションキーで作成した新規ホストのデフォルトのサービスレベルを定義するように、アクティベーションキーを設定できます。デフォルトのサービスレベルを設定すると、ホストにアタッチするのに適したサブスクリプションのみが選択されます。たとえば、アクティベーションキーのデフォルトのサービスレベルが Premium に設定されている場合には、Premium サービスレべルのサブスクリプションのみが、登録時にホストにアタッチされます。
			
手順
	
						Satellite Web UI で、コンテンツ > アクティベーションキー に移動します。
					
	
						編集するアクティべーションキーの名前をクリックします。
					
	
						サービスレベルの隣にある編集アイコンをクリックします。
					
	
						リストから必要なサービスレベルを選択します。このリストには、アクティベーションキーで利用できるサービスレベルだけが含まれます。
					
	
						Save をクリックします。
					


CLI 手順
	
						アクティベーションキーでデフォルトのサービスレベルを Premium に設定するには、以下のコマンドを入力します。
					
# hammer activation-key update --name "My_Activation_Key" \
--organization "My_Organization" --service-level premium





第11章 エラータの管理




			Red Hat では、品質管理およびリリースプロセスの一部として、お客様に Red Hat RPM の公式リリースの更新を提供しています。Red Hat では、更新を説明するアドバイザリーと共に、関連パッケージのグループを エラータ にコンパイルします。アドバイザリーには以下の 3 種類があります (重要度の高い順)。
		
	セキュリティーアドバイザリー
	
						パッケージで見つかったセキュリティー問題の修正を説明。セキュリティー問題の重大度のレベルは、低、中、重要、重大に分かれています。
					
	バグ修正アドバイザリー
	
						パッケージのバグ修正を説明。
					
	製品の機能拡張アドバイザリー
	
						パッケージに追加された機能拡張および新機能を説明。
					



			Red Hat Satellite は、リポジトリーを Red Hat の Content Delivery Network (CDN) と同期する際にこれらのエラータ情報をインポートします。Red Hat Satellite ではエラータを検証してフィルタリングするためのツールも提供しており、更新の管理が正確にできます。このようにして、関連のある更新を選択し、コンテンツビューから選択したコンテンツホストに伝播できます。
		

			エラータには、それらに含まれる最も重要なアドバイザリータイプに応じてラベルが付けられます。そのため、製品の機能拡張アドバイザリー というラベルが付けられたエラータには機能拡張の更新のみが含まれ、バグ修正アドバイザリー エラータにはバグ修正と機能拡張の両方が含まれ、セキュリティーアドバイザリー にはこれら 3 つのタイプが含まれる場合があります。
		

			Red Hat Satellite では、エラータと利用可能なコンテンツホストとの関係を表す 2 つのキーワードがあります。
		
	適用可能
	
						1 つ以上のコンテンツホストに適用されるエラータ。つまり、コンテンツホストに存在するパッケージを更新します。これらのエラータはコンテンツホストに適用されますが、状態が インストール可能 に変わるまでは、エラータのインストール準備はできていません。インストール可能なエラータは自動的に適用されます。
					
	インストール可能
	
						1 つ以上のコンテンツホストに適用され、コンテンツホストにインストールできるエラータ。インストール可能なエラータは、ライフサイクル環境および関連するコンテンツビューからコンテンツホストで利用できますが、まだインストールされていません。
					



			本章では、エラータの管理方法と 1 つのホストまたは複数のホストへの適用方法を説明します。
		
利用可能なエラータの検出




				以下の手順では、利用可能なエラータを表示し、フィルタリングする方法や、選択したアドバイザリーのメタデータを表示する方法を説明します。Satellite Web UI の代わりに CLI を使用する場合は、CLI 手順 を参照してください。
			
手順
	
						Satellite Web UI で、コンテンツ > エラータ に移動して、利用可能なエラータのリストを表示します。
					
	
						ページ上部のフィルターツールを使用して、表示されるエラータの数を制限します。
					
	
								調べるリポジトリーをリストから選択します。デフォルトでは すべてのリポジトリー が選択されます。
							
	
								Applicable のチェックボックスがデフォルトで選択され、選択されたリポジトリーに適用可能なエラータだけが表示されます。Installable のチェックボックスを選択すると、インストール可能のマークが付いたエラータのみが表示されます。
							
	
								エラータの表を検索するには、以下の形式で 検索 フィールドにクエリーを入力します。
							
parameter operator value

								検索に使用できるパラメーターのリストは、「エラータ検索で利用できるパラメーター」 を参照してください。適用可能な演算子のリストは、Administering Red Hat Satellite の Supported Operators for Granular Search を参照してください。入力時に自動サジェスト機能が利用できます。and 演算子と or 演算子を使用して、クエリーを組み合わせることもできます。たとえば、kernel パッケージに関するセキュリティーアドバイザリーのみを表示するには、以下を入力します。
							
type = security and package_name = kernel

								Enter を押して検索を開始します。
							




	
						調べるエラータの Errata ID をクリックします。
					
	
								説明 タブには、更新されたパッケージの説明や、更新によって提供される重要な修正および機能拡張が記載されています。
							
	
								コンテンツホスト タブでは、「複数ホストへのエラータの適用」で説明したように、選択したコンテンツホストにエラータを適用できます。
							
	
								リポジトリー タブには、エラータが含まれているリポジトリーのリストが表示されます。リポジトリーはフィルターを使用して環境やコンテンツビューで絞り込むことができ、リポジトリー名で検索できます。
							






				新しいホストページを使用して、使用可能なエラータを表示し、インストールするエラータを選択することもできます。
			
	
						Satellite Web UI で、Hosts > All Hosts に移動し、必要なホストを選択します。
					
	
						ホストに関連付けられたエラータがある場合、新しいホストページのインストール可能なエラータカードに、セキュリティーアドバイザリー、バグ修正、および拡張機能の内訳を示すインタラクティブな円グラフが表示されます。
					
	
						新しいホストページで、Content タブを選択します。
					
	
						コンテンツページで、 Errata タブを選択します。
					
	
						このページには、選択したホストのインストール可能なエラータが表示されます。
					
	
						インストールするエラータのチェックボックスをクリックします。
					
	
						SSH を使用してターゲットホストに接続できない場合は、ホストに追加するエラータの横にある 縦 3 つのドットのアイコンを使用して Apply via Katello agent を選択します。
					
	
						リモート実行を使用するには Apply via Remote Execution を選択し、リモート実行をカスタマイズする場合は Apply via customized remote execution を選択します。
					
	
						Submit をクリックします。
					


CLI 手順
	
						全組織で利用可能なエラータを表示するには、以下のコマンドを実行します。
					
# hammer erratum list

	
						特定のエラータの詳細を表示するには、以下のコマンドを実行します。
					
# hammer erratum info --id erratum_ID

	
						--search オプションを指定してクエリーを入力し、エラータを検索します。たとえば、選択した製品に適用可能なエラータで、指定したバグが含まれるものを順番に表示し、セキュリティーエラータが一番上に表示されるようにするには、以下のコマンドを入力します。
					
# hammer erratum list \
--product-id 7 \
--search "bug = 1213000 or bug = 1207972" \
--errata-restrict-applicable 1 \
--order "type desc"




エラータ検索で利用できるパラメーター



	パラメーター	説明	例
	 
								bug
							

							 	 
								Bugzilla 番号での検索。
							

							 	 
								bug = 1172165
							

							 
	 
								cve
							

							 	 
								CVE 番号での検索。
							

							 	 
								cve = CVE-2015-0235
							

							 
	 
								id
							

							 	 
								エラータ ID での検索。自動サジェストシステムにより、入力時に利用可能な ID のリストが表示されます。
							

							 	 
								id = RHBA-2014:2004
							

							 
	 
								issued
							

							 	 
								発行日による検索。正確な日付 (Feb16,2015 など) を指定したり、キーワード (Yesterday、1 hour ago など) を使用したりできます。時間の範囲は、<演算子と>演算子を使用して指定できます。
							

							 	 
								issued < "Jan 12,2015"
							

							 
	 
								package
							

							 	 
								完全なパッケージビルド名による検索。自動サジェストシステムにより、入力時に利用可能なパッケージのリストが表示されます。
							

							 	 
								package = glib2-2.22.5-6.el6.i686
							

							 
	 
								package_name
							

							 	 
								パッケージ名による検索。自動サジェストシステムにより、入力時に利用可能なパッケージのリストが表示されます。
							

							 	 
								package_name = glib2
							

							 
	 
								severity
							

							 	 
								セキュリティー更新によって修正される問題の重大度による検索。Critical、Important、または Moderate を指定します。
							

							 	 
								severity = Critical
							

							 
	 
								title
							

							 	 
								アドバイザリーのタイトルによる検索。
							

							 	 
								title ~ openssl
							

							 
	 
								type
							

							 	 
								アドバイザリーのタイプによる検索。security、bugfix、または enhancement を指定します。
							

							 	 
								type = bugfix
							

							 
	 
								updated
							

							 	 
								最新更新日による検索。issued パラメーターの同じ形式を使用できます。
							

							 	 
								updated = "6 days ago"
							

							 



インストール可能なエラータの適用




				以下の手順を使用して、インストール可能なエラータの一覧を表示し、インストールするエラータを選択します。
			
手順
	
						Satellite Web UI で、Hosts > All Hosts に移動し、必要なホストを選択します。
					
	
						ホストに関連付けられているエラータがある場合は、新しいホストページの Installable Errata カードに表示されます。
					
	
						Content タブでは、Errata には選択したホストのインストール可能なエラータが表示されます。
					
	
						インストールするエラータのチェックボックスをクリックします。
					
	
						リモート実行を使用するには、ホストに追加するエラータの横にある縦 3 つのドットのアイコンを使用して、Apply via Remote Execution を選択します。リモート実行をカスタマイズする場合は Apply via custom remote execution を選択します。SSH を使用してターゲットホストへの接続がない場合は、Apply via Katello agent を選択します。
					
	
						Submit をクリックします。
					



エラータ通知のサブスクライブ




				Satellite ユーザー向けに電子メール通知を設定することができます。ユーザーには、適用かつインストール可能なエラータのサマリーや、コンテンツビューのプロモーションに関する通知、またはリポジトリーの同期完了通知が送信されます。詳細は、Administering Red Hat Satellite ガイドの Configuring Email Notifications を参照してください。
			

リポジトリー依存関係の解決の制限




				Satellite では、コンテンツビューに増分更新を使用すると、リポジトリーの依存関係の問題の一部が解決されます。ただし、リポジトリーレベルでの依存関係の解決は引き続き問題となります。
			

				新しい依存関係でリポジトリーの更新が利用できるようになると、Satellite は、既存のリポジトリーパッケージで利用可能な古いバージョンがある場合でも、依存関係を解決するために、パッケージの最新バージョンを取得します。これにより、パッケージのインストール時に依存関係の解決が必要な問題がさらに発生することがあります。
			
シナリオ例

					クライアント上のリポジトリーには、依存関係 example_repository-libs-1.0 のパッケージ example_repository-1.0 があります。リポジトリーには、別のパッケージ example_tools-1.0 もあります。
				

				セキュリティーエラータは、パッケージ example_tools-1.1 で利用できるようになります。example_tools-1.1 パッケージは、依存関係として example_repository-libs-1.1 パッケージが必要です。
			

				コンテンツビューを増分更新すると、example_tools-1.1、example_tools-1.0、example_repository-libs-1.1 がリポジトリーに含まれます。リポジトリーには、example_repository-1.0 と example_repository-libs-1.0 のパッケージもあります。コンテンツビューの増分更新で、パッケージ example_repository-1.1 が追加されなかったことに注意してください。yum を使用してこれらのすべてのパッケージをインストールできるため、潜在的な問題は検出されません。ただし、クライアントが example_tools-1.1 パッケージをインストールすると、example_repository-libs-1.0 と example_repository-libs-1.1 の両方をインストールできないため、依存関係の解決が必要な問題が発生します。
			

				現在、この問題の回避策はありません。RPM の基本セットから、適用されるエラータまでのメジャー Y リリースの期間が長いほど、依存関係の解決の問題が発生する可能性が高くなります。
			

エラータ用のコンテンツビューフィルターの作成




				コンテンツフィルターを使用して、エラータを制限できます。以下のようなフィルターを使用します。
			
	
						ID:-: 結果として表示されるリポジトリーに含めることができるように、特定のエラータを選択します。
					
	
						日付の範囲:-: 日付の範囲を定義して、その範囲内にリリースされたエラータを追加します。
					
	
						タイプ:-: バグ修正、機能拡張、セキュリティーなどのエラータのタイプを選択して追加します。
					



				特定日より後のエラータを除外するコンテンツフィルターを作成します。これにより、アプリケーションライフサイクルの実稼働システムがある時点まで最新に保たれたことになります。その後にこのフィルターの開始日を変更し、テスト環境に新たなエラータを導入します。こうすることで、新パッケージにアプリケーションライフサイクルとの互換性があるかどうかをテストできます。
			

				Satellite Web UI の代わりに CLI を使用する場合は、CLI 手順 を参照してください。
			
前提条件
	
						必要なエラータを含むリポジトリーを指定してコンテンツビューを作成しておく。詳細は、「コンテンツビューの作成」 を参照してください。
					


手順
	
						Satellite web UI で、コンテンツ > コンテンツビュー に移動して、エラータ適用に使用するコンテンツビューを選択します。
					
	
						Yum コンテンツ > フィルターを選択し、新規フィルターをクリックします。
					
	
						名前 フィールドで、Errata Filter を入力します。
					
	
						コンテンツタイプ リストから エラータ - 日付およびタイプ を選択します。
					
	
						含有タイプ リストから 除外 を選択してください。
					
	
						説明 フィールドに Exclude errata items from YYYY-MM-DD を入力します。
					
	
						Save をクリックします。
					
	
						Errata Typeの場合、除外するエラータタイプのチェックボックスを選択します。たとえば、特定の日付以降の機能拡張やバグ修正エラータを除外し、セキュリティーエラータすべてを含めるには、Enhancement および Bugfix のチェックボックスを選択し、Security のチェックボックスの選択を解除します。
					
	
						Date Type の場合、2 つのチェックボックスからいずれかを選択します。
					
	
								エラータの発行日については 発行日 を選択します。
							
	
								エラータの最終更新日については 更新日 を選択します。
							



	
						開始日 を選択して、すべてのエラータを除外するか、選択した日付以降のエラータを除外します。
					
	
						終了日 フィールドは空白にしておきます。
					
	
						Save をクリックします。
					
	
						新規バージョンの公開 をクリックして、表示されているリポジトリーを公開します。
					
	
						説明 フィールドに Adding errata filter と入力します。
					
	
						Save をクリックします。
					

						コンテンツビューが公開されると、コンテンツ コラムのパッケージとエラータの数が公開前のリポジトリーと比べて少なくなります。これは、前年のセキュリティー以外のエラータがフィルターにより正常に除外されたためです。
					

	
						バージョン タブをクリックします。
					
	
						公開バージョンの右側にある プロモート をクリックします。
					
	
						コンテンツビューのプロモート先の環境を選択します。
					
	
						説明 フィールドに、プロモートの説明を入力します。
					
	
						バージョンのプロモート をクリックして、必要とされる環境全体に、このコンテンツビューバージョンをプロモートします。
					


CLI 手順
	
						エラータのフィルターを作成します。
					
# hammer content-view filter create --name "Filter Name" \
--description "Exclude errata items from the YYYY-MM-DD" \
--content-view "CV Name" --organization "Default Organization" \
--type "erratum"

	
						フィルタールールを作成して、指定の 開始日 以降のエラータすべてを除外します。
					
# hammer content-view filter rule create --start-date "YYYY-MM-DD" \
--content-view "CV Name" --content-view-filter="Filter Name" \
--organization "Default Organization" --types=security,enhancement,bugfix

	
						コンテンツビューを公開します。
					
# hammer content-view publish --name "CV Name" \
--organization "Default Organization"

	
						コンテンツビューをライフサイクル環境にプロモートし、そこに含まれるエラータをそのライフサイクル環境で利用できるようにします。
					
# hammer content-view version promote \
--content-view "CV Name" \
--organization "Default Organization" \
--to-lifecycle-environment "Lifecycle Environment Name"




増分コンテンツビューへのエラータの追加




				エラータが利用できるがインストールできない場合には、増分のコンテンツビューバージョンを作成して、エラータをコンテンツホストに追加できます。たとえば、コンテンツビューがバージョン 1.0 の場合は、コンテンツビューバージョン 1.1 になり、公開時に、コンテンツビューバージョン 2.0 になります。
			
重要

					コンテンツビューのバージョンが古い場合、機能拡張エラータを増分的に追加するときに非互換性が発生する可能性があります。これは、機能拡張は通常、リポジトリー内の最新のソフトウェア向けに設計されているためです。
				


				Satellite Web UI の代わりに CLI を使用する場合は、CLI 手順 を参照してください。
			
手順
	
						Satellite Web UI で、コンテンツ > エラータ に移動します。
					
	
						エラータ のリストから、適用するエラータの名前をクリックします。
					
	
						エラータを適用するコンテンツホストを選択し、ホストに適用 をクリックします。これにより、コンテンツビューの増分更新が作成されます。
					
	
						エラータをコンテンツホストに適用する場合は、Apply Errata to Content Hosts immediately after publishing のチェックボックスを選択します。
					
	
						確認 をクリックして、エラータを適用します。
					


CLI 手順
	
						エラータと対応する ID をリスト表示します。
					
# hammer erratum list

	
						異なるコンテンツビューバージョンと対応する ID をリスト表示します。
					
# hammer content-view version list

	
						コンテンツビューバージョンに単一のエラータを適用します。コンマ区切りのリストとして、さらに ID を追加できます。
					
# hammer content-view version incremental-update \
--content-view-version-id 319 --errata-ids 34068b




ホストへのエラータの適用




				以下の手順を使用して、エラータをレビューし、ホストに適用します。
			
前提条件
	
						Red Hat から利用可能な最新のエラータと、Red Hat Satellite リポジトリーを同期しておく。詳細は、「リポジトリーの同期」 を参照してください。
					
	
						Satellite Server の環境およびコンテンツビューにホストを登録しておく。詳細は、Managing Hosts ガイドの Registering Hosts を参照してください。
					
	
						リモート実行用にホストを設定します。リモート実行ジョブの詳細は、Managing Hosts ガイドの Configuring and Setting Up Remote Jobs を参照してください。
					


注記

					非推奨の Katello エージェントでコンテンツの更新を受け取るようにホストが設定されている場合は、代わりにリモート実行に移行します。詳細は、ホストの管理 の Katello エージェントからリモート実行へのホストの移行 を参照してください。
				


				マネージドホストにエラータを適用する手順は、オペレーティングシステムによって異なります。
			
Red Hat Enterprise Linux 7 を実行しているホストへのエラータの適用




					以下の手順を使用して、Red Hat Enterprise Linux 7 を実行しているホストに対するエラータをレビューし、適用します。
				
手順
	
							Satellite Web UI で、ホスト > コンテンツホスト に移動し、エラータを適用するホストを選択します。
						
	
							エラータ タブに移動してエラータのリストを表示します。
						
	
							適用するエラータを選択し、Apply Selected (選択した項目を適用) をクリックします。確認画面で、適用 をクリックします。
						
	
							選択したエラータに関連付けられた全パッケージを更新するタスクが完了したら、詳細 タブをクリックして更新済みのパッケージを表示します。
						


CLI 手順
	
							ホストのすべてのエラータをリスト表示します。
						
# hammer host errata list \
--host client.example.com

	
							ホストに最新のエラータを適用します。エラータ ID を使用して適用するエラータを特定します。
						

							Remote Execution の使用
						
# hammer job-invocation create \
--feature katello_errata_install \
--inputs errata=ERRATUM_ID1,ERRATUM_ID2 \
--search-query "name = client.example.com"

							Katello Agent の使用 (非推奨)
						
# hammer host errata apply --host "client.example.com" \
--errata-ids ERRATUM_ID1,ERRATUM_ID2...




Red Hat Enterprise Linux 8 を実行しているホストへのエラータの適用




					以下の手順を使用して、Red Hat Enterprise Linux 8 を実行しているホストに対するエラータを確認して適用します。
				
CLI 手順
	
							Satellite で、ホストのすべてのエラータをリスト表示します。
						
# hammer host errata list \
--host client.example.com

	
							エラータが含まれるモジュールのストリームを検索します。
						
# hammer erratum info --id ERRATUM_ID

	
							ホストで、モジュールストリームを更新します。
						
# yum update Module_Stream_Name





複数ホストへのエラータの適用




				以下の手順を使用して、エラータをレビューし、複数の RHEL 7 ホストに適用します。
			
前提条件
	
						Red Hat から利用可能な最新のエラータと、Red Hat Satellite リポジトリーを同期しておく。詳細は、「リポジトリーの同期」 を参照してください。
					
	
						Satellite Server の環境およびコンテンツビューにホストを登録しておく。詳細は、Managing Hosts ガイドの Registering Hosts を参照してください。
					
	
						リモート実行用にホストを設定します。リモート実行ジョブの詳細は、Managing Hosts ガイドの Configuring and Setting Up Remote Jobs を参照してください。
					


注記

					非推奨の Katello エージェントでコンテンツの更新を受け取るようにホストが設定されている場合は、代わりにリモート実行に移行します。詳細は、ホストの管理 の Katello エージェントからリモート実行へのホストの移行 を参照してください。
				

手順
	
						Satellite Web UI で、コンテンツ > エラータ に移動します。
					
	
						適用するエラータ名をクリックします。
					
	
						コンテンツホスト タブをクリックします。
					
	
						エラータの適用先のホストを選択し、ホストへの適用 をクリックします。
					
	
						Confirm をクリックします。
					


CLI 手順
	
						インストール可能な全エラータを表示します。
					
# hammer erratum list \
--errata-restrict-installable true \
--organization "Default Organization"

	
						エラータのいずれかを複数のホストに適用します。
					

						Remote Execution の使用
					
# hammer job-invocation create \
--feature katello_errata_install \
--inputs errata=ERRATUM_ID \
--search-query "applicable_errata = ERRATUM_ID"

						Katello Agent の使用 (非推奨)
					

						使用するエラータを特定し、このエラータを適用可能なホストをリスト表示します。
					
# hammer host list \
--search "applicable_errata = ERRATUM_ID" \
--organization "Default Organization"

						次の Bash スクリプトを使用して、このエラータが利用可能な各ホストにエラータを適用します。
					
for HOST in hammer --csv --csv-separator "|" host list --search "applicable_errata = ERRATUM_ID" --organization "Default Organization" | tail -n+2 | awk -F "|" '{ print $2 }' ;
do
  echo "== Applying to $HOST ==" ; hammer host errata apply --host $HOST --errata-ids ERRATUM_ID1,ERRATUM_ID2 ;
done

						このコマンドは、erratum_IDs を適用できるホストをすべて特定し、このエラータを各ホストに適用します。
					

	
						エラータが正しく適用されたことを確認するには、以下のコマンドの出力で適切なタスクを検索します。
					
# hammer task list

	
						選択したタスクの状態を表示します。
					
# hammer task progress --id task_ID




ホストコレクションへのエラータの適用



Remote Execution の使用

					

# hammer job-invocation create \
--feature katello_errata_install \
--inputs errata=ERRATUM_ID1,ERRATUM_ID2,... \
--search-query "host_collection = HOST_COLLECTION_NAME"


				
Katello Agent の使用 (非推奨)

					

# hammer host-collection erratum install \
--errata "erratum_ID1,erratum_ID2,..." \
--name "host_collection_name"\
--organization "My_Organization"


				


第12章 コンテナーイメージの管理




			Satellite では、さまざまなソースからコンテナーイメージをインポートして、コンテンツビューを使用して外部コンテナーに分散できます。
		

			コンテナーに関する情報は、Red Hat Enterprise Linux Atomic Host 7の Getting Started with Containers を参照してください。
		
コンテナーイメージのインポート




				Red Hat レジストリーまたは他のイメージレジストリーからコンテナーイメージリポジトリーをインポートできます。
			

				Satellite Web UI の代わりに CLI を使用する場合は、CLI 手順 を参照してください。
			
リポジトリー検出を使用した手順
	
						Satellite Web UI で コンテンツ > 製品 に移動して、リポジトリーの検出 をクリックします。
					
	
						リポジトリータイプ リストから コンテナーイメージ を選択します。
					
	
						検出するレジストリー フィールドには、イメージのインポート元となるレジストリーの URL を入力します。
					
	
						レジストリーのユーザー名 フィールドには、コンテナーのイメージレジストリーのユーザー名に対応する名前を入力します。
					
	
						レジストリーのパスワード フィールドには、入力したユーザー名に対応するパスワードを入力します。
					
	
						レジストリー検索パラメーター フィールドには、検索の絞り込みに使用する検索条件を入力して、検出 をクリックします。
					
	
						オプション: 検出されたリポジトリー リストをさらに絞り込むには、フィルター フィールドに、使用する追加の検索条件を入力します。
					
	
						検出されたリポジトリー リストからインポートするリポジトリーを選択して、選択項目の作成 クリックします。
					
	
						オプション: このコンテナーリポジトリーのダウンロードポリシーを on demand に変更するには、「リポジトリーのダウンロードポリシーの変更」 を参照してください。
					
	
						オプション: 製品 リストから製品を作成するには、新しい製品 を選択します。
					
	
						名前 フィールドに製品名を入力します。
					
	
						オプション: リポジトリー名 と リポジトリーラベル のコラムで、リポジトリー名とラベルを編集できます。
					
	
						リポジトリー作成の実行 をクリックします。
					
	
						リポジトリーの作成が完了したら、各新規リポジトリーをクリックして詳細情報を確認できます。
					
	
						オプション: リポジトリーにインポートするコンテンツをフィルタリングするには、リポジトリーをクリックして、同期タグの制限 に移動します。これをクリックし、Satellite への同期コンテンツを制限するタグを編集または追加します。
					
	
						Satellite Web UI で、Content > Products に移動し、製品の名前を選択します。
					
	
						新規リポジトリーを選択し、同期開始 をクリックして同期プロセスを開始します。
					


リポジトリーの手動作成を伴う手順
	
						Satellite Web UI で、Content > Products に移動します。必要な製品の名前をクリックします。
					
	
						New repository をクリックします。
					
	
						Type リストから docker を選択します。リポジトリーの詳細を入力し、Save をクリックします。
					
	
						新しいリポジトリーを選択し、Sync Now をクリックします。
					


次のステップ
	
						同期の進捗状況を表示するには、コンテンツ > 同期の状態 に移動して、リポジトリーツリーをデプロイメントします。
					
	
						同期が完了したら、コンテナーイメージのマニフェスト をクリックして利用可能なマニフェストをリスト表示します。また、必要のなくなったマニフェストは、このリストから削除できます。
					


CLI 手順
	
						カスタムの Red Hat Container Catalog 製品を作成します。
					
# hammer product create \
--description "Red Hat Container Catalog content" \
--name "Red Hat Container Catalog" \
--organization "My_Organization" \
--sync-plan "My_Sync_Plan"

	
						コンテナーイメージ用のリポジトリーを作成します。
					
# hammer repository create \
--name "RHEL7" \
--content-type "docker" \
--url "http://registry.access.redhat.com/" \
--docker-upstream-name "rhel7" \
--product "Red Hat Container Catalog" \
--organization "My_Organization"

	
						リポジトリーを同期します。
					
# hammer repository synchronize \
--name "RHEL7" \
--product "Red Hat Container Catalog" \
--organization "My_Organization"



関連情報
	
						手動での製品とリポジトリーの作成方法の詳細は、6章コンテンツのインポート を参照してください。
					



コンテナー名のパターンの管理




				Satellite を使用してコンテナーの作成や管理を行う場合には、コンテナーはコンテンツビューのバージョン間や異なるステージの Satellite ライフサイクル環境間を移動するので、コンテナー名はステージごとに変化します。たとえば、アップストリームのリポジトリーから、ssh 名を使用してコンテナーイメージを同期する場合には、そのイメージを Satellite 製品と組織に追加してコンテンツビューの一部として公開する時に、コンテナーイメージは my_organization_production-custom_spin-my_product-custom_ssh という名前になる可能性があります。これが原因で、コンテナーイメージをプルする時に問題が発生する可能性があります。理由は、コンテナーレジストリーに、コンテナー名のインスタンスが 1 つしか含まれていない可能性があるためです。Satellite の命名規則の問題を回避するには、デフォルト名を上書きするようにレジストリー名のパターンを設定して、コンテナー名が後で使用するときに明確になるようにします。
			
制限事項

					レジストリー名のパターンを使用してコンテナーの命名規則を管理する場合には、レジストリーの命名パターンが理由でグローバル一意名を生成する必要があるので、命名時に競合の問題が発生する可能性があります。以下に例を示します。
				
	
						repository.docker_upstream_name のレジストリー名パターンを設定した場合に、Production ライフサイクルと同じリポジトリー名のコンテナーコンテンツが含まれるコンテンツビューを公開またはプロモートできません。
					
	
						lifecycle_environment.name のレジストリー名パターンを設定した場合には、同じ名前を指定して 2 つ目のコンテナーリポジトリーを作成することができません。
					



				コンテナーに対してレジストリーの命名パターンを定義する場合には、注意を払って進めて行く必要があります。
			
手順

					レジストリー名パターンで、コンテナーの命名を管理するには、以下の手順を実行します。
				
	
						Satellite Web UI で、コンテンツ > ライフサイクル環境 に移動して、ライフサイクル環境を作成するか、編集するライフサイクル環境を選択します。
					
	
						コンテナーイメージのレジストリー エリアで、レジストリー名のパターン の右側にある編集アイコンをクリックします。
					
	
						変数リストと例を使用して、必要とされるレジストリー名のパターンを判断します。
					
	
						レジストリー名のパターン フィールドに、使用するレジストリー名のパターンを入力します。たとえば、repository.docker_upstream_name を使用するには、以下を入力します。
					
<%= repository.docker_upstream_name %>

	
						Save をクリックします。
					



コンテナーレジストリーの認証管理




				Satellite からコンテナーイメージにアクセスするための認証設定を管理できます。デフォルトでは、Satellite のコンテナーイメージにアクセスするには認証が必要です。
			

				ライフサイクル環境の Satellite イメージレジストリーに含まれるコンテナーイメージにアクセスするのにユーザーの認証をするかどうかを指定できます。たとえば、認証要件なしに Production ライフサイクルからコンテナーイメージにアクセスできるようにしたり、認証済みのユーザーだけに Development および QA 環境へのアクセスを制限したりすることもできます。
			
手順
	
						Satellite Web UI で、コンテンツ > ライフサイクル環境 に移動します。
					
	
						認証を管理するライフサイクル環境を選択します。
					
	
						このライフサイクル環境に認証なしでアクセスできるようにするには、Unauthenticated Pull のチェックボックスを選択します。認証なしのアクセスを制限するには、Unauthenticated Pull のチェックボックスのチェックを外します。
					
	
						Save をクリックします。
					



認証局を信頼するように Podman と Docker を設定




				Podman は、/etc/containers/certs.d/ および /etc/docker/certs.d/ の 2 つのパスを使用して CA ファイルを見つけます。
			

				ルート CA ファイルをこれらの場所のいずれかにコピーし、サーバーのホスト名によって判別されるパスを使用して、ca.crt ファイルに名前を付けます。
			

				次の例では、ユースケースに応じて、hostname.example.com を satellite-server.example.com または capsule-server.example.com に置き換えます。
			
	
						最初に、以下を使用して関連する場所を作成する必要がある場合があります。
					
# mkdir -p /etc/containers/certs.d/hostname.example.com

						または
					
# mkdir -p /etc/docker/certs.d/hostname.example.com

	
						podman を使用する場合
					
# cp rootCA.pem /etc/containers/certs.d/hostname.example.com/ca.crt

	
						または、Docker を使用している場合は、ルート CA ファイルを同等の Docker ディレクトリーにコピーします。
					
# cp rootCA.pem /etc/docker/certs.d/hostname.example.com/ca.crt




				レジストリーにログインする際に、--tls-verify=false オプションを使用する必要がなくなります。
			
$ podman login hostname.example.com

Username: admin
Password:
Login Succeeded!

コンテナーレジストリーの使用




				Podman および Docker を使用して、コンテナーレジストリーからコンテンツを取得できます。
			
Capsule のコンテナーレジストリー

					コンテンツを含む Capsule では、Container Gateway Capsule プラグインはコンテナーレジストリーとして機能します。Katello から認証情報をキャッシュし、受信した要求を Pulp にプロキシーします。Container Gateway は、コンテンツを含む Capsules でデフォルトで利用できます。
				
手順

					コンテナーレジストリーにログインします。
				
# podman login satellite.example.com

				コンテナーイメージをリスト表示します。
			
# podman search satellite.example.com/

				コンテナーイメージをプルします。
			
# podman pull satellite.example.com/my-image:<optional_tag>


第13章 ISO イメージの管理




			Satellite を使用して、Red Hat のコンテンツ配信ネットワーク (CDN) または他のソースからの ISO イメージを保存できます。仮想マシンイメージなどの他のファイルをアップロードしたり、リポジトリーに公開したりすることも可能です。
		
Red Hat からの ISO イメージのインポート




				Red Hat CDN では、特定製品の ISO イメージを提供しています。このコンテンツをインポートする手順は、RPM コンテンツのリポジトリーを有効にする手順と似ています。
			

				Satellite Web UI の代わりに CLI を使用する場合は、CLI 手順 を参照してください。
			
手順
	
						Satellite Web UI で、コンテンツ > Red Hat リポジトリー に移動します。
					
	
						検索 フィールドで、Red Hat Enterprise Linux 7 Server (ISOs) などのイメージ名を入力します。
					
	
						利用可能なリポジトリーウィンドウで、Red Hat Enterprise Linux 7 Server (ISOs) をデプロイメントします。
					
	
						x86_64 7.2 エントリーでは、有効化 アイコンをクリックして、対象のイメージのリポジトリーを有効にします。
					
	
						Satellite Web UI で、コンテンツ > 製品 に移動して、Red Hat Enterprise Linux Server をクリックします。
					
	
						Red Hat Enterprise Linux Server ウィンドウの Repositories タブをクリックして、Red Hat Enterprise Linux 7 Server ISOs x86_64 7.2 をクリックします。
					
	
						Red Hat Enterprise Linux 7 Server ISOs x86_64 7.2 ウィンドウの右上で、アクションの選択 をクリックして、同期開始 を選択します。
					


同期のステータスの表示方法
	
						Satellite Web UI で、コンテンツ > 同期のステータス に移動し、Red Hat Enterprise Linux Server をデプロイメントします。
					


CLI 手順
	
						file リポジトリーの Red Hat Enterprise Linux Server 製品を特定します。
					
# hammer repository-set list \
--product "Red Hat Enterprise Linux Server" \
--organization "My_Organization" | grep "file"

	
						Red Hat Enterprise Linux 7.2 Server ISO の file リポジトリーを有効にします。
					
# hammer repository-set enable \
--product "Red Hat Enterprise Linux Server" \
--name "Red Hat Enterprise Linux 7 Server (ISOs)" \
--releasever 7.2 \
--basearch x86_64 \
--organization "My_Organization"

	
						製品のリポジトリーを見つけます。
					
# hammer repository list \
--product "Red Hat Enterprise Linux Server" \
--organization "My_Organization"

	
						製品のリポジトリーを同期します。
					
# hammer repository synchronize \
--name "Red Hat Enterprise Linux 7 Server ISOs x86_64 7.2" \
--product "Red Hat Enterprise Linux Server" \
--organization "My_Organization"




個別の ISO イメージとファイルのインポート




				以下の手順を使用して、ISO コンテンツとその他のファイルを Satellite Server に手動でインポートします。ファイルをインポートするには、Satellite Web UI または Hammer CLI を使用して、以下の手順を実行してください。ただし、アップロードするファイルのサイズが 15 MB よりも大きい場合は、Hammer CLI を使用してリポジトリーにアップロードする必要があります。
			

				Satellite Web UI の代わりに CLI を使用する場合は、CLI 手順 を参照してください。
			
手順
	
						Satellite Web UI で コンテンツ > 製品 に移動して、製品ウィンドウで 製品の作成 をクリックします。
					
	
						名前 フィールドで製品を識別するための名前を入力します。この名前が ラベル フィールドに投入されます。
					
	
						オプション: GPG Key フィールドには、製品の GPG キーを入力します。
					
	
						オプション: 同期プラン リストから製品の同期プランを選択します。
					
	
						オプション: Description フィールドには、製品の説明を入力します。
					
	
						Save をクリックします。
					
	
						製品ウィンドウで、新製品をクリックし、リポジトリーの作成 をクリックします。
					
	
						Name フィールドに、リポジトリーの名前を入力します。これにより、自動的に ラベル フィールドにデータが投入されます。
					
	
						タイプ のリストから ファイル を選択します。
					
	
						Upstream URL フィールドに、ソースとして使用するレジストリーの URL を入力します。アップストリームのユーザー名 と アップストリームのパスワード フィールドには対応するユーザー名とパスワードを追加します。
					
	
						Save をクリックします。
					
	
						新しいリポジトリーを選択します。
					
	
						ファイルのアップロード に移動し、参照 をクリックします。
					
	
						.iso ファイルを選択して アップロード をクリックします。
					


CLI 手順
	
						カスタム製品を作成します。
					
# hammer product create \
--name "My_ISOs" \
--sync-plan "Example Plan" \
--description "My_Product" \
--organization "My_Organization"

	
						リポジトリーを作成します。
					
# hammer repository create \
--name "My_ISOs" \
--content-type "file" \
--product "My_Product" \
--organization "My_Organization"

	
						ISO ファイルをリポジトリーにアップロードします。
					
# hammer repository upload-content \
--path ~/bootdisk.iso \
--id repo_ID \
--organization "My_Organization"





第14章 カスタムファイルタイプコンテンツの管理




			Satellite で、SSH キーおよびソースコードファイル、仮想マシンイメージや ISO ファイルなどの大容量ファイルの管理と配布が必要になる場合があります。これには、Red Hat Satellite のカスタム製品にカスタムファイルタイプのリポジトリーを追加します。こうすることで、製品に任意のファイルを組み込む一般的な方法が提供されます。
		

			リポジトリーにファイルをアップロードし、アップストリームの Satellite Server からファイルを同期できます。ファイルをカスタムのファイルタイプリポジトリーに追加すると、特定のバージョンをコンテンツビューに追加して、さまざまな Capsule Server でファイルのリポジトリーを利用可能にするなど、通常の Satellite 管理機能を使用できます。クライアントは、curl -O で、HTTP または HTTPS からファイルをダウンロードする必要があります。
		

			Satellite Server のファイルタイプリポジトリーはカスタム製品に対してのみ作成できますが、ファイルタイプのリポジトリーは柔軟に作成できます。Satellite がインストールされているシステム、またはリモートの HTTP サーバーのディレクトリーに個別のファイルタイプリポジトリーを作成して、そのディレクトリーのコンテンツを同期できます。この方法は、Satellite リポジトリーに追加するファイルが複数ある場合に便利です。
		
カスタムファイルタイプリポジトリーの作成




				カスタムファイルタイプリポジトリーを作成する手順は、リポジトリー作成時に ファイル タイプを選択する以外は、カスタムコンテンツの作成手順と同じです。製品を作成してから、カスタムリポジトリーを追加する必要があります。
			

				Satellite Web UI の代わりに CLI を使用する場合は、CLI 手順 を参照してください。
			
手順
	
						Satellite Web UI で、Content > Products に移動します。
					
	
						リポジトリーを作成する製品を選択します。
					
	
						Repositories タブで、New Repository をクリックします。
					
	
						Name フィールドに、リポジトリーの名前を入力します。Satellite では、名前を基に ラベル フィールドに値が自動的に入力されます。
					
	
						オプション: Description フィールドに、新規リポジトリーの説明を入力します。
					
	
						Type のリストから、リポジトリーのタイプとして file を選択します。
					
	
						オプション: Upstream URL フィールドに、ソースとして使用するアップストリームリポジトリーの URL を入力します。
					
	
						アップストリームのリポジトリーの SSL 証明書が信頼できる CA によって署名されていることを確認する場合は、Verify SSL のチェックボックスを選択します。
					
	
						オプション: 認証に必要な場合は、Upstream Username フィールドに、アップストリームリポジトリーのユーザー名を入力します。リポジトリーに認証が必要ない場合は、このフィールドをクリアします。
					
	
						オプション: Upstream Password フィールドに、アップストリームリポジトリーに対応するパスワードを入力します。リポジトリーに認証が必要ない場合は、このフィールドをクリアします。
					
	
						オプション: アップストリームの認証トークン フィールドに、認証用のアップストリームリポジトリーユーザーのトークンを指定します。リポジトリーに認証が必要ない場合は、このフィールドを空欄のままにします。
					
	
						ミラーリングポリシー リストから、Satellite Server が実行するコンテンツの同期のタイプを選択します。詳細は、「ミラーリングポリシーの概要」 を参照してください。
					
	
						オプション: HTTP Proxy Policy フィールドで、HTTP プロキシーを使用するを選択または選択解除します。デフォルトでは、Global Default HTTP プロキシーを使用します。
					
	
						オプション: Unprotected のチェックボックスをオフにして、このリポジトリーにアクセスするためにサブスクリプションエンタイトルメント証明書を要求することができます。デフォルトでは、リポジトリーは HTTP 経由で公開されます。
					
	
						オプション: SSL CA Cert フィールドで、リポジトリーの SSL CA 証明書を選択します。
					
	
						オプション: SSL Client Cert フィールドで、リポジトリーの SSL Client Certificate を選択します。
					
	
						オプション: SSL Client Key フィールドで、リポジトリーの SSL Client Key を選択します。
					
	
						Save をクリックして、リポジトリーを作成します。
					


CLI 手順
	
						カスタム製品を作成します。
					
# hammer product create \
--description "My_Files" \
--name "My_File_Product" \
--organization "My_Organization" \
--sync-plan "My_Sync_Plan"
表14.1 hammer product create コマンドのオプションパラメーター
	オプション	説明
	 
										--gpg-key-id gpg_key_id
									

									 	 
										GPG キー数値 ID
									

									 
	 
										--sync-plan sync_plan_name
									

									 	 
										検索する同期プラン名
									

									 
	 
										--sync-plan-id sync_plan_id
									

									 	 
										同期プランの数値 ID
									

									 




	
						file タイプリポジトリーを作成します。
					
# hammer repository create \
--content-type "file" \
--name "My_Files" \
--organization "My_Organization" \
--product "My_File_Product"
表14.2 hammer repository create コマンドのオプションパラメーター
	オプション	説明
	 
										--checksum-type sha_version
									

									 	 
										リポジトリーのチェックサムです。現在、'sha1' および 'sha256' がサポートされています。
									

									 
	 
										--download-policy policy_name
									

									 	 
										yum リポジトリーのダウンロードポリシー (immediate または on_demand のいずれか)。
									

									 
	 
										--gpg-key gpg_key_name
									

									 	 
										検索するキー名
									

									 
	 
										--gpg-key-id gpg_key_id
									

									 	 
										GPG キー数値 ID
									

									 
	 
										--mirror-on-sync boolean
									

									 	 
										同期する場合に、このリポジトリーをソースからミラーリングし、古い RPM を削除する必要がありますか ?true または false、yes または no、もしくは 1 または 0 に設定します。
									

									 
	 
										--publish-via-http boolean
									

									 	 
										HTTP を使用して公開する必要もありますか ?true または false、yes または no、もしくは 1 または 0 に設定します。
									

									 
	 
										--upstream-username repository_username
									

									 	 
										認証に必要な場合は、アップストリームリポジトリーユーザー
									

									 
	 
										--upstream-password repository_password
									

									 	 
										アップストリームリポジトリーユーザーのパスワード
									

									 
	 
										--url source_repo_url
									

									 	 
										ソースリポジトリーの URL
									

									 
	 
										--verify-ssl-on-sync boolean
									

									 	 
										URL の SSL 証明書が信頼できる CA によって署名されているのを Katello が確認する必要がありますか ?true または false、yes または no、もしくは 1 または 0 に設定します。
									

									 







ローカルディレクトリーにカスタムのファイルタイプリポジトリーの作成




				Satellite が pulp-manifest コマンドを使用してインストールされているベースシステムで、ファイルのディレクトリーから、カスタムファイルタイプリポジトリーを作成できます。その後、Satellite Server にファイルを同期します。ファイルタイプリポジトリーにファイルを追加すると、他のリポジトリーと同じようにファイルを操作できます。
			

				以下の手順を使用して、Satellite がインストールされているベースシステムのディレクトリーにリポジトリーを設定します。リモートサーバーのディレクトリーにファイルタイプリポジトリーを作成するには、「リモートファイルタイプリポジトリーの作成」 を参照してください。
			
手順

					ローカルディレクトリーにファイルタイプリポジトリーを作成するには、以下の手順を行います。
				
	
						Utils リポジトリーが有効になっていることを確認します。
					
# subscription-manager repos --enable=rhel-8-for-x86_64-baseos-rpms \
--enable=rhel-8-for-x86_64-appstream-rpms \
--enable=satellite-utils-6.11-for-rhel-8-x86_64-rpms

	
						Pulp マニフェストパッケージをインストールします。
					
# satellite-maintain packages install python38-pulp_manifest

						このコマンドは、Satellite サービスを停止し、satellite-installer を再実行することに注意してください。または、サービスの停止によるダウンタイムを防ぐために、次を使用できます。
					
# satellite-maintain packages unlock
# yum install python38-pulp_manifest
# satellite-maintain packages lock

	
						HTTP サーバーのパブリックフォルダーのファイルタイプリポジトリーとして使用するディレクトリーを作成します (例: /var/lib/pulp/sync_imports/new_repo)。
					
# mkdir /var/lib/pulp/sync_imports/new_repo

	
						ディレクトリーにファイルを追加して、テストファイルを作成します。
					
# touch my_file_repo/test.txt

	
						Pulp マニフェストコマンドを入力して、マニフェストを作成します。
					
# pulp-manifest my_file_repo

	
						マニフェストが作成されたことを確認します。
					
# ls my_file_repo
PULP_MANIFEST test.txt

	
						追加のインポートパスを設定して、Satellite に存在するファイルリポジトリーを同期します。たとえば、ファイルリポジトリーが /path/to/myrepo にある場合は、次のように入力します。
					
# satellite-installer --foreman-proxy-content-pulpcore-additional-import-paths /path/to/myrepo



ファイルタイプリポジトリーからのファイルのインポート

					ファイルタイプリポジトリーからファイルをローカルディレクトリーにインポートするには、以下の手順を行います。
				
	
						カスタム製品が Satellite Server に存在することを確認します。
					
	
						Satellite Web UI で、コンテンツ > 製品 に移動します。
					
	
						製品の名前を選択します。
					
	
						リポジトリー タブをクリックして、新規リポジトリー を選択します。
					
	
						名前 フィールドに、リポジトリーの名前を入力します。Satellite 6 では、名前 に入力した内容をもとに、このフィールドに値が自動的に入力されます。
					
	
						タイプ リストから、リポジトリーのコンテンツタイプを選択します。
					
	
						アップストリーム URL フィールドに、ソースとして使用するリポジトリーを使用したローカルディレクトリーを入力します (file:///my_file_repo の形式)。
					
	
						Verify SSL のチェックボックスを選択してリポジトリーの SSL 証明書をチェックするか、Verify SSL のチェックボックスの選択を解除します。
					
	
						オプション: アップストリームのユーザー名 フィールドに、必要なアップストリームユーザー名を入力します。
					
	
						オプション: アップストリームのパスワード フィールドに、アップストリームユーザー名のパスワードを入力します。
					
	
						オプション: アップストリームの認証トークン フィールドに、認証用のアップストリームリポジトリーユーザーのトークンを指定します。リポジトリーに認証が必要ない場合は、このフィールドを空欄のままにします。
					
	
						ミラーリングポリシー リストから、Satellite Server が実行するコンテンツの同期のタイプを選択します。詳細は、「ミラーリングポリシーの概要」 を参照してください。
					
	
						オプション: HTTP Proxy Policy フィールドで、必要な HHTP プロキシーを選択します。デフォルト値は Global Default です。
					
	
						オプション: Unprotected のチェックボックスをオフにして、このリポジトリーにアクセスするためにサブスクリプションエンタイトルメント証明書を要求することができます。デフォルトでは、リポジトリーは HTTP 経由で公開されます。
					
	
						オプション: GPG キー フィールドで、リポジトリーの GPG キーを選択します。
					
	
						オプション: SSL CA 証明書 フィールドで、リポジトリーの SSL CA 証明書を選択します。
					
	
						オプション: SSL Client cert フィールドで、リポジトリーの SSL Client Certificate を選択します。
					
	
						オプション: SSL Client Key フィールドで、リポジトリーの SSL Client Key を選択します。
					
	
						保存 をクリックして、このリポジトリーエントリーを保存します。
					


ファイルタイプリポジトリーの更新

					ファイルタイプリポジトリーを更新するには、以下の手順を行います。
				
	
						Satellite Web UI で、コンテンツ > 製品 に移動します。
					
	
						製品の名前を選択します。
					
	
						更新するリポジトリーの名前を選択します。
					
	
						アクションの選択 メニューから 同期開始 を選択します。
					
	
						リポジトリーを公開した URL を開いて、ファイルを表示します。
					



リモートファイルタイプリポジトリーの作成




				pulp-manifest を使用して、Satellite Server の外部にあるファイルのディレクトリーから、カスタムファイルタイプリポジトリーを作成します。その後、HTTP または HTTPS 経由で Satellite Server にファイルを同期します。ファイルタイプリポジトリーにファイルを追加すると、他のリポジトリーと同じようにファイルを操作できます。
			

				以下の手順を使用して、リモートサーバーのディレクトリーにリポジトリーを設定します。Satellite Server がインストールされているベースシステムのディレクトリーにファイルタイプリポジトリーを作成するには、「ローカルディレクトリーにカスタムのファイルタイプリポジトリーの作成」 を参照してください。
			
前提条件

					リモートファイルタイプリポジトリーを作成する前に、以下の条件が存在することを確認します。
				
	
						Red Hat Enterprise Linux 7 サーバーが Satellite または Red Hat CDN に登録されている。
					
	
						Red Hat Enterprise Linux Server および Satellite Client 6 リポジトリーにエンタイトルメントがある。
					
	
						HTTP サーバーがインストールされている。Web サーバーの設定方法は システム管理者のガイド における Red Hat Enterprise Linux 7 での Apache HTTP サーバー を参照してください。
					


手順

					リモートディレクトリーにファイルタイプリポジトリーを作成するには、以下の手順を行います。
				
	
						マシンで、正しいリポジトリーが有効になっていることを確認します。
					
	
								Red Hat Enterprise Linux 8 の場合:
							
# subscription-manager repos --enable=rhel-8-for-x86_64-baseos-rpms \
--enable=rhel-8-for-x86_64-appstream-rpms \
--enable=satellite-utils-6.11-for-rhel-8-x86_64-rpms

	
								Red Hat Enterprise Linux 7 の場合:
							
# subscription-manager repos --enable=rhel-7-server-rpms \
--enable=rhel-7-server-satellite-utils-6.11-rpms




	
						Pulp マニフェストパッケージをインストールします。
					
	
								Red Hat Enterprise Linux 8 の場合:
							
# yum install python38-pulp_manifest

	
								Red Hat Enterprise Linux 7 の場合:
							
# yum install tfm-pulpcore-python3-pulp_manifest




	
						HTTP サーバーのパブリックフォルダーのファイルタイプリポジトリーとして使用するディレクトリーを作成します。
					
# mkdir /var/www/html/pub/my_file_repo

	
						ディレクトリーにファイルを追加して、テストファイルを作成します。
					
# touch /var/www/html/pub/my_file_repo/test.txt

	
						Pulp マニフェストコマンドを入力して、マニフェストを作成します。
					
# pulp-manifest /var/www/html/pub/my_file_repo

	
						マニフェストが作成されたことを確認します。
					
# ls /var/www/html/pub/my_file_repo
PULP_MANIFEST test.txt



リモートファイルタイプリポジトリーからのファイルのインポート

					リモートファイルタイプリポジトリーからファイルをインポートするには、以下の手順を行います。
				
	
						カスタム製品が Satellite Server に存在することを確認します。または、カスタム製品を作成します。詳細は、「カスタムファイルタイプリポジトリーの作成」 を参照してください。
					
	
						Satellite Web UI で、コンテンツ > 製品 に移動します。
					
	
						製品の名前を選択します。
					
	
						リポジトリー タブをクリックして、新規リポジトリー を選択します。
					
	
						名前 フィールドに、リポジトリーの名前を入力します。Red Hat Satellite では、名前 に入力した内容をもとに、このフィールドに値が自動的に入力されます。
					
	
						タイプ のリストから ファイル を選択します。
					
	
						アップストリーム URL フィールドに、ソースとして使用するアップストリームリポジトリーの URL を入力します。
					
	
						アップストリームのリポジトリーの SSL 証明書が信頼できる CA によって署名されていることを確認する場合は、Verify SSL のチェックボックスを選択します。
					
	
						オプション: 認証に必要な場合は、Upstream Username フィールドに、アップストリームリポジトリーのユーザー名を入力します。リポジトリーに認証が必要ない場合は、このフィールドをクリアします。
					
	
						オプション: Upstream Password フィールドに、アップストリームリポジトリーに対応するパスワードを入力します。リポジトリーに認証が必要ない場合は、このフィールドをクリアします。
					
	
						オプション: アップストリームの認証トークン フィールドに、認証用のアップストリームリポジトリーユーザーのトークンを指定します。リポジトリーに認証が必要ない場合は、このフィールドを空欄のままにします。
					
	
						ミラーリングポリシー リストから、Satellite Server が実行するコンテンツの同期のタイプを選択します。詳細は、「ミラーリングポリシーの概要」 を参照してください。
					
	
						オプション: HTTP Proxy Policy フィールドで、必要な HHTP プロキシーを選択します。デフォルト値は Global Default です。
					
	
						オプション: Unprotected のチェックボックスをオフにして、このリポジトリーにアクセスするためにサブスクリプションエンタイトルメント証明書を要求することができます。デフォルトでは、リポジトリーは HTTP 経由で公開されます。
					
	
						オプション: GPG キー フィールドで、リポジトリーの GPG キーを選択します。
					
	
						オプション: SSL CA 証明書 フィールドで、リポジトリーの SSL CA 証明書を選択します。
					
	
						オプション: SSL Client cert フィールドで、リポジトリーの SSL Client Certificate を選択します。
					
	
						オプション: SSL Client Key フィールドで、リポジトリーの SSL Client Key を選択します。
					
	
						Save をクリックします。
					
	
						コンテンツ > 製品 に移動します。更新するリポジトリーが含まれる製品の名前を選択します。
					
	
						製品のウィンドウで、更新するリポジトリーの名前を選択します。
					
	
						アクションの選択 メニューから 同期開始 を選択します。
					



				リポジトリーを公開した URL を開いて、ファイルを表示します。
			

カスタムファイルタイプリポジトリーへのファイルのアップロード




				ファイルをカスタムファイルタイプリポジトリーにアップロードするには、以下の手順を行います。
			
手順
	
						Satellite Web UI で、コンテンツ > 製品 に移動します。
					
	
						カスタム製品の名前を選択します。
					
	
						ファイルタイプリポジトリーの名前を選択します。
					
	
						参照 をクリックして、アップロードするファイルを選択します。
					
	
						アップロード をクリックして、選択したファイルを Satellite Server にアップロードします。
					
	
						リポジトリーを公開した URL を開いて、ファイルを表示します。
					


CLI 手順

					

# hammer repository upload-content \
--id repo_ID \
--organization "My_Organization" \
--path example_file


				

				--path オプションは、ファイル、ファイルディレクトリー、またはファイルの glob 表現を示します。glob は、一重引用符または二重引用符でエスケープする必要があります。
			

カスタムファイルタイプリポジトリーからホストにファイルをダウンロードする手順




				curl -O を使用して HTTPS 経由でクライアントにファイルをダウンロードできます。また、リポジトリーの Unprotected オプションが選択されている場合は、オプションで HTTP 経由でもダウンロードできます。
			
前提条件
	
						カスタムファイルタイプリポジトリーがある。詳細は、「カスタムファイルタイプリポジトリーの作成」 を参照してください。
					
	
						ファイルタイプリポジトリーから、クライアントにダウンロードするファイル名を把握しておく。
					
	
						HTTPS を使用するには、クライアントで以下の証明書を用意しておく。
					
	
								katello-server-ca.crt。詳細は、Administering Red Hat Satellite ガイドの Installing the Katello Root CA Certificate を参照してください。
							
	
								組織のデバッグ証明書。詳細は、「組織デバッグ証明書の作成」 を参照してください。
							





手順
	
						Satellite Web UI で、コンテンツ > 製品 に移動します。
					
	
						カスタム製品の名前を選択します。
					
	
						ファイルタイプリポジトリーの名前を選択します。
					
	
						Unprotected チェックボックスを選択して、HTTP 経由で公開されているリポジトリーにアクセスしてください。
					
	
						リポジトリーを公開した URL をコピーします。
					


CLI 手順
	
						ファイルタイプリポジトリーをリスト表示します。
					
# hammer repository list --content-type file
---|------------|-------------------|--------------|----
ID | NAME       | PRODUCT           | CONTENT TYPE | URL
---|------------|-------------------|--------------|----
7  | My_Files   | My_File_Product   | file         |
---|------------|-------------------|--------------|----

	
						リポジトリー情報を表示します。
					
# hammer repository info \
--name "My_Files" \
--organization-id My_Organization_ID \
--product "My_File_Product"

						Unprotected が有効になっている場合、出力は次のようになります。
					
Publish Via HTTP: yes
Published At:       https://satellite.example.com/pulp/content/My_Organization_Label/Library/custom/My_File_Product_Label/My_Files_Label/

						Unprotected が有効になっていない場合、出力は次のようになります。
					
Publish Via HTTP: no
Published At:       https://satellite.example.com/pulp/content/My_Organization_Label/Library/custom/My_File_Product_Label/My_Files_Label/

	
						クライアントに、適切な HTTP または HTTPS の形式でコマンドを入力します。
					

						HTTP の場合:
					
# curl -O http://satellite.example.com/pulp/content/My_Organization_Label/Library/custom/My_File_Product_Label/My_Files_Label/my_file

						HTTPS の場合:
					
# curl -O --cert ./_My-Organization-key-cert.pem_ --cacert katello-server-ca.crt https://satellite.example.com/pulp/content/My_Organization_Label/Library/custom/My_File_Product_Label/My_Files_Label/my_file





付録A コンテンツストレージ向け NFS 共有の使用




			使用する環境ではコンテンツのストレージに十分な容量のハードディスクが必要になります。場合によっては、コンテンツのストレージに NFS 共有を使用することが便利なこともあります。本付録では、Satellite Server のコンテンツ管理コンポーネントに NFS 共有をマウントする方法を説明します。
		
重要

				/var/lib/pulp のファイルシステムには、帯域幅が高く、レイテンシーの低いストレージを使用してください。Red Hat Satellite には I/O を大量に使用する操作が多数あるので、レイテンシーが高く、帯域幅の低いストレージを使用すると、パフォーマンスが低下する問題が発生する可能性があります。
			

手順
	
					NFS 共有を作成します。この例では、nfs.example.com:/Satellite/pulp で共有を使用します。この共有で適切なパーミッションが Satellite Server とその apache ユーザーに提供されるようにしてください。
				
	
					Satellite Server で Satellite サービスを停止します。
				
# satellite-maintain service stop

	
					Satellite Server に nfs-utils パッケージがインストールされていることを確認します。
				
# satellite-maintain packages install nfs-utils

	
					/var/lib/pulp の既存のコンテンツを NFS 共有にコピーする必要があります。まず、NFS 共有を一時的なロケーションにマウントします。
				
# mkdir /mnt/temp
# mount -o rw nfs.example.com:/Satellite/pulp /mnt/temp

					/var/lib/pulp の既存コンテンツを一時的なロケーションにコピーします。
				
# cp -r /var/lib/pulp/* /mnt/temp/.

	
					共有上の全ファイルで pulp ユーザーを使用するようにパーミッションを設定します。
				
	
					一時的なストレージのロケーションをアンマウントします。
				
# umount /mnt/temp

	
					/var/lib/pulp の既存コンテンツを削除します。
				
# rm -rf /var/lib/pulp/*

	
					/etc/fstab ファイルに以下の行を追加します。
				
nfs.example.com:/Satellite/pulp    /var/lib/pulp   nfs    rw,hard,intr,context="system_u:object_r:pulpcore_var_lib_t:s0"

					これでシステムの再起動後もマウントが維持されます。SELinux コンテキストを含めることを忘れないでください。
				

	
					マウントを有効にします。
				
# mount -a

	
					NFS 共有が var/lib/pulp にマウントしていることを確認します。
				
# df
Filesystem                         1K-blocks     Used Available Use% Mounted on
...
nfs.example.com:/Satellite/pulp 309506048 58632800 235128224  20% /var/lib/pulp
...

					既存のコンテンツが var/lib/pulp のマウントにあることを確認します。
				
# ls /var/lib/pulp

	
					Satellite Server で Satellite サービスを開始します。
				
# satellite-maintain service start




			これで Satellite Server はコンテンツの保存に NFS 共有を使用します。コンテンツの同期を実行して NFS 共有が予想どおり機能することを確認してください。詳細は、「リポジトリーの同期」 を参照してください。
		

付録B キックスタートリポジトリーのインポート




			キックスタートリポジトリーは、コンテンツ ISO イメージでは提供されません。オフラインの Satellite でキックスタートリポジトリーを使用するには、使用する Red Hat Enterprise Linux のバージョンのバイナリー DVD ISO ファイルをダウンロードし、キックスタートファイルを Satellite にコピーする必要があります。
		

			Red Hat Enterprise Linux 7 のキックスタートリポジトリーをインポートするには、「Red Hat Enterprise Linux7 キックスタートリポジトリーのインポート」 を実行します。
		

			Red Hat Enterprise Linux 8 のキックスタートリポジトリーをインポートするには、「Red Hat Enterprise Linux 8 のキックスタートリポジトリーのインポート」 を実行します。
		
Red Hat Enterprise Linux7 キックスタートリポジトリーのインポート




				Red Hat Enterprise Linux 7 のキックスタートリポジトリーをインポートするには、Satellite で以下の手順を実行します。
			
手順
	
						Red Hat カスタマーポータル access.redhat.com/ へ移動し、ログインします。
					
	
						ウィンドウの右上隅で ダウンロード をクリックします。
					
	
						Red Hat Enterprise Linux 7 の右側の Versions 7 and below をクリックします。
					
	
						Version リストから、7.7 など Red Hat Enterprise Linux 7 で必要なバージョンを選択します。
					
	
						Red Hat Enterprise Linux のダウンロードウィンドウで、ISO イメージのバイナリー DVD バージョン (たとえば、Red Hat Enterprise Linux 7.7 バイナリー DVD) を見つけて、今すぐダウンロード をクリックします。
					
	
						ダウンロードが完了したら、ISO イメージを Satellite Server にコピーします。
					
	
						Satellite Server で、マウントポイントを作成し、そのロケーションに ISO イメージを一時的にマウントします。
					
# mkdir /mnt/iso
# mount -o loop rhel-binary-dvd.iso /mnt/iso

	
						kickstart ディレクトリーを作成します。
					
# mkdir --parents /var/www/html/pub/sat-import/content/dist/rhel/server/7/7.7/x86_64/kickstart/

	
						ISO イメージから kickstart ファイルをコピーします。
					
# cp -a /mnt/iso/* /var/www/html/pub/sat-import/content/dist/rhel/server/7/7.7/x86_64/kickstart/

	
						次のエントリーをリストファイルに追加します。
					

						/var/www/html/pub/sat-import/content/dist/rhel/server/7/listing ファイルで改行してバージョン番号を追加します。たとえば、RHEL 7.7 ISO の場合には、7.7 を追記します。
					

						/var/www/html/pub/sat-import/content/dist/rhel/server/7/7.7/listing ファイルで改行して、アーキテクチャーを追加します。(例: x86_64)
					

						/var/www/html/pub/sat-import/content/dist/rhel/server/7/7.7/x86_64/listing ファイルで改行して kickstart を追加します。
					

	
						ISO イメージから .treeinfo ファイルをコピーします。
					
# cp /mnt/iso/.treeinfo /var/www/html/pub/sat-import/content/dist/rhel/server/7/7.7/x86_64/kickstart/treeinfo

	
						マウントされたバイナリー DVD ISO イメージを使用する予定がない場合は、ディレクトリーをアンマウントして削除します。
					
# umount /mnt/iso
# rmdir /mnt/iso

	
						Satellite Web UI で、Kickstart リポジトリーを有効にします。
					



Red Hat Enterprise Linux 8 のキックスタートリポジトリーのインポート




				Red Hat Enterprise Linux 8 のキックスタートリポジトリーをインポートするには、Satellite で以下の手順を実行します。
			
手順
	
						Red Hat カスタマーポータル access.redhat.com/ へ移動し、ログインします。
					
	
						ウィンドウの右上隅で ダウンロード をクリックします。
					
	
						Red Hat Enterprise Linux 8 をクリックします。
					
	
						Red Hat Enterprise Linux のダウンロードウィンドウで、ISO イメージのバイナリー DVD バージョン (たとえば、Red Hat Enterprise Linux 8.1 バイナリー DVD) を見つけて、今すぐダウンロード をクリックします。
					
	
						ダウンロードが完了したら、ISO イメージを Satellite Server にコピーします。
					
	
						Satellite Server で、マウントポイントを作成し、そのロケーションに ISO イメージを一時的にマウントします。
					
# mkdir /mnt/iso
# mount -o loop rhel-binary-dvd.iso /mnt/iso

	
						Red Hat Enterprise Linux 8 AppStream および BaseOS Kickstart リポジトリーのディレクトリーを作成します。
					
# mkdir --parents /var/www/html/pub/sat-import/content/dist/rhel8/8.1/x86_64/appstream/kickstart
# mkdir --parents /var/www/html/pub/sat-import/content/dist/rhel8/8.1/x86_64/baseos/kickstart

	
						ISO イメージから kickstart ファイルをコピーします。
					
# cp -a /mnt/iso/AppStream/* /var/www/html/pub/sat-import/content/dist/rhel8/8.1/x86_64/appstream/kickstart

# cp -a /mnt/iso/BaseOS/* /mnt/iso/images/ /var/www/html/pub/sat-import/content/dist/rhel8/8.1/x86_64/baseos/kickstart

						BaseOS の場合は、/mnt/iso/images/ ディレクトリーのコンテンツもコピーする必要があることに注意してください。
					

	
						次のエントリーをリストファイルに追加します。
					

						/var/www/html/pub/sat-import/content/dist/rhel8/8.1/x86_64/appstream/listing ファイルで改行して kickstart を追加します。
					

						/var/www/html/pub/sat-import/content/dist/rhel8/8.1/x86_64/baseos/listing ファイルで改行して kickstart を追加します。
					

						/var/www/html/pub/sat-import/content/dist/rhel8/listing ファイルで改行してバージョン番号を追加します。たとえば、RHEL 8.1 バイナリー ISO の場合は 8.1 を追加します。
					

	
						ISO イメージから .treeinfo ファイルをコピーします。
					
# cp /mnt/iso/.treeinfo /var/www/html/pub/sat-import/content/dist/rhel8/8.1/x86_64/appstream/kickstart/treeinfo

# cp /mnt/iso/.treeinfo /var/www/html/pub/sat-import/content/dist/rhel8/8.1/x86_64/baseos/kickstart/treeinfo

	
						/var/www/html/pub/sat-import/content/dist/rhel8/8.1/x86_64/baseos/kickstart/treeinfo ファイルを開いて編集します。
					
	
						[general] セクションで、以下の変更を加えます。
					
	
								packagedir = AppStream/Packages を packagedir = Packages に変更します。
							
	
								repository = AppStream を repository = . に変更します。
							
	
								variant = AppStream を variant = BaseOS に変更します。
							
	
								variants = AppStream,BaseOS を variants = BaseOS に変更します。
							



	
						[tree] セクションで、variants = AppStream,BaseOS を variants = BaseOS に変更します。
					
	
						[variant-BaseOS] セクションで、以下の変更を加えます。
					
	
								packages = BaseOS/Packages を packages = Packages に変更します。
							
	
								repository = BaseOS を repository = . に変更します。
							



	
						[media] および [variant-AppStream] のセクションを削除します。
					
	
						ファイルを保存して閉じます。
					
	
						/var/www/html/pub/sat-import/content/dist/rhel8/8.1/x86_64/baseos/kickstart/treeinfo ファイルが以下の形式であることを確認します。
					
[checksums]
images/efiboot.img = sha256:9ad9beee4c906cd05d227a1be7a499c8d2f20b3891c79831325844c845262bb6
images/install.img = sha256:e246bf4aedfff3bb54ae9012f959597cdab7387aadb3a504f841bdc2c35fe75e
images/pxeboot/initrd.img = sha256:a66e3c158f02840b19c372136a522177a2ab4bd91cb7269fb5bfdaaf7452efef
images/pxeboot/vmlinuz = sha256:789028335b64ddad343f61f2abfdc9819ed8e9dfad4df43a2694c0a0ba780d16

[general]
; WARNING.0 = This section provides compatibility with pre-productmd treeinfos.
; WARNING.1 = Read productmd documentation for details about new format.
arch = x86_64
family = Red Hat Enterprise Linux
name = Red Hat Enterprise Linux 8.1.0
packagedir = Packages
platforms = x86_64,xen
repository = .
timestamp = 1571146127
variant = BaseOS
variants = BaseOS
version = 8.1.0

[header]
type = productmd.treeinfo
version = 1.2

[images-x86_64]
efiboot.img = images/efiboot.img
initrd = images/pxeboot/initrd.img
kernel = images/pxeboot/vmlinuz

[images-xen]
initrd = images/pxeboot/initrd.img
kernel = images/pxeboot/vmlinuz

[release]
name = Red Hat Enterprise Linux
short = RHEL
version = 8.1.0

[stage2]
mainimage = images/install.img

[tree]
arch = x86_64
build_timestamp = 1571146127
platforms = x86_64,xen
variants = BaseOS

[variant-BaseOS]
id = BaseOS
name = BaseOS
packages = Packages
repository = .
type = variant
uid = BaseOS

	
						/var/www/html/pub/sat-import/content/dist/rhel8/8.1/x86_64/appstream/kickstart/treeinfo ファイルを開いて編集します。
					
	
						[general] セクションで、以下の変更を加えます。
					
	
								packagedir = AppStream/Packages を packagedir = Packages に変更します。
							
	
								repository = AppStream を repository = . に変更します。
							
	
								variants = AppStream,BaseOS を variants = AppStream に変更します。
							



	
						[tree] セクションで、variants = AppStream,BaseOS を variants = AppStream に変更します。
					
	
						[variant-AppStream] セクションで、以下の変更を加えます。
					
	
								packages = AppStream/Packages を packages = Packages に変更します。
							
	
								repository = AppStream を repository = . に変更します。
							



	
						ファイルから次のセクションを削除します: [checksums]、[images-x86_64]、[images-xen]、[media]、[stage2]、[variant-BaseOS]。
					
	
						ファイルを保存して閉じます。
					
	
						/var/www/html/pub/sat-import/content/dist/rhel8/8.1/x86_64/appstream/kickstart/treeinfo ファイルが以下の形式であることを確認します。
					
[general]
; WARNING.0 = This section provides compatibility with pre-productmd treeinfos.
; WARNING.1 = Read productmd documentation for details about new format.
arch = x86_64
family = Red Hat Enterprise Linux
name = Red Hat Enterprise Linux 8.1.0
packagedir = Packages
platforms = x86_64,xen
repository = .
timestamp = 1571146127
variant = AppStream
variants = AppStream
version = 8.1.0

[header]
type = productmd.treeinfo
version = 1.2

[release]
name = Red Hat Enterprise Linux
short = RHEL
version = 8.1.0

[tree]
arch = x86_64
build_timestamp = 1571146127
platforms = x86_64,xen
variants = AppStream

[variant-AppStream]
id = AppStream
name = AppStream
packages = Packages
repository = .
type = variant
uid = AppStream

	
						マウントされたバイナリー DVD ISO イメージを使用する予定がない場合は、ディレクトリーをアンマウントして削除します。
					
# umount /mnt/iso
# rmdir /mnt/iso

	
						Satellite Web UI で、Kickstart リポジトリーを有効にします。
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# Highlight.js

Highlight.js — это подсветчик синтаксиса, написанный на JavaScript. Он работает
и в браузере, и на сервере. Он работает с практически любой HTML разметкой, не
зависит от каких-либо фреймворков и умеет автоматически определять язык.


## Начало работы

Минимум, что нужно сделать для использования highlight.js на веб-странице — это
подключить библиотеку, CSS-стили и вызывать [`initHighlightingOnLoad`][1]:

```html
<link rel="stylesheet" href="/path/to/styles/default.css">
<script src="/path/to/highlight.pack.js"></script>
<script>hljs.initHighlightingOnLoad();</script>
```

Библиотека найдёт и раскрасит код внутри тегов `<pre><code>`, попытавшись
автоматически определить язык. Когда автоопределение не срабатывает, можно явно
указать язык в атрибуте class:

```html
<pre><code class="html">...</code></pre>
```

Список поддерживаемых классов языков доступен в [справочнике по классам][8].
Класс также можно предваоить префиксами `language-` или `lang-`.

Чтобы отключить подсветку для какого-то блока, используйте класс `nohighlight`:

```html
<pre><code class="nohighlight">...</code></pre>
```

## Инициализация вручную

Чтобы иметь чуть больше контроля за инициализацией подсветки, вы можете
использовать функции [`highlightBlock`][2] и [`configure`][3]. Таким образом
можно управлять тем, *что* подсвечивать и *когда*.

Вот пример инициализация, эквивалентной вызову [`initHighlightingOnLoad`][1], но
с использованием jQuery:

```javascript
$(document).ready(function() {
  $('pre code').each(function(i, block) {
    hljs.highlightBlock(block);
  });
});
```

Вы можете использовать любые теги разметки вместо `<pre><code>`. Если
используете контейнер, не сохраняющий переводы строк, вам нужно сказать
highlight.js использовать для них тег `<br>`:

```javascript
hljs.configure({useBR: true});

$('div.code').each(function(i, block) {
  hljs.highlightBlock(block);
});
```

Другие опции можно найти в документации функции [`configure`][3].


## Установка библиотеки

Highlight.js можно использовать в браузере прямо с CDN хостинга или скачать
индивидуальную сборку, а также установив модуль на сервере. На
[страница загрузки][4] подробно описаны все варианты.

Обратите внимание, что библиотека не предназначена для использования в виде
исходного кода на GitHub, а требует отдельной сборки. Если вам не подходит ни
один из готовых вариантов, читайте [документацию по сборке][5].


## Лицензия

Highlight.js распространяется под лицензией BSD. Подробнее читайте файл
[LICENSE][10].


## Ссылки

Официальный сайт билиотеки расположен по адресу <https://highlightjs.org/>.

Более подробная документация по API и другим темам расположена на
<http://highlightjs.readthedocs.org/>.

Авторы и контрибьютора перечислена в файле [AUTHORS.ru.txt][9] file.

[1]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/api.html#inithighlightingonload
[2]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/api.html#highlightblock-block
[3]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/api.html#configure-options
[4]: https://highlightjs.org/download/
[5]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/building-testing.html
[8]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/css-classes-reference.html
[9]: https://github.com/isagalaev/highlight.js/blob/master/AUTHORS.ru.txt
[10]: https://github.com/isagalaev/highlight.js/blob/master/LICENSE
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/*! jQuery v1.7.1 jquery.com | jquery.org/license */
(function(a,b){function cy(a){return f.isWindow(a)?a:a.nodeType===9?a.defaultView||a.parentWindow:!1}function cv(a){if(!ck[a]){var b=c.body,d=f("<"+a+">").appendTo(b),e=d.css("display");d.remove();if(e==="none"||e===""){cl||(cl=c.createElement("iframe"),cl.frameBorder=cl.width=cl.height=0),b.appendChild(cl);if(!cm||!cl.createElement)cm=(cl.contentWindow||cl.contentDocument).document,cm.write((c.compatMode==="CSS1Compat"?"<!doctype html>":"")+"<html><body>"),cm.close();d=cm.createElement(a),cm.body.appendChild(d),e=f.css(d,"display"),b.removeChild(cl)}ck[a]=e}return ck[a]}function cu(a,b){var c={};f.each(cq.concat.apply([],cq.slice(0,b)),function(){c[this]=a});return c}function ct(){cr=b}function cs(){setTimeout(ct,0);return cr=f.now()}function cj(){try{return new a.ActiveXObject("Microsoft.XMLHTTP")}catch(b){}}function ci(){try{return new a.XMLHttpRequest}catch(b){}}function cc(a,c){a.dataFilter&&(c=a.dataFilter(c,a.dataType));var d=a.dataTypes,e={},g,h,i=d.length,j,k=d[0],l,m,n,o,p;for(g=1;g<i;g++){if(g===1)for(h in a.converters)typeof h=="string"&&(e[h.toLowerCase()]=a.converters[h]);l=k,k=d[g];if(k==="*")k=l;else if(l!=="*"&&l!==k){m=l+" "+k,n=e[m]||e["* "+k];if(!n){p=b;for(o in e){j=o.split(" ");if(j[0]===l||j[0]==="*"){p=e[j[1]+" "+k];if(p){o=e[o],o===!0?n=p:p===!0&&(n=o);break}}}}!n&&!p&&f.error("No conversion from "+m.replace(" "," to ")),n!==!0&&(c=n?n(c):p(o(c)))}}return c}function cb(a,c,d){var e=a.contents,f=a.dataTypes,g=a.responseFields,h,i,j,k;for(i in g)i in d&&(c[g[i]]=d[i]);while(f[0]==="*")f.shift(),h===b&&(h=a.mimeType||c.getResponseHeader("content-type"));if(h)for(i in e)if(e[i]&&e[i].test(h)){f.unshift(i);break}if(f[0]in d)j=f[0];else{for(i in d){if(!f[0]||a.converters[i+" "+f[0]]){j=i;break}k||(k=i)}j=j||k}if(j){j!==f[0]&&f.unshift(j);return d[j]}}function ca(a,b,c,d){if(f.isArray(b))f.each(b,function(b,e){c||bE.test(a)?d(a,e):ca(a+"["+(typeof e=="object"||f.isArray(e)?b:"")+"]",e,c,d)});else if(!c&&b!=null&&typeof b=="object")for(var e in b)ca(a+"["+e+"]",b[e],c,d);else d(a,b)}function b_(a,c){var d,e,g=f.ajaxSettings.flatOptions||{};for(d in c)c[d]!==b&&((g[d]?a:e||(e={}))[d]=c[d]);e&&f.extend(!0,a,e)}function b$(a,c,d,e,f,g){f=f||c.dataTypes[0],g=g||{},g[f]=!0;var h=a[f],i=0,j=h?h.length:0,k=a===bT,l;for(;i<j&&(k||!l);i++)l=h[i](c,d,e),typeof l=="string"&&(!k||g[l]?l=b:(c.dataTypes.unshift(l),l=b$(a,c,d,e,l,g)));(k||!l)&&!g["*"]&&(l=b$(a,c,d,e,"*",g));return l}function bZ(a){return function(b,c){typeof b!="string"&&(c=b,b="*");if(f.isFunction(c)){var d=b.toLowerCase().split(bP),e=0,g=d.length,h,i,j;for(;e<g;e++)h=d[e],j=/^\+/.test(h),j&&(h=h.substr(1)||"*"),i=a[h]=a[h]||[],i[j?"unshift":"push"](c)}}}function bC(a,b,c){var d=b==="width"?a.offsetWidth:a.offsetHeight,e=b==="width"?bx:by,g=0,h=e.length;if(d>0){if(c!=="border")for(;g<h;g++)c||(d-=parseFloat(f.css(a,"padding"+e[g]))||0),c==="margin"?d+=parseFloat(f.css(a,c+e[g]))||0:d-=parseFloat(f.css(a,"border"+e[g]+"Width"))||0;return d+"px"}d=bz(a,b,b);if(d<0||d==null)d=a.style[b]||0;d=parseFloat(d)||0;if(c)for(;g<h;g++)d+=parseFloat(f.css(a,"padding"+e[g]))||0,c!=="padding"&&(d+=parseFloat(f.css(a,"border"+e[g]+"Width"))||0),c==="margin"&&(d+=parseFloat(f.css(a,c+e[g]))||0);return d+"px"}function bp(a,b){b.src?f.ajax({url:b.src,async:!1,dataType:"script"}):f.globalEval((b.text||b.textContent||b.innerHTML||"").replace(bf,"/*$0*/")),b.parentNode&&b.parentNode.removeChild(b)}function bo(a){var b=c.createElement("div");bh.appendChild(b),b.innerHTML=a.outerHTML;return b.firstChild}function bn(a){var b=(a.nodeName||"").toLowerCase();b==="input"?bm(a):b!=="script"&&typeof a.getElementsByTagName!="undefined"&&f.grep(a.getElementsByTagName("input"),bm)}function bm(a){if(a.type==="checkbox"||a.type==="radio")a.defaultChecked=a.checked}function bl(a){return typeof a.getElementsByTagName!="undefined"?a.getElementsByTagName("*"):typeof a.querySelectorAll!="undefined"?a.querySelectorAll("*"):[]}function bk(a,b){var c;if(b.nodeType===1){b.clearAttributes&&b.clearAttributes(),b.mergeAttributes&&b.mergeAttributes(a),c=b.nodeName.toLowerCase();if(c==="object")b.outerHTML=a.outerHTML;else if(c!=="input"||a.type!=="checkbox"&&a.type!=="radio"){if(c==="option")b.selected=a.defaultSelected;else if(c==="input"||c==="textarea")b.defaultValue=a.defaultValue}else a.checked&&(b.defaultChecked=b.checked=a.checked),b.value!==a.value&&(b.value=a.value);b.removeAttribute(f.expando)}}function bj(a,b){if(b.nodeType===1&&!!f.hasData(a)){var c,d,e,g=f._data(a),h=f._data(b,g),i=g.events;if(i){delete h.handle,h.events={};for(c in i)for(d=0,e=i[c].length;d<e;d++)f.event.add(b,c+(i[c][d].namespace?".":"")+i[c][d].namespace,i[c][d],i[c][d].data)}h.data&&(h.data=f.extend({},h.data))}}function bi(a,b){return f.nodeName(a,"table")?a.getElementsByTagName("tbody")[0]||a.appendChild(a.ownerDocument.createElement("tbody")):a}function U(a){var b=V.split("|"),c=a.createDocumentFragment();if(c.createElement)while(b.length)c.createElement(b.pop());return c}function T(a,b,c){b=b||0;if(f.isFunction(b))return f.grep(a,function(a,d){var e=!!b.call(a,d,a);return e===c});if(b.nodeType)return f.grep(a,function(a,d){return a===b===c});if(typeof b=="string"){var d=f.grep(a,function(a){return a.nodeType===1});if(O.test(b))return f.filter(b,d,!c);b=f.filter(b,d)}return f.grep(a,function(a,d){return f.inArray(a,b)>=0===c})}function S(a){return!a||!a.parentNode||a.parentNode.nodeType===11}function K(){return!0}function J(){return!1}function n(a,b,c){var d=b+"defer",e=b+"queue",g=b+"mark",h=f._data(a,d);h&&(c==="queue"||!f._data(a,e))&&(c==="mark"||!f._data(a,g))&&setTimeout(function(){!f._data(a,e)&&!f._data(a,g)&&(f.removeData(a,d,!0),h.fire())},0)}function m(a){for(var b in a){if(b==="data"&&f.isEmptyObject(a[b]))continue;if(b!=="toJSON")return!1}return!0}function l(a,c,d){if(d===b&&a.nodeType===1){var e="data-"+c.replace(k,"-$1").toLowerCase();d=a.getAttribute(e);if(typeof d=="string"){try{d=d==="true"?!0:d==="false"?!1:d==="null"?null:f.isNumeric(d)?parseFloat(d):j.test(d)?f.parseJSON(d):d}catch(g){}f.data(a,c,d)}else d=b}return d}function h(a){var b=g[a]={},c,d;a=a.split(/\s+/);for(c=0,d=a.length;c<d;c++)b[a[c]]=!0;return b}var c=a.document,d=a.navigator,e=a.location,f=function(){function J(){if(!e.isReady){try{c.documentElement.doScroll("left")}catch(a){setTimeout(J,1);return}e.ready()}}var e=function(a,b){return new e.fn.init(a,b,h)},f=a.jQuery,g=a.$,h,i=/^(?:[^#<]*(<[\w\W]+>)[^>]*$|#([\w\-]*)$)/,j=/\S/,k=/^\s+/,l=/\s+$/,m=/^<(\w+)\s*\/?>(?:<\/\1>)?$/,n=/^[\],:{}\s]*$/,o=/\\(?:["\\\/bfnrt]|u[0-9a-fA-F]{4})/g,p=/"[^"\\\n\r]*"|true|false|null|-?\d+(?:\.\d*)?(?:[eE][+\-]?\d+)?/g,q=/(?:^|:|,)(?:\s*\[)+/g,r=/(webkit)[ \/]([\w.]+)/,s=/(opera)(?:.*version)?[ \/]([\w.]+)/,t=/(msie) ([\w.]+)/,u=/(mozilla)(?:.*? rv:([\w.]+))?/,v=/-([a-z]|[0-9])/ig,w=/^-ms-/,x=function(a,b){return(b+"").toUpperCase()},y=d.userAgent,z,A,B,C=Object.prototype.toString,D=Object.prototype.hasOwnProperty,E=Array.prototype.push,F=Array.prototype.slice,G=String.prototype.trim,H=Array.prototype.indexOf,I={};e.fn=e.prototype={constructor:e,init:function(a,d,f){var g,h,j,k;if(!a)return this;if(a.nodeType){this.context=this[0]=a,this.length=1;return this}if(a==="body"&&!d&&c.body){this.context=c,this[0]=c.body,this.selector=a,this.length=1;return this}if(typeof a=="string"){a.charAt(0)!=="<"||a.charAt(a.length-1)!==">"||a.length<3?g=i.exec(a):g=[null,a,null];if(g&&(g[1]||!d)){if(g[1]){d=d instanceof e?d[0]:d,k=d?d.ownerDocument||d:c,j=m.exec(a),j?e.isPlainObject(d)?(a=[c.createElement(j[1])],e.fn.attr.call(a,d,!0)):a=[k.createElement(j[1])]:(j=e.buildFragment([g[1]],[k]),a=(j.cacheable?e.clone(j.fragment):j.fragment).childNodes);return e.merge(this,a)}h=c.getElementById(g[2]);if(h&&h.parentNode){if(h.id!==g[2])return f.find(a);this.length=1,this[0]=h}this.context=c,this.selector=a;return this}return!d||d.jquery?(d||f).find(a):this.constructor(d).find(a)}if(e.isFunction(a))return f.ready(a);a.selector!==b&&(this.selector=a.selector,this.context=a.context);return e.makeArray(a,this)},selector:"",jquery:"1.7.1",length:0,size:function(){return this.length},toArray:function(){return F.call(this,0)},get:function(a){return a==null?this.toArray():a<0?this[this.length+a]:this[a]},pushStack:function(a,b,c){var d=this.constructor();e.isArray(a)?E.apply(d,a):e.merge(d,a),d.prevObject=this,d.context=this.context,b==="find"?d.selector=this.selector+(this.selector?" ":"")+c:b&&(d.selector=this.selector+"."+b+"("+c+")");return d},each:function(a,b){return e.each(this,a,b)},ready:function(a){e.bindReady(),A.add(a);return this},eq:function(a){a=+a;return a===-1?this.slice(a):this.slice(a,a+1)},first:function(){return this.eq(0)},last:function(){return this.eq(-1)},slice:function(){return this.pushStack(F.apply(this,arguments),"slice",F.call(arguments).join(","))},map:function(a){return this.pushStack(e.map(this,function(b,c){return a.call(b,c,b)}))},end:function(){return this.prevObject||this.constructor(null)},push:E,sort:[].sort,splice:[].splice},e.fn.init.prototype=e.fn,e.extend=e.fn.extend=function(){var a,c,d,f,g,h,i=arguments[0]||{},j=1,k=arguments.length,l=!1;typeof i=="boolean"&&(l=i,i=arguments[1]||{},j=2),typeof i!="object"&&!e.isFunction(i)&&(i={}),k===j&&(i=this,--j);for(;j<k;j++)if((a=arguments[j])!=null)for(c in a){d=i[c],f=a[c];if(i===f)continue;l&&f&&(e.isPlainObject(f)||(g=e.isArray(f)))?(g?(g=!1,h=d&&e.isArray(d)?d:[]):h=d&&e.isPlainObject(d)?d:{},i[c]=e.extend(l,h,f)):f!==b&&(i[c]=f)}return i},e.extend({noConflict:function(b){a.$===e&&(a.$=g),b&&a.jQuery===e&&(a.jQuery=f);return e},isReady:!1,readyWait:1,holdReady:function(a){a?e.readyWait++:e.ready(!0)},ready:function(a){if(a===!0&&!--e.readyWait||a!==!0&&!e.isReady){if(!c.body)return setTimeout(e.ready,1);e.isReady=!0;if(a!==!0&&--e.readyWait>0)return;A.fireWith(c,[e]),e.fn.trigger&&e(c).trigger("ready").off("ready")}},bindReady:function(){if(!A){A=e.Callbacks("once memory");if(c.readyState==="complete")return setTimeout(e.ready,1);if(c.addEventListener)c.addEventListener("DOMContentLoaded",B,!1),a.addEventListener("load",e.ready,!1);else if(c.attachEvent){c.attachEvent("onreadystatechange",B),a.attachEvent("onload",e.ready);var b=!1;try{b=a.frameElement==null}catch(d){}c.documentElement.doScroll&&b&&J()}}},isFunction:function(a){return e.type(a)==="function"},isArray:Array.isArray||function(a){return e.type(a)==="array"},isWindow:function(a){return a&&typeof a=="object"&&"setInterval"in a},isNumeric:function(a){return!isNaN(parseFloat(a))&&isFinite(a)},type:function(a){return a==null?String(a):I[C.call(a)]||"object"},isPlainObject:function(a){if(!a||e.type(a)!=="object"||a.nodeType||e.isWindow(a))return!1;try{if(a.constructor&&!D.call(a,"constructor")&&!D.call(a.constructor.prototype,"isPrototypeOf"))return!1}catch(c){return!1}var d;for(d in a);return d===b||D.call(a,d)},isEmptyObject:function(a){for(var b in a)return!1;return!0},error:function(a){throw new Error(a)},parseJSON:function(b){if(typeof b!="string"||!b)return null;b=e.trim(b);if(a.JSON&&a.JSON.parse)return a.JSON.parse(b);if(n.test(b.replace(o,"@").replace(p,"]").replace(q,"")))return(new Function("return "+b))();e.error("Invalid JSON: "+b)},parseXML:function(c){var d,f;try{a.DOMParser?(f=new DOMParser,d=f.parseFromString(c,"text/xml")):(d=new ActiveXObject("Microsoft.XMLDOM"),d.async="false",d.loadXML(c))}catch(g){d=b}(!d||!d.documentElement||d.getElementsByTagName("parsererror").length)&&e.error("Invalid XML: "+c);return d},noop:function(){},globalEval:function(b){b&&j.test(b)&&(a.execScript||function(b){a.eval.call(a,b)})(b)},camelCase:function(a){return a.replace(w,"ms-").replace(v,x)},nodeName:function(a,b){return a.nodeName&&a.nodeName.toUpperCase()===b.toUpperCase()},each:function(a,c,d){var f,g=0,h=a.length,i=h===b||e.isFunction(a);if(d){if(i){for(f in a)if(c.apply(a[f],d)===!1)break}else for(;g<h;)if(c.apply(a[g++],d)===!1)break}else if(i){for(f in a)if(c.call(a[f],f,a[f])===!1)break}else for(;g<h;)if(c.call(a[g],g,a[g++])===!1)break;return a},trim:G?function(a){return a==null?"":G.call(a)}:function(a){return a==null?"":(a+"").replace(k,"").replace(l,"")},makeArray:function(a,b){var c=b||[];if(a!=null){var d=e.type(a);a.length==null||d==="string"||d==="function"||d==="regexp"||e.isWindow(a)?E.call(c,a):e.merge(c,a)}return c},inArray:function(a,b,c){var d;if(b){if(H)return H.call(b,a,c);d=b.length,c=c?c<0?Math.max(0,d+c):c:0;for(;c<d;c++)if(c in b&&b[c]===a)return c}return-1},merge:function(a,c){var d=a.length,e=0;if(typeof c.length=="number")for(var f=c.length;e<f;e++)a[d++]=c[e];else while(c[e]!==b)a[d++]=c[e++];a.length=d;return a},grep:function(a,b,c){var d=[],e;c=!!c;for(var f=0,g=a.length;f<g;f++)e=!!b(a[f],f),c!==e&&d.push(a[f]);return d},map:function(a,c,d){var f,g,h=[],i=0,j=a.length,k=a instanceof e||j!==b&&typeof j=="number"&&(j>0&&a[0]&&a[j-1]||j===0||e.isArray(a));if(k)for(;i<j;i++)f=c(a[i],i,d),f!=null&&(h[h.length]=f);else for(g in a)f=c(a[g],g,d),f!=null&&(h[h.length]=f);return h.concat.apply([],h)},guid:1,proxy:function(a,c){if(typeof c=="string"){var d=a[c];c=a,a=d}if(!e.isFunction(a))return b;var f=F.call(arguments,2),g=function(){return a.apply(c,f.concat(F.call(arguments)))};g.guid=a.guid=a.guid||g.guid||e.guid++;return g},access:function(a,c,d,f,g,h){var i=a.length;if(typeof c=="object"){for(var j in c)e.access(a,j,c[j],f,g,d);return a}if(d!==b){f=!h&&f&&e.isFunction(d);for(var k=0;k<i;k++)g(a[k],c,f?d.call(a[k],k,g(a[k],c)):d,h);return a}return i?g(a[0],c):b},now:function(){return(new Date).getTime()},uaMatch:function(a){a=a.toLowerCase();var b=r.exec(a)||s.exec(a)||t.exec(a)||a.indexOf("compatible")<0&&u.exec(a)||[];return{browser:b[1]||"",version:b[2]||"0"}},sub:function(){function a(b,c){return new a.fn.init(b,c)}e.extend(!0,a,this),a.superclass=this,a.fn=a.prototype=this(),a.fn.constructor=a,a.sub=this.sub,a.fn.init=function(d,f){f&&f instanceof e&&!(f instanceof a)&&(f=a(f));return e.fn.init.call(this,d,f,b)},a.fn.init.prototype=a.fn;var b=a(c);return a},browser:{}}),e.each("Boolean Number String Function Array Date RegExp Object".split(" "),function(a,b){I["[object "+b+"]"]=b.toLowerCase()}),z=e.uaMatch(y),z.browser&&(e.browser[z.browser]=!0,e.browser.version=z.version),e.browser.webkit&&(e.browser.safari=!0),j.test(" ")&&(k=/^[\s\xA0]+/,l=/[\s\xA0]+$/),h=e(c),c.addEventListener?B=function(){c.removeEventListener("DOMContentLoaded",B,!1),e.ready()}:c.attachEvent&&(B=function(){c.readyState==="complete"&&(c.detachEvent("onreadystatechange",B),e.ready())});return e}(),g={};f.Callbacks=function(a){a=a?g[a]||h(a):{};var c=[],d=[],e,i,j,k,l,m=function(b){var d,e,g,h,i;for(d=0,e=b.length;d<e;d++)g=b[d],h=f.type(g),h==="array"?m(g):h==="function"&&(!a.unique||!o.has(g))&&c.push(g)},n=function(b,f){f=f||[],e=!a.memory||[b,f],i=!0,l=j||0,j=0,k=c.length;for(;c&&l<k;l++)if(c[l].apply(b,f)===!1&&a.stopOnFalse){e=!0;break}i=!1,c&&(a.once?e===!0?o.disable():c=[]:d&&d.length&&(e=d.shift(),o.fireWith(e[0],e[1])))},o={add:function(){if(c){var a=c.length;m(arguments),i?k=c.length:e&&e!==!0&&(j=a,n(e[0],e[1]))}return this},remove:function(){if(c){var b=arguments,d=0,e=b.length;for(;d<e;d++)for(var f=0;f<c.length;f++)if(b[d]===c[f]){i&&f<=k&&(k--,f<=l&&l--),c.splice(f--,1);if(a.unique)break}}return this},has:function(a){if(c){var b=0,d=c.length;for(;b<d;b++)if(a===c[b])return!0}return!1},empty:function(){c=[];return this},disable:function(){c=d=e=b;return this},disabled:function(){return!c},lock:function(){d=b,(!e||e===!0)&&o.disable();return this},locked:function(){return!d},fireWith:function(b,c){d&&(i?a.once||d.push([b,c]):(!a.once||!e)&&n(b,c));return this},fire:function(){o.fireWith(this,arguments);return this},fired:function(){return!!e}};return o};var i=[].slice;f.extend({Deferred:function(a){var b=f.Callbacks("once memory"),c=f.Callbacks("once memory"),d=f.Callbacks("memory"),e="pending",g={resolve:b,reject:c,notify:d},h={done:b.add,fail:c.add,progress:d.add,state:function(){return e},isResolved:b.fired,isRejected:c.fired,then:function(a,b,c){i.done(a).fail(b).progress(c);return this},always:function(){i.done.apply(i,arguments).fail.apply(i,arguments);return this},pipe:function(a,b,c){return f.Deferred(function(d){f.each({done:[a,"resolve"],fail:[b,"reject"],progress:[c,"notify"]},function(a,b){var c=b[0],e=b[1],g;f.isFunction(c)?i[a](function(){g=c.apply(this,arguments),g&&f.isFunction(g.promise)?g.promise().then(d.resolve,d.reject,d.notify):d[e+"With"](this===i?d:this,[g])}):i[a](d[e])})}).promise()},promise:function(a){if(a==null)a=h;else for(var b in h)a[b]=h[b];return a}},i=h.promise({}),j;for(j in g)i[j]=g[j].fire,i[j+"With"]=g[j].fireWith;i.done(function(){e="resolved"},c.disable,d.lock).fail(function(){e="rejected"},b.disable,d.lock),a&&a.call(i,i);return i},when:function(a){function m(a){return function(b){e[a]=arguments.length>1?i.call(arguments,0):b,j.notifyWith(k,e)}}function l(a){return function(c){b[a]=arguments.length>1?i.call(arguments,0):c,--g||j.resolveWith(j,b)}}var b=i.call(arguments,0),c=0,d=b.length,e=Array(d),g=d,h=d,j=d<=1&&a&&f.isFunction(a.promise)?a:f.Deferred(),k=j.promise();if(d>1){for(;c<d;c++)b[c]&&b[c].promise&&f.isFunction(b[c].promise)?b[c].promise().then(l(c),j.reject,m(c)):--g;g||j.resolveWith(j,b)}else j!==a&&j.resolveWith(j,d?[a]:[]);return k}}),f.support=function(){var b,d,e,g,h,i,j,k,l,m,n,o,p,q=c.createElement("div"),r=c.documentElement;q.setAttribute("className","t"),q.innerHTML="   <link/><table></table><a href='/a' style='top:1px;float:left;opacity:.55;'>a</a><input type='checkbox'/>",d=q.getElementsByTagName("*"),e=q.getElementsByTagName("a")[0];if(!d||!d.length||!e)return{};g=c.createElement("select"),h=g.appendChild(c.createElement("option")),i=q.getElementsByTagName("input")[0],b={leadingWhitespace:q.firstChild.nodeType===3,tbody:!q.getElementsByTagName("tbody").length,htmlSerialize:!!q.getElementsByTagName("link").length,style:/top/.test(e.getAttribute("style")),hrefNormalized:e.getAttribute("href")==="/a",opacity:/^0.55/.test(e.style.opacity),cssFloat:!!e.style.cssFloat,checkOn:i.value==="on",optSelected:h.selected,getSetAttribute:q.className!=="t",enctype:!!c.createElement("form").enctype,html5Clone:c.createElement("nav").cloneNode(!0).outerHTML!=="<:nav></:nav>",submitBubbles:!0,changeBubbles:!0,focusinBubbles:!1,deleteExpando:!0,noCloneEvent:!0,inlineBlockNeedsLayout:!1,shrinkWrapBlocks:!1,reliableMarginRight:!0},i.checked=!0,b.noCloneChecked=i.cloneNode(!0).checked,g.disabled=!0,b.optDisabled=!h.disabled;try{delete q.test}catch(s){b.deleteExpando=!1}!q.addEventListener&&q.attachEvent&&q.fireEvent&&(q.attachEvent("onclick",function(){b.noCloneEvent=!1}),q.cloneNode(!0).fireEvent("onclick")),i=c.createElement("input"),i.value="t",i.setAttribute("type","radio"),b.radioValue=i.value==="t",i.setAttribute("checked","checked"),q.appendChild(i),k=c.createDocumentFragment(),k.appendChild(q.lastChild),b.checkClone=k.cloneNode(!0).cloneNode(!0).lastChild.checked,b.appendChecked=i.checked,k.removeChild(i),k.appendChild(q),q.innerHTML="",a.getComputedStyle&&(j=c.createElement("div"),j.style.width="0",j.style.marginRight="0",q.style.width="2px",q.appendChild(j),b.reliableMarginRight=(parseInt((a.getComputedStyle(j,null)||{marginRight:0}).marginRight,10)||0)===0);if(q.attachEvent)for(o in{submit:1,change:1,focusin:1})n="on"+o,p=n in q,p||(q.setAttribute(n,"return;"),p=typeof q[n]=="function"),b[o+"Bubbles"]=p;k.removeChild(q),k=g=h=j=q=i=null,f(function(){var a,d,e,g,h,i,j,k,m,n,o,r=c.getElementsByTagName("body")[0];!r||(j=1,k="position:absolute;top:0;left:0;width:1px;height:1px;margin:0;",m="visibility:hidden;border:0;",n="style='"+k+"border:5px solid #000;padding:0;'",o="<div "+n+"><div></div></div>"+"<table "+n+" cellpadding='0' cellspacing='0'>"+"<tr><td></td></tr></table>",a=c.createElement("div"),a.style.cssText=m+"width:0;height:0;position:static;top:0;margin-top:"+j+"px",r.insertBefore(a,r.firstChild),q=c.createElement("div"),a.appendChild(q),q.innerHTML="<table><tr><td style='padding:0;border:0;display:none'></td><td>t</td></tr></table>",l=q.getElementsByTagName("td"),p=l[0].offsetHeight===0,l[0].style.display="",l[1].style.display="none",b.reliableHiddenOffsets=p&&l[0].offsetHeight===0,q.innerHTML="",q.style.width=q.style.paddingLeft="1px",f.boxModel=b.boxModel=q.offsetWidth===2,typeof q.style.zoom!="undefined"&&(q.style.display="inline",q.style.zoom=1,b.inlineBlockNeedsLayout=q.offsetWidth===2,q.style.display="",q.innerHTML="<div style='width:4px;'></div>",b.shrinkWrapBlocks=q.offsetWidth!==2),q.style.cssText=k+m,q.innerHTML=o,d=q.firstChild,e=d.firstChild,h=d.nextSibling.firstChild.firstChild,i={doesNotAddBorder:e.offsetTop!==5,doesAddBorderForTableAndCells:h.offsetTop===5},e.style.position="fixed",e.style.top="20px",i.fixedPosition=e.offsetTop===20||e.offsetTop===15,e.style.position=e.style.top="",d.style.overflow="hidden",d.style.position="relative",i.subtractsBorderForOverflowNotVisible=e.offsetTop===-5,i.doesNotIncludeMarginInBodyOffset=r.offsetTop!==j,r.removeChild(a),q=a=null,f.extend(b,i))});return b}();var j=/^(?:\{.*\}|\[.*\])$/,k=/([A-Z])/g;f.extend({cache:{},uuid:0,expando:"jQuery"+(f.fn.jquery+Math.random()).replace(/\D/g,""),noData:{embed:!0,object:"clsid:D27CDB6E-AE6D-11cf-96B8-444553540000",applet:!0},hasData:function(a){a=a.nodeType?f.cache[a[f.expando]]:a[f.expando];return!!a&&!m(a)},data:function(a,c,d,e){if(!!f.acceptData(a)){var g,h,i,j=f.expando,k=typeof c=="string",l=a.nodeType,m=l?f.cache:a,n=l?a[j]:a[j]&&j,o=c==="events";if((!n||!m[n]||!o&&!e&&!m[n].data)&&k&&d===b)return;n||(l?a[j]=n=++f.uuid:n=j),m[n]||(m[n]={},l||(m[n].toJSON=f.noop));if(typeof c=="object"||typeof c=="function")e?m[n]=f.extend(m[n],c):m[n].data=f.extend(m[n].data,c);g=h=m[n],e||(h.data||(h.data={}),h=h.data),d!==b&&(h[f.camelCase(c)]=d);if(o&&!h[c])return g.events;k?(i=h[c],i==null&&(i=h[f.camelCase(c)])):i=h;return i}},removeData:function(a,b,c){if(!!f.acceptData(a)){var d,e,g,h=f.expando,i=a.nodeType,j=i?f.cache:a,k=i?a[h]:h;if(!j[k])return;if(b){d=c?j[k]:j[k].data;if(d){f.isArray(b)||(b in d?b=[b]:(b=f.camelCase(b),b in d?b=[b]:b=b.split(" ")));for(e=0,g=b.length;e<g;e++)delete d[b[e]];if(!(c?m:f.isEmptyObject)(d))return}}if(!c){delete j[k].data;if(!m(j[k]))return}f.support.deleteExpando||!j.setInterval?delete j[k]:j[k]=null,i&&(f.support.deleteExpando?delete a[h]:a.removeAttribute?a.removeAttribute(h):a[h]=null)}},_data:function(a,b,c){return f.data(a,b,c,!0)},acceptData:function(a){if(a.nodeName){var b=f.noData[a.nodeName.toLowerCase()];if(b)return b!==!0&&a.getAttribute("classid")===b}return!0}}),f.fn.extend({data:function(a,c){var d,e,g,h=null;if(typeof a=="undefined"){if(this.length){h=f.data(this[0]);if(this[0].nodeType===1&&!f._data(this[0],"parsedAttrs")){e=this[0].attributes;for(var i=0,j=e.length;i<j;i++)g=e[i].name,g.indexOf("data-")===0&&(g=f.camelCase(g.substring(5)),l(this[0],g,h[g]));f._data(this[0],"parsedAttrs",!0)}}return h}if(typeof a=="object")return this.each(function(){f.data(this,a)});d=a.split("."),d[1]=d[1]?"."+d[1]:"";if(c===b){h=this.triggerHandler("getData"+d[1]+"!",[d[0]]),h===b&&this.length&&(h=f.data(this[0],a),h=l(this[0],a,h));return h===b&&d[1]?this.data(d[0]):h}return this.each(function(){var b=f(this),e=[d[0],c];b.triggerHandler("setData"+d[1]+"!",e),f.data(this,a,c),b.triggerHandler("changeData"+d[1]+"!",e)})},removeData:function(a){return this.each(function(){f.removeData(this,a)})}}),f.extend({_mark:function(a,b){a&&(b=(b||"fx")+"mark",f._data(a,b,(f._data(a,b)||0)+1))},_unmark:function(a,b,c){a!==!0&&(c=b,b=a,a=!1);if(b){c=c||"fx";var d=c+"mark",e=a?0:(f._data(b,d)||1)-1;e?f._data(b,d,e):(f.removeData(b,d,!0),n(b,c,"mark"))}},queue:function(a,b,c){var d;if(a){b=(b||"fx")+"queue",d=f._data(a,b),c&&(!d||f.isArray(c)?d=f._data(a,b,f.makeArray(c)):d.push(c));return d||[]}},dequeue:function(a,b){b=b||"fx";var c=f.queue(a,b),d=c.shift(),e={};d==="inprogress"&&(d=c.shift()),d&&(b==="fx"&&c.unshift("inprogress"),f._data(a,b+".run",e),d.call(a,function(){f.dequeue(a,b)},e)),c.length||(f.removeData(a,b+"queue "+b+".run",!0),n(a,b,"queue"))}}),f.fn.extend({queue:function(a,c){typeof a!="string"&&(c=a,a="fx");if(c===b)return f.queue(this[0],a);return this.each(function(){var b=f.queue(this,a,c);a==="fx"&&b[0]!=="inprogress"&&f.dequeue(this,a)})},dequeue:function(a){return this.each(function(){f.dequeue(this,a)})},delay:function(a,b){a=f.fx?f.fx.speeds[a]||a:a,b=b||"fx";return this.queue(b,function(b,c){var d=setTimeout(b,a);c.stop=function(){clearTimeout(d)}})},clearQueue:function(a){return this.queue(a||"fx",[])},promise:function(a,c){function m(){--h||d.resolveWith(e,[e])}typeof a!="string"&&(c=a,a=b),a=a||"fx";var d=f.Deferred(),e=this,g=e.length,h=1,i=a+"defer",j=a+"queue",k=a+"mark",l;while(g--)if(l=f.data(e[g],i,b,!0)||(f.data(e[g],j,b,!0)||f.data(e[g],k,b,!0))&&f.data(e[g],i,f.Callbacks("once memory"),!0))h++,l.add(m);m();return d.promise()}});var o=/[\n\t\r]/g,p=/\s+/,q=/\r/g,r=/^(?:button|input)$/i,s=/^(?:button|input|object|select|textarea)$/i,t=/^a(?:rea)?$/i,u=/^(?:autofocus|autoplay|async|checked|controls|defer|disabled|hidden|loop|multiple|open|readonly|required|scoped|selected)$/i,v=f.support.getSetAttribute,w,x,y;f.fn.extend({attr:function(a,b){return f.access(this,a,b,!0,f.attr)},removeAttr:function(a){return this.each(function(){f.removeAttr(this,a)})},prop:function(a,b){return f.access(this,a,b,!0,f.prop)},removeProp:function(a){a=f.propFix[a]||a;return this.each(function(){try{this[a]=b,delete this[a]}catch(c){}})},addClass:function(a){var b,c,d,e,g,h,i;if(f.isFunction(a))return this.each(function(b){f(this).addClass(a.call(this,b,this.className))});if(a&&typeof a=="string"){b=a.split(p);for(c=0,d=this.length;c<d;c++){e=this[c];if(e.nodeType===1)if(!e.className&&b.length===1)e.className=a;else{g=" "+e.className+" ";for(h=0,i=b.length;h<i;h++)~g.indexOf(" "+b[h]+" ")||(g+=b[h]+" ");e.className=f.trim(g)}}}return this},removeClass:function(a){var c,d,e,g,h,i,j;if(f.isFunction(a))return this.each(function(b){f(this).removeClass(a.call(this,b,this.className))});if(a&&typeof a=="string"||a===b){c=(a||"").split(p);for(d=0,e=this.length;d<e;d++){g=this[d];if(g.nodeType===1&&g.className)if(a){h=(" "+g.className+" ").replace(o," ");for(i=0,j=c.length;i<j;i++)h=h.replace(" "+c[i]+" "," ");g.className=f.trim(h)}else g.className=""}}return this},toggleClass:function(a,b){var c=typeof a,d=typeof b=="boolean";if(f.isFunction(a))return this.each(function(c){f(this).toggleClass(a.call(this,c,this.className,b),b)});return this.each(function(){if(c==="string"){var e,g=0,h=f(this),i=b,j=a.split(p);while(e=j[g++])i=d?i:!h.hasClass(e),h[i?"addClass":"removeClass"](e)}else if(c==="undefined"||c==="boolean")this.className&&f._data(this,"__className__",this.className),this.className=this.className||a===!1?"":f._data(this,"__className__")||""})},hasClass:function(a){var b=" "+a+" ",c=0,d=this.length;for(;c<d;c++)if(this[c].nodeType===1&&(" "+this[c].className+" ").replace(o," ").indexOf(b)>-1)return!0;return!1},val:function(a){var c,d,e,g=this[0];{if(!!arguments.length){e=f.isFunction(a);return this.each(function(d){var g=f(this),h;if(this.nodeType===1){e?h=a.call(this,d,g.val()):h=a,h==null?h="":typeof h=="number"?h+="":f.isArray(h)&&(h=f.map(h,function(a){return a==null?"":a+""})),c=f.valHooks[this.nodeName.toLowerCase()]||f.valHooks[this.type];if(!c||!("set"in c)||c.set(this,h,"value")===b)this.value=h}})}if(g){c=f.valHooks[g.nodeName.toLowerCase()]||f.valHooks[g.type];if(c&&"get"in c&&(d=c.get(g,"value"))!==b)return d;d=g.value;return typeof d=="string"?d.replace(q,""):d==null?"":d}}}}),f.extend({valHooks:{option:{get:function(a){var b=a.attributes.value;return!b||b.specified?a.value:a.text}},select:{get:function(a){var b,c,d,e,g=a.selectedIndex,h=[],i=a.options,j=a.type==="select-one";if(g<0)return null;c=j?g:0,d=j?g+1:i.length;for(;c<d;c++){e=i[c];if(e.selected&&(f.support.optDisabled?!e.disabled:e.getAttribute("disabled")===null)&&(!e.parentNode.disabled||!f.nodeName(e.parentNode,"optgroup"))){b=f(e).val();if(j)return b;h.push(b)}}if(j&&!h.length&&i.length)return f(i[g]).val();return h},set:function(a,b){var c=f.makeArray(b);f(a).find("option").each(function(){this.selected=f.inArray(f(this).val(),c)>=0}),c.length||(a.selectedIndex=-1);return c}}},attrFn:{val:!0,css:!0,html:!0,text:!0,data:!0,width:!0,height:!0,offset:!0},attr:function(a,c,d,e){var g,h,i,j=a.nodeType;if(!!a&&j!==3&&j!==8&&j!==2){if(e&&c in f.attrFn)return f(a)[c](d);if(typeof a.getAttribute=="undefined")return f.prop(a,c,d);i=j!==1||!f.isXMLDoc(a),i&&(c=c.toLowerCase(),h=f.attrHooks[c]||(u.test(c)?x:w));if(d!==b){if(d===null){f.removeAttr(a,c);return}if(h&&"set"in h&&i&&(g=h.set(a,d,c))!==b)return g;a.setAttribute(c,""+d);return d}if(h&&"get"in h&&i&&(g=h.get(a,c))!==null)return g;g=a.getAttribute(c);return g===null?b:g}},removeAttr:function(a,b){var c,d,e,g,h=0;if(b&&a.nodeType===1){d=b.toLowerCase().split(p),g=d.length;for(;h<g;h++)e=d[h],e&&(c=f.propFix[e]||e,f.attr(a,e,""),a.removeAttribute(v?e:c),u.test(e)&&c in a&&(a[c]=!1))}},attrHooks:{type:{set:function(a,b){if(r.test(a.nodeName)&&a.parentNode)f.error("type property can't be changed");else if(!f.support.radioValue&&b==="radio"&&f.nodeName(a,"input")){var c=a.value;a.setAttribute("type",b),c&&(a.value=c);return b}}},value:{get:function(a,b){if(w&&f.nodeName(a,"button"))return w.get(a,b);return b in a?a.value:null},set:function(a,b,c){if(w&&f.nodeName(a,"button"))return w.set(a,b,c);a.value=b}}},propFix:{tabindex:"tabIndex",readonly:"readOnly","for":"htmlFor","class":"className",maxlength:"maxLength",cellspacing:"cellSpacing",cellpadding:"cellPadding",rowspan:"rowSpan",colspan:"colSpan",usemap:"useMap",frameborder:"frameBorder",contenteditable:"contentEditable"},prop:function(a,c,d){var e,g,h,i=a.nodeType;if(!!a&&i!==3&&i!==8&&i!==2){h=i!==1||!f.isXMLDoc(a),h&&(c=f.propFix[c]||c,g=f.propHooks[c]);return d!==b?g&&"set"in g&&(e=g.set(a,d,c))!==b?e:a[c]=d:g&&"get"in g&&(e=g.get(a,c))!==null?e:a[c]}},propHooks:{tabIndex:{get:function(a){var c=a.getAttributeNode("tabindex");return c&&c.specified?parseInt(c.value,10):s.test(a.nodeName)||t.test(a.nodeName)&&a.href?0:b}}}}),f.attrHooks.tabindex=f.propHooks.tabIndex,x={get:function(a,c){var d,e=f.prop(a,c);return e===!0||typeof e!="boolean"&&(d=a.getAttributeNode(c))&&d.nodeValue!==!1?c.toLowerCase():b},set:function(a,b,c){var d;b===!1?f.removeAttr(a,c):(d=f.propFix[c]||c,d in a&&(a[d]=!0),a.setAttribute(c,c.toLowerCase()));return c}},v||(y={name:!0,id:!0},w=f.valHooks.button={get:function(a,c){var d;d=a.getAttributeNode(c);return d&&(y[c]?d.nodeValue!=="":d.specified)?d.nodeValue:b},set:function(a,b,d){var e=a.getAttributeNode(d);e||(e=c.createAttribute(d),a.setAttributeNode(e));return e.nodeValue=b+""}},f.attrHooks.tabindex.set=w.set,f.each(["width","height"],function(a,b){f.attrHooks[b]=f.extend(f.attrHooks[b],{set:function(a,c){if(c===""){a.setAttribute(b,"auto");return c}}})}),f.attrHooks.contenteditable={get:w.get,set:function(a,b,c){b===""&&(b="false"),w.set(a,b,c)}}),f.support.hrefNormalized||f.each(["href","src","width","height"],function(a,c){f.attrHooks[c]=f.extend(f.attrHooks[c],{get:function(a){var d=a.getAttribute(c,2);return d===null?b:d}})}),f.support.style||(f.attrHooks.style={get:function(a){return a.style.cssText.toLowerCase()||b},set:function(a,b){return a.style.cssText=""+b}}),f.support.optSelected||(f.propHooks.selected=f.extend(f.propHooks.selected,{get:function(a){var b=a.parentNode;b&&(b.selectedIndex,b.parentNode&&b.parentNode.selectedIndex);return null}})),f.support.enctype||(f.propFix.enctype="encoding"),f.support.checkOn||f.each(["radio","checkbox"],function(){f.valHooks[this]={get:function(a){return a.getAttribute("value")===null?"on":a.value}}}),f.each(["radio","checkbox"],function(){f.valHooks[this]=f.extend(f.valHooks[this],{set:function(a,b){if(f.isArray(b))return a.checked=f.inArray(f(a).val(),b)>=0}})});var z=/^(?:textarea|input|select)$/i,A=/^([^\.]*)?(?:\.(.+))?$/,B=/\bhover(\.\S+)?\b/,C=/^key/,D=/^(?:mouse|contextmenu)|click/,E=/^(?:focusinfocus|focusoutblur)$/,F=/^(\w*)(?:#([\w\-]+))?(?:\.([\w\-]+))?$/,G=function(a){var b=F.exec(a);b&&(b[1]=(b[1]||"").toLowerCase(),b[3]=b[3]&&new RegExp("(?:^|\\s)"+b[3]+"(?:\\s|$)"));return b},H=function(a,b){var c=a.attributes||{};return(!b[1]||a.nodeName.toLowerCase()===b[1])&&(!b[2]||(c.id||{}).value===b[2])&&(!b[3]||b[3].test((c["class"]||{}).value))},I=function(a){return f.event.special.hover?a:a.replace(B,"mouseenter$1 mouseleave$1")};
f.event={add:function(a,c,d,e,g){var h,i,j,k,l,m,n,o,p,q,r,s;if(!(a.nodeType===3||a.nodeType===8||!c||!d||!(h=f._data(a)))){d.handler&&(p=d,d=p.handler),d.guid||(d.guid=f.guid++),j=h.events,j||(h.events=j={}),i=h.handle,i||(h.handle=i=function(a){return typeof f!="undefined"&&(!a||f.event.triggered!==a.type)?f.event.dispatch.apply(i.elem,arguments):b},i.elem=a),c=f.trim(I(c)).split(" ");for(k=0;k<c.length;k++){l=A.exec(c[k])||[],m=l[1],n=(l[2]||"").split(".").sort(),s=f.event.special[m]||{},m=(g?s.delegateType:s.bindType)||m,s=f.event.special[m]||{},o=f.extend({type:m,origType:l[1],data:e,handler:d,guid:d.guid,selector:g,quick:G(g),namespace:n.join(".")},p),r=j[m];if(!r){r=j[m]=[],r.delegateCount=0;if(!s.setup||s.setup.call(a,e,n,i)===!1)a.addEventListener?a.addEventListener(m,i,!1):a.attachEvent&&a.attachEvent("on"+m,i)}s.add&&(s.add.call(a,o),o.handler.guid||(o.handler.guid=d.guid)),g?r.splice(r.delegateCount++,0,o):r.push(o),f.event.global[m]=!0}a=null}},global:{},remove:function(a,b,c,d,e){var g=f.hasData(a)&&f._data(a),h,i,j,k,l,m,n,o,p,q,r,s;if(!!g&&!!(o=g.events)){b=f.trim(I(b||"")).split(" ");for(h=0;h<b.length;h++){i=A.exec(b[h])||[],j=k=i[1],l=i[2];if(!j){for(j in o)f.event.remove(a,j+b[h],c,d,!0);continue}p=f.event.special[j]||{},j=(d?p.delegateType:p.bindType)||j,r=o[j]||[],m=r.length,l=l?new RegExp("(^|\\.)"+l.split(".").sort().join("\\.(?:.*\\.)?")+"(\\.|$)"):null;for(n=0;n<r.length;n++)s=r[n],(e||k===s.origType)&&(!c||c.guid===s.guid)&&(!l||l.test(s.namespace))&&(!d||d===s.selector||d==="**"&&s.selector)&&(r.splice(n--,1),s.selector&&r.delegateCount--,p.remove&&p.remove.call(a,s));r.length===0&&m!==r.length&&((!p.teardown||p.teardown.call(a,l)===!1)&&f.removeEvent(a,j,g.handle),delete o[j])}f.isEmptyObject(o)&&(q=g.handle,q&&(q.elem=null),f.removeData(a,["events","handle"],!0))}},customEvent:{getData:!0,setData:!0,changeData:!0},trigger:function(c,d,e,g){if(!e||e.nodeType!==3&&e.nodeType!==8){var h=c.type||c,i=[],j,k,l,m,n,o,p,q,r,s;if(E.test(h+f.event.triggered))return;h.indexOf("!")>=0&&(h=h.slice(0,-1),k=!0),h.indexOf(".")>=0&&(i=h.split("."),h=i.shift(),i.sort());if((!e||f.event.customEvent[h])&&!f.event.global[h])return;c=typeof c=="object"?c[f.expando]?c:new f.Event(h,c):new f.Event(h),c.type=h,c.isTrigger=!0,c.exclusive=k,c.namespace=i.join("."),c.namespace_re=c.namespace?new RegExp("(^|\\.)"+i.join("\\.(?:.*\\.)?")+"(\\.|$)"):null,o=h.indexOf(":")<0?"on"+h:"";if(!e){j=f.cache;for(l in j)j[l].events&&j[l].events[h]&&f.event.trigger(c,d,j[l].handle.elem,!0);return}c.result=b,c.target||(c.target=e),d=d!=null?f.makeArray(d):[],d.unshift(c),p=f.event.special[h]||{};if(p.trigger&&p.trigger.apply(e,d)===!1)return;r=[[e,p.bindType||h]];if(!g&&!p.noBubble&&!f.isWindow(e)){s=p.delegateType||h,m=E.test(s+h)?e:e.parentNode,n=null;for(;m;m=m.parentNode)r.push([m,s]),n=m;n&&n===e.ownerDocument&&r.push([n.defaultView||n.parentWindow||a,s])}for(l=0;l<r.length&&!c.isPropagationStopped();l++)m=r[l][0],c.type=r[l][1],q=(f._data(m,"events")||{})[c.type]&&f._data(m,"handle"),q&&q.apply(m,d),q=o&&m[o],q&&f.acceptData(m)&&q.apply(m,d)===!1&&c.preventDefault();c.type=h,!g&&!c.isDefaultPrevented()&&(!p._default||p._default.apply(e.ownerDocument,d)===!1)&&(h!=="click"||!f.nodeName(e,"a"))&&f.acceptData(e)&&o&&e[h]&&(h!=="focus"&&h!=="blur"||c.target.offsetWidth!==0)&&!f.isWindow(e)&&(n=e[o],n&&(e[o]=null),f.event.triggered=h,e[h](),f.event.triggered=b,n&&(e[o]=n));return c.result}},dispatch:function(c){c=f.event.fix(c||a.event);var d=(f._data(this,"events")||{})[c.type]||[],e=d.delegateCount,g=[].slice.call(arguments,0),h=!c.exclusive&&!c.namespace,i=[],j,k,l,m,n,o,p,q,r,s,t;g[0]=c,c.delegateTarget=this;if(e&&!c.target.disabled&&(!c.button||c.type!=="click")){m=f(this),m.context=this.ownerDocument||this;for(l=c.target;l!=this;l=l.parentNode||this){o={},q=[],m[0]=l;for(j=0;j<e;j++)r=d[j],s=r.selector,o[s]===b&&(o[s]=r.quick?H(l,r.quick):m.is(s)),o[s]&&q.push(r);q.length&&i.push({elem:l,matches:q})}}d.length>e&&i.push({elem:this,matches:d.slice(e)});for(j=0;j<i.length&&!c.isPropagationStopped();j++){p=i[j],c.currentTarget=p.elem;for(k=0;k<p.matches.length&&!c.isImmediatePropagationStopped();k++){r=p.matches[k];if(h||!c.namespace&&!r.namespace||c.namespace_re&&c.namespace_re.test(r.namespace))c.data=r.data,c.handleObj=r,n=((f.event.special[r.origType]||{}).handle||r.handler).apply(p.elem,g),n!==b&&(c.result=n,n===!1&&(c.preventDefault(),c.stopPropagation()))}}return c.result},props:"attrChange attrName relatedNode srcElement altKey bubbles cancelable ctrlKey currentTarget eventPhase metaKey relatedTarget shiftKey target timeStamp view which".split(" "),fixHooks:{},keyHooks:{props:"char charCode key keyCode".split(" "),filter:function(a,b){a.which==null&&(a.which=b.charCode!=null?b.charCode:b.keyCode);return a}},mouseHooks:{props:"button buttons clientX clientY fromElement offsetX offsetY pageX pageY screenX screenY toElement".split(" "),filter:function(a,d){var e,f,g,h=d.button,i=d.fromElement;a.pageX==null&&d.clientX!=null&&(e=a.target.ownerDocument||c,f=e.documentElement,g=e.body,a.pageX=d.clientX+(f&&f.scrollLeft||g&&g.scrollLeft||0)-(f&&f.clientLeft||g&&g.clientLeft||0),a.pageY=d.clientY+(f&&f.scrollTop||g&&g.scrollTop||0)-(f&&f.clientTop||g&&g.clientTop||0)),!a.relatedTarget&&i&&(a.relatedTarget=i===a.target?d.toElement:i),!a.which&&h!==b&&(a.which=h&1?1:h&2?3:h&4?2:0);return a}},fix:function(a){if(a[f.expando])return a;var d,e,g=a,h=f.event.fixHooks[a.type]||{},i=h.props?this.props.concat(h.props):this.props;a=f.Event(g);for(d=i.length;d;)e=i[--d],a[e]=g[e];a.target||(a.target=g.srcElement||c),a.target.nodeType===3&&(a.target=a.target.parentNode),a.metaKey===b&&(a.metaKey=a.ctrlKey);return h.filter?h.filter(a,g):a},special:{ready:{setup:f.bindReady},load:{noBubble:!0},focus:{delegateType:"focusin"},blur:{delegateType:"focusout"},beforeunload:{setup:function(a,b,c){f.isWindow(this)&&(this.onbeforeunload=c)},teardown:function(a,b){this.onbeforeunload===b&&(this.onbeforeunload=null)}}},simulate:function(a,b,c,d){var e=f.extend(new f.Event,c,{type:a,isSimulated:!0,originalEvent:{}});d?f.event.trigger(e,null,b):f.event.dispatch.call(b,e),e.isDefaultPrevented()&&c.preventDefault()}},f.event.handle=f.event.dispatch,f.removeEvent=c.removeEventListener?function(a,b,c){a.removeEventListener&&a.removeEventListener(b,c,!1)}:function(a,b,c){a.detachEvent&&a.detachEvent("on"+b,c)},f.Event=function(a,b){if(!(this instanceof f.Event))return new f.Event(a,b);a&&a.type?(this.originalEvent=a,this.type=a.type,this.isDefaultPrevented=a.defaultPrevented||a.returnValue===!1||a.getPreventDefault&&a.getPreventDefault()?K:J):this.type=a,b&&f.extend(this,b),this.timeStamp=a&&a.timeStamp||f.now(),this[f.expando]=!0},f.Event.prototype={preventDefault:function(){this.isDefaultPrevented=K;var a=this.originalEvent;!a||(a.preventDefault?a.preventDefault():a.returnValue=!1)},stopPropagation:function(){this.isPropagationStopped=K;var a=this.originalEvent;!a||(a.stopPropagation&&a.stopPropagation(),a.cancelBubble=!0)},stopImmediatePropagation:function(){this.isImmediatePropagationStopped=K,this.stopPropagation()},isDefaultPrevented:J,isPropagationStopped:J,isImmediatePropagationStopped:J},f.each({mouseenter:"mouseover",mouseleave:"mouseout"},function(a,b){f.event.special[a]={delegateType:b,bindType:b,handle:function(a){var c=this,d=a.relatedTarget,e=a.handleObj,g=e.selector,h;if(!d||d!==c&&!f.contains(c,d))a.type=e.origType,h=e.handler.apply(this,arguments),a.type=b;return h}}}),f.support.submitBubbles||(f.event.special.submit={setup:function(){if(f.nodeName(this,"form"))return!1;f.event.add(this,"click._submit keypress._submit",function(a){var c=a.target,d=f.nodeName(c,"input")||f.nodeName(c,"button")?c.form:b;d&&!d._submit_attached&&(f.event.add(d,"submit._submit",function(a){this.parentNode&&!a.isTrigger&&f.event.simulate("submit",this.parentNode,a,!0)}),d._submit_attached=!0)})},teardown:function(){if(f.nodeName(this,"form"))return!1;f.event.remove(this,"._submit")}}),f.support.changeBubbles||(f.event.special.change={setup:function(){if(z.test(this.nodeName)){if(this.type==="checkbox"||this.type==="radio")f.event.add(this,"propertychange._change",function(a){a.originalEvent.propertyName==="checked"&&(this._just_changed=!0)}),f.event.add(this,"click._change",function(a){this._just_changed&&!a.isTrigger&&(this._just_changed=!1,f.event.simulate("change",this,a,!0))});return!1}f.event.add(this,"beforeactivate._change",function(a){var b=a.target;z.test(b.nodeName)&&!b._change_attached&&(f.event.add(b,"change._change",function(a){this.parentNode&&!a.isSimulated&&!a.isTrigger&&f.event.simulate("change",this.parentNode,a,!0)}),b._change_attached=!0)})},handle:function(a){var b=a.target;if(this!==b||a.isSimulated||a.isTrigger||b.type!=="radio"&&b.type!=="checkbox")return a.handleObj.handler.apply(this,arguments)},teardown:function(){f.event.remove(this,"._change");return z.test(this.nodeName)}}),f.support.focusinBubbles||f.each({focus:"focusin",blur:"focusout"},function(a,b){var d=0,e=function(a){f.event.simulate(b,a.target,f.event.fix(a),!0)};f.event.special[b]={setup:function(){d++===0&&c.addEventListener(a,e,!0)},teardown:function(){--d===0&&c.removeEventListener(a,e,!0)}}}),f.fn.extend({on:function(a,c,d,e,g){var h,i;if(typeof a=="object"){typeof c!="string"&&(d=c,c=b);for(i in a)this.on(i,c,d,a[i],g);return this}d==null&&e==null?(e=c,d=c=b):e==null&&(typeof c=="string"?(e=d,d=b):(e=d,d=c,c=b));if(e===!1)e=J;else if(!e)return this;g===1&&(h=e,e=function(a){f().off(a);return h.apply(this,arguments)},e.guid=h.guid||(h.guid=f.guid++));return this.each(function(){f.event.add(this,a,e,d,c)})},one:function(a,b,c,d){return this.on.call(this,a,b,c,d,1)},off:function(a,c,d){if(a&&a.preventDefault&&a.handleObj){var e=a.handleObj;f(a.delegateTarget).off(e.namespace?e.type+"."+e.namespace:e.type,e.selector,e.handler);return this}if(typeof a=="object"){for(var g in a)this.off(g,c,a[g]);return this}if(c===!1||typeof c=="function")d=c,c=b;d===!1&&(d=J);return this.each(function(){f.event.remove(this,a,d,c)})},bind:function(a,b,c){return this.on(a,null,b,c)},unbind:function(a,b){return this.off(a,null,b)},live:function(a,b,c){f(this.context).on(a,this.selector,b,c);return this},die:function(a,b){f(this.context).off(a,this.selector||"**",b);return this},delegate:function(a,b,c,d){return this.on(b,a,c,d)},undelegate:function(a,b,c){return arguments.length==1?this.off(a,"**"):this.off(b,a,c)},trigger:function(a,b){return this.each(function(){f.event.trigger(a,b,this)})},triggerHandler:function(a,b){if(this[0])return f.event.trigger(a,b,this[0],!0)},toggle:function(a){var b=arguments,c=a.guid||f.guid++,d=0,e=function(c){var e=(f._data(this,"lastToggle"+a.guid)||0)%d;f._data(this,"lastToggle"+a.guid,e+1),c.preventDefault();return b[e].apply(this,arguments)||!1};e.guid=c;while(d<b.length)b[d++].guid=c;return this.click(e)},hover:function(a,b){return this.mouseenter(a).mouseleave(b||a)}}),f.each("blur focus focusin focusout load resize scroll unload click dblclick mousedown mouseup mousemove mouseover mouseout mouseenter mouseleave change select submit keydown keypress keyup error contextmenu".split(" "),function(a,b){f.fn[b]=function(a,c){c==null&&(c=a,a=null);return arguments.length>0?this.on(b,null,a,c):this.trigger(b)},f.attrFn&&(f.attrFn[b]=!0),C.test(b)&&(f.event.fixHooks[b]=f.event.keyHooks),D.test(b)&&(f.event.fixHooks[b]=f.event.mouseHooks)}),function(){function x(a,b,c,e,f,g){for(var h=0,i=e.length;h<i;h++){var j=e[h];if(j){var k=!1;j=j[a];while(j){if(j[d]===c){k=e[j.sizset];break}if(j.nodeType===1){g||(j[d]=c,j.sizset=h);if(typeof b!="string"){if(j===b){k=!0;break}}else if(m.filter(b,[j]).length>0){k=j;break}}j=j[a]}e[h]=k}}}function w(a,b,c,e,f,g){for(var h=0,i=e.length;h<i;h++){var j=e[h];if(j){var k=!1;j=j[a];while(j){if(j[d]===c){k=e[j.sizset];break}j.nodeType===1&&!g&&(j[d]=c,j.sizset=h);if(j.nodeName.toLowerCase()===b){k=j;break}j=j[a]}e[h]=k}}}var a=/((?:\((?:\([^()]+\)|[^()]+)+\)|\[(?:\[[^\[\]]*\]|['"][^'"]*['"]|[^\[\]'"]+)+\]|\\.|[^ >+~,(\[\\]+)+|[>+~])(\s*,\s*)?((?:.|\r|\n)*)/g,d="sizcache"+(Math.random()+"").replace(".",""),e=0,g=Object.prototype.toString,h=!1,i=!0,j=/\\/g,k=/\r\n/g,l=/\W/;[0,0].sort(function(){i=!1;return 0});var m=function(b,d,e,f){e=e||[],d=d||c;var h=d;if(d.nodeType!==1&&d.nodeType!==9)return[];if(!b||typeof b!="string")return e;var i,j,k,l,n,q,r,t,u=!0,v=m.isXML(d),w=[],x=b;do{a.exec(""),i=a.exec(x);if(i){x=i[3],w.push(i[1]);if(i[2]){l=i[3];break}}}while(i);if(w.length>1&&p.exec(b))if(w.length===2&&o.relative[w[0]])j=y(w[0]+w[1],d,f);else{j=o.relative[w[0]]?[d]:m(w.shift(),d);while(w.length)b=w.shift(),o.relative[b]&&(b+=w.shift()),j=y(b,j,f)}else{!f&&w.length>1&&d.nodeType===9&&!v&&o.match.ID.test(w[0])&&!o.match.ID.test(w[w.length-1])&&(n=m.find(w.shift(),d,v),d=n.expr?m.filter(n.expr,n.set)[0]:n.set[0]);if(d){n=f?{expr:w.pop(),set:s(f)}:m.find(w.pop(),w.length===1&&(w[0]==="~"||w[0]==="+")&&d.parentNode?d.parentNode:d,v),j=n.expr?m.filter(n.expr,n.set):n.set,w.length>0?k=s(j):u=!1;while(w.length)q=w.pop(),r=q,o.relative[q]?r=w.pop():q="",r==null&&(r=d),o.relative[q](k,r,v)}else k=w=[]}k||(k=j),k||m.error(q||b);if(g.call(k)==="[object Array]")if(!u)e.push.apply(e,k);else if(d&&d.nodeType===1)for(t=0;k[t]!=null;t++)k[t]&&(k[t]===!0||k[t].nodeType===1&&m.contains(d,k[t]))&&e.push(j[t]);else for(t=0;k[t]!=null;t++)k[t]&&k[t].nodeType===1&&e.push(j[t]);else s(k,e);l&&(m(l,h,e,f),m.uniqueSort(e));return e};m.uniqueSort=function(a){if(u){h=i,a.sort(u);if(h)for(var b=1;b<a.length;b++)a[b]===a[b-1]&&a.splice(b--,1)}return a},m.matches=function(a,b){return m(a,null,null,b)},m.matchesSelector=function(a,b){return m(b,null,null,[a]).length>0},m.find=function(a,b,c){var d,e,f,g,h,i;if(!a)return[];for(e=0,f=o.order.length;e<f;e++){h=o.order[e];if(g=o.leftMatch[h].exec(a)){i=g[1],g.splice(1,1);if(i.substr(i.length-1)!=="\\"){g[1]=(g[1]||"").replace(j,""),d=o.find[h](g,b,c);if(d!=null){a=a.replace(o.match[h],"");break}}}}d||(d=typeof b.getElementsByTagName!="undefined"?b.getElementsByTagName("*"):[]);return{set:d,expr:a}},m.filter=function(a,c,d,e){var f,g,h,i,j,k,l,n,p,q=a,r=[],s=c,t=c&&c[0]&&m.isXML(c[0]);while(a&&c.length){for(h in o.filter)if((f=o.leftMatch[h].exec(a))!=null&&f[2]){k=o.filter[h],l=f[1],g=!1,f.splice(1,1);if(l.substr(l.length-1)==="\\")continue;s===r&&(r=[]);if(o.preFilter[h]){f=o.preFilter[h](f,s,d,r,e,t);if(!f)g=i=!0;else if(f===!0)continue}if(f)for(n=0;(j=s[n])!=null;n++)j&&(i=k(j,f,n,s),p=e^i,d&&i!=null?p?g=!0:s[n]=!1:p&&(r.push(j),g=!0));if(i!==b){d||(s=r),a=a.replace(o.match[h],"");if(!g)return[];break}}if(a===q)if(g==null)m.error(a);else break;q=a}return s},m.error=function(a){throw new Error("Syntax error, unrecognized expression: "+a)};var n=m.getText=function(a){var b,c,d=a.nodeType,e="";if(d){if(d===1||d===9){if(typeof a.textContent=="string")return a.textContent;if(typeof a.innerText=="string")return a.innerText.replace(k,"");for(a=a.firstChild;a;a=a.nextSibling)e+=n(a)}else if(d===3||d===4)return a.nodeValue}else for(b=0;c=a[b];b++)c.nodeType!==8&&(e+=n(c));return e},o=m.selectors={order:["ID","NAME","TAG"],match:{ID:/#((?:[\w\u00c0-\uFFFF\-]|\\.)+)/,CLASS:/\.((?:[\w\u00c0-\uFFFF\-]|\\.)+)/,NAME:/\[name=['"]*((?:[\w\u00c0-\uFFFF\-]|\\.)+)['"]*\]/,ATTR:/\[\s*((?:[\w\u00c0-\uFFFF\-]|\\.)+)\s*(?:(\S?=)\s*(?:(['"])(.*?)\3|(#?(?:[\w\u00c0-\uFFFF\-]|\\.)*)|)|)\s*\]/,TAG:/^((?:[\w\u00c0-\uFFFF\*\-]|\\.)+)/,CHILD:/:(only|nth|last|first)-child(?:\(\s*(even|odd|(?:[+\-]?\d+|(?:[+\-]?\d*)?n\s*(?:[+\-]\s*\d+)?))\s*\))?/,POS:/:(nth|eq|gt|lt|first|last|even|odd)(?:\((\d*)\))?(?=[^\-]|$)/,PSEUDO:/:((?:[\w\u00c0-\uFFFF\-]|\\.)+)(?:\((['"]?)((?:\([^\)]+\)|[^\(\)]*)+)\2\))?/},leftMatch:{},attrMap:{"class":"className","for":"htmlFor"},attrHandle:{href:function(a){return a.getAttribute("href")},type:function(a){return a.getAttribute("type")}},relative:{"+":function(a,b){var c=typeof b=="string",d=c&&!l.test(b),e=c&&!d;d&&(b=b.toLowerCase());for(var f=0,g=a.length,h;f<g;f++)if(h=a[f]){while((h=h.previousSibling)&&h.nodeType!==1);a[f]=e||h&&h.nodeName.toLowerCase()===b?h||!1:h===b}e&&m.filter(b,a,!0)},">":function(a,b){var c,d=typeof b=="string",e=0,f=a.length;if(d&&!l.test(b)){b=b.toLowerCase();for(;e<f;e++){c=a[e];if(c){var g=c.parentNode;a[e]=g.nodeName.toLowerCase()===b?g:!1}}}else{for(;e<f;e++)c=a[e],c&&(a[e]=d?c.parentNode:c.parentNode===b);d&&m.filter(b,a,!0)}},"":function(a,b,c){var d,f=e++,g=x;typeof b=="string"&&!l.test(b)&&(b=b.toLowerCase(),d=b,g=w),g("parentNode",b,f,a,d,c)},"~":function(a,b,c){var d,f=e++,g=x;typeof b=="string"&&!l.test(b)&&(b=b.toLowerCase(),d=b,g=w),g("previousSibling",b,f,a,d,c)}},find:{ID:function(a,b,c){if(typeof b.getElementById!="undefined"&&!c){var d=b.getElementById(a[1]);return d&&d.parentNode?[d]:[]}},NAME:function(a,b){if(typeof b.getElementsByName!="undefined"){var c=[],d=b.getElementsByName(a[1]);for(var e=0,f=d.length;e<f;e++)d[e].getAttribute("name")===a[1]&&c.push(d[e]);return c.length===0?null:c}},TAG:function(a,b){if(typeof b.getElementsByTagName!="undefined")return b.getElementsByTagName(a[1])}},preFilter:{CLASS:function(a,b,c,d,e,f){a=" "+a[1].replace(j,"")+" ";if(f)return a;for(var g=0,h;(h=b[g])!=null;g++)h&&(e^(h.className&&(" "+h.className+" ").replace(/[\t\n\r]/g," ").indexOf(a)>=0)?c||d.push(h):c&&(b[g]=!1));return!1},ID:function(a){return a[1].replace(j,"")},TAG:function(a,b){return a[1].replace(j,"").toLowerCase()},CHILD:function(a){if(a[1]==="nth"){a[2]||m.error(a[0]),a[2]=a[2].replace(/^\+|\s*/g,"");var b=/(-?)(\d*)(?:n([+\-]?\d*))?/.exec(a[2]==="even"&&"2n"||a[2]==="odd"&&"2n+1"||!/\D/.test(a[2])&&"0n+"+a[2]||a[2]);a[2]=b[1]+(b[2]||1)-0,a[3]=b[3]-0}else a[2]&&m.error(a[0]);a[0]=e++;return a},ATTR:function(a,b,c,d,e,f){var g=a[1]=a[1].replace(j,"");!f&&o.attrMap[g]&&(a[1]=o.attrMap[g]),a[4]=(a[4]||a[5]||"").replace(j,""),a[2]==="~="&&(a[4]=" "+a[4]+" ");return a},PSEUDO:function(b,c,d,e,f){if(b[1]==="not")if((a.exec(b[3])||"").length>1||/^\w/.test(b[3]))b[3]=m(b[3],null,null,c);else{var g=m.filter(b[3],c,d,!0^f);d||e.push.apply(e,g);return!1}else if(o.match.POS.test(b[0])||o.match.CHILD.test(b[0]))return!0;return b},POS:function(a){a.unshift(!0);return a}},filters:{enabled:function(a){return a.disabled===!1&&a.type!=="hidden"},disabled:function(a){return a.disabled===!0},checked:function(a){return a.checked===!0},selected:function(a){a.parentNode&&a.parentNode.selectedIndex;return a.selected===!0},parent:function(a){return!!a.firstChild},empty:function(a){return!a.firstChild},has:function(a,b,c){return!!m(c[3],a).length},header:function(a){return/h\d/i.test(a.nodeName)},text:function(a){var b=a.getAttribute("type"),c=a.type;return a.nodeName.toLowerCase()==="input"&&"text"===c&&(b===c||b===null)},radio:function(a){return a.nodeName.toLowerCase()==="input"&&"radio"===a.type},checkbox:function(a){return a.nodeName.toLowerCase()==="input"&&"checkbox"===a.type},file:function(a){return a.nodeName.toLowerCase()==="input"&&"file"===a.type},password:function(a){return a.nodeName.toLowerCase()==="input"&&"password"===a.type},submit:function(a){var b=a.nodeName.toLowerCase();return(b==="input"||b==="button")&&"submit"===a.type},image:function(a){return a.nodeName.toLowerCase()==="input"&&"image"===a.type},reset:function(a){var b=a.nodeName.toLowerCase();return(b==="input"||b==="button")&&"reset"===a.type},button:function(a){var b=a.nodeName.toLowerCase();return b==="input"&&"button"===a.type||b==="button"},input:function(a){return/input|select|textarea|button/i.test(a.nodeName)},focus:function(a){return a===a.ownerDocument.activeElement}},setFilters:{first:function(a,b){return b===0},last:function(a,b,c,d){return b===d.length-1},even:function(a,b){return b%2===0},odd:function(a,b){return b%2===1},lt:function(a,b,c){return b<c[3]-0},gt:function(a,b,c){return b>c[3]-0},nth:function(a,b,c){return c[3]-0===b},eq:function(a,b,c){return c[3]-0===b}},filter:{PSEUDO:function(a,b,c,d){var e=b[1],f=o.filters[e];if(f)return f(a,c,b,d);if(e==="contains")return(a.textContent||a.innerText||n([a])||"").indexOf(b[3])>=0;if(e==="not"){var g=b[3];for(var h=0,i=g.length;h<i;h++)if(g[h]===a)return!1;return!0}m.error(e)},CHILD:function(a,b){var c,e,f,g,h,i,j,k=b[1],l=a;switch(k){case"only":case"first":while(l=l.previousSibling)if(l.nodeType===1)return!1;if(k==="first")return!0;l=a;case"last":while(l=l.nextSibling)if(l.nodeType===1)return!1;return!0;case"nth":c=b[2],e=b[3];if(c===1&&e===0)return!0;f=b[0],g=a.parentNode;if(g&&(g[d]!==f||!a.nodeIndex)){i=0;for(l=g.firstChild;l;l=l.nextSibling)l.nodeType===1&&(l.nodeIndex=++i);g[d]=f}j=a.nodeIndex-e;return c===0?j===0:j%c===0&&j/c>=0}},ID:function(a,b){return a.nodeType===1&&a.getAttribute("id")===b},TAG:function(a,b){return b==="*"&&a.nodeType===1||!!a.nodeName&&a.nodeName.toLowerCase()===b},CLASS:function(a,b){return(" "+(a.className||a.getAttribute("class"))+" ").indexOf(b)>-1},ATTR:function(a,b){var c=b[1],d=m.attr?m.attr(a,c):o.attrHandle[c]?o.attrHandle[c](a):a[c]!=null?a[c]:a.getAttribute(c),e=d+"",f=b[2],g=b[4];return d==null?f==="!=":!f&&m.attr?d!=null:f==="="?e===g:f==="*="?e.indexOf(g)>=0:f==="~="?(" "+e+" ").indexOf(g)>=0:g?f==="!="?e!==g:f==="^="?e.indexOf(g)===0:f==="$="?e.substr(e.length-g.length)===g:f==="|="?e===g||e.substr(0,g.length+1)===g+"-":!1:e&&d!==!1},POS:function(a,b,c,d){var e=b[2],f=o.setFilters[e];if(f)return f(a,c,b,d)}}},p=o.match.POS,q=function(a,b){return"\\"+(b-0+1)};for(var r in o.match)o.match[r]=new RegExp(o.match[r].source+/(?![^\[]*\])(?![^\(]*\))/.source),o.leftMatch[r]=new RegExp(/(^(?:.|\r|\n)*?)/.source+o.match[r].source.replace(/\\(\d+)/g,q));var s=function(a,b){a=Array.prototype.slice.call(a,0);if(b){b.push.apply(b,a);return b}return a};try{Array.prototype.slice.call(c.documentElement.childNodes,0)[0].nodeType}catch(t){s=function(a,b){var c=0,d=b||[];if(g.call(a)==="[object Array]")Array.prototype.push.apply(d,a);else if(typeof a.length=="number")for(var e=a.length;c<e;c++)d.push(a[c]);else for(;a[c];c++)d.push(a[c]);return d}}var u,v;c.documentElement.compareDocumentPosition?u=function(a,b){if(a===b){h=!0;return 0}if(!a.compareDocumentPosition||!b.compareDocumentPosition)return a.compareDocumentPosition?-1:1;return a.compareDocumentPosition(b)&4?-1:1}:(u=function(a,b){if(a===b){h=!0;return 0}if(a.sourceIndex&&b.sourceIndex)return a.sourceIndex-b.sourceIndex;var c,d,e=[],f=[],g=a.parentNode,i=b.parentNode,j=g;if(g===i)return v(a,b);if(!g)return-1;if(!i)return 1;while(j)e.unshift(j),j=j.parentNode;j=i;while(j)f.unshift(j),j=j.parentNode;c=e.length,d=f.length;for(var k=0;k<c&&k<d;k++)if(e[k]!==f[k])return v(e[k],f[k]);return k===c?v(a,f[k],-1):v(e[k],b,1)},v=function(a,b,c){if(a===b)return c;var d=a.nextSibling;while(d){if(d===b)return-1;d=d.nextSibling}return 1}),function(){var a=c.createElement("div"),d="script"+(new Date).getTime(),e=c.documentElement;a.innerHTML="<a name='"+d+"'/>",e.insertBefore(a,e.firstChild),c.getElementById(d)&&(o.find.ID=function(a,c,d){if(typeof c.getElementById!="undefined"&&!d){var e=c.getElementById(a[1]);return e?e.id===a[1]||typeof e.getAttributeNode!="undefined"&&e.getAttributeNode("id").nodeValue===a[1]?[e]:b:[]}},o.filter.ID=function(a,b){var c=typeof a.getAttributeNode!="undefined"&&a.getAttributeNode("id");return a.nodeType===1&&c&&c.nodeValue===b}),e.removeChild(a),e=a=null}(),function(){var a=c.createElement("div");a.appendChild(c.createComment("")),a.getElementsByTagName("*").length>0&&(o.find.TAG=function(a,b){var c=b.getElementsByTagName(a[1]);if(a[1]==="*"){var d=[];for(var e=0;c[e];e++)c[e].nodeType===1&&d.push(c[e]);c=d}return c}),a.innerHTML="<a href='#'></a>",a.firstChild&&typeof a.firstChild.getAttribute!="undefined"&&a.firstChild.getAttribute("href")!=="#"&&(o.attrHandle.href=function(a){return a.getAttribute("href",2)}),a=null}(),c.querySelectorAll&&function(){var a=m,b=c.createElement("div"),d="__sizzle__";b.innerHTML="<p class='TEST'></p>";if(!b.querySelectorAll||b.querySelectorAll(".TEST").length!==0){m=function(b,e,f,g){e=e||c;if(!g&&!m.isXML(e)){var h=/^(\w+$)|^\.([\w\-]+$)|^#([\w\-]+$)/.exec(b);if(h&&(e.nodeType===1||e.nodeType===9)){if(h[1])return s(e.getElementsByTagName(b),f);if(h[2]&&o.find.CLASS&&e.getElementsByClassName)return s(e.getElementsByClassName(h[2]),f)}if(e.nodeType===9){if(b==="body"&&e.body)return s([e.body],f);if(h&&h[3]){var i=e.getElementById(h[3]);if(!i||!i.parentNode)return s([],f);if(i.id===h[3])return s([i],f)}try{return s(e.querySelectorAll(b),f)}catch(j){}}else if(e.nodeType===1&&e.nodeName.toLowerCase()!=="object"){var k=e,l=e.getAttribute("id"),n=l||d,p=e.parentNode,q=/^\s*[+~]/.test(b);l?n=n.replace(/'/g,"\\$&"):e.setAttribute("id",n),q&&p&&(e=e.parentNode);try{if(!q||p)return s(e.querySelectorAll("[id='"+n+"'] "+b),f)}catch(r){}finally{l||k.removeAttribute("id")}}}return a(b,e,f,g)};for(var e in a)m[e]=a[e];b=null}}(),function(){var a=c.documentElement,b=a.matchesSelector||a.mozMatchesSelector||a.webkitMatchesSelector||a.msMatchesSelector;if(b){var d=!b.call(c.createElement("div"),"div"),e=!1;try{b.call(c.documentElement,"[test!='']:sizzle")}catch(f){e=!0}m.matchesSelector=function(a,c){c=c.replace(/\=\s*([^'"\]]*)\s*\]/g,"='$1']");if(!m.isXML(a))try{if(e||!o.match.PSEUDO.test(c)&&!/!=/.test(c)){var f=b.call(a,c);if(f||!d||a.document&&a.document.nodeType!==11)return f}}catch(g){}return m(c,null,null,[a]).length>0}}}(),function(){var a=c.createElement("div");a.innerHTML="<div class='test e'></div><div class='test'></div>";if(!!a.getElementsByClassName&&a.getElementsByClassName("e").length!==0){a.lastChild.className="e";if(a.getElementsByClassName("e").length===1)return;o.order.splice(1,0,"CLASS"),o.find.CLASS=function(a,b,c){if(typeof b.getElementsByClassName!="undefined"&&!c)return b.getElementsByClassName(a[1])},a=null}}(),c.documentElement.contains?m.contains=function(a,b){return a!==b&&(a.contains?a.contains(b):!0)}:c.documentElement.compareDocumentPosition?m.contains=function(a,b){return!!(a.compareDocumentPosition(b)&16)}:m.contains=function(){return!1},m.isXML=function(a){var b=(a?a.ownerDocument||a:0).documentElement;return b?b.nodeName!=="HTML":!1};var y=function(a,b,c){var d,e=[],f="",g=b.nodeType?[b]:b;while(d=o.match.PSEUDO.exec(a))f+=d[0],a=a.replace(o.match.PSEUDO,"");a=o.relative[a]?a+"*":a;for(var h=0,i=g.length;h<i;h++)m(a,g[h],e,c);return m.filter(f,e)};m.attr=f.attr,m.selectors.attrMap={},f.find=m,f.expr=m.selectors,f.expr[":"]=f.expr.filters,f.unique=m.uniqueSort,f.text=m.getText,f.isXMLDoc=m.isXML,f.contains=m.contains}();var L=/Until$/,M=/^(?:parents|prevUntil|prevAll)/,N=/,/,O=/^.[^:#\[\.,]*$/,P=Array.prototype.slice,Q=f.expr.match.POS,R={children:!0,contents:!0,next:!0,prev:!0};f.fn.extend({find:function(a){var b=this,c,d;if(typeof a!="string")return f(a).filter(function(){for(c=0,d=b.length;c<d;c++)if(f.contains(b[c],this))return!0});var e=this.pushStack("","find",a),g,h,i;for(c=0,d=this.length;c<d;c++){g=e.length,f.find(a,this[c],e);if(c>0)for(h=g;h<e.length;h++)for(i=0;i<g;i++)if(e[i]===e[h]){e.splice(h--,1);break}}return e},has:function(a){var b=f(a);return this.filter(function(){for(var a=0,c=b.length;a<c;a++)if(f.contains(this,b[a]))return!0})},not:function(a){return this.pushStack(T(this,a,!1),"not",a)},filter:function(a){return this.pushStack(T(this,a,!0),"filter",a)},is:function(a){return!!a&&(typeof a=="string"?Q.test(a)?f(a,this.context).index(this[0])>=0:f.filter(a,this).length>0:this.filter(a).length>0)},closest:function(a,b){var c=[],d,e,g=this[0];if(f.isArray(a)){var h=1;while(g&&g.ownerDocument&&g!==b){for(d=0;d<a.length;d++)f(g).is(a[d])&&c.push({selector:a[d],elem:g,level:h});g=g.parentNode,h++}return c}var i=Q.test(a)||typeof a!="string"?f(a,b||this.context):0;for(d=0,e=this.length;d<e;d++){g=this[d];while(g){if(i?i.index(g)>-1:f.find.matchesSelector(g,a)){c.push(g);break}g=g.parentNode;if(!g||!g.ownerDocument||g===b||g.nodeType===11)break}}c=c.length>1?f.unique(c):c;return this.pushStack(c,"closest",a)},index:function(a){if(!a)return this[0]&&this[0].parentNode?this.prevAll().length:-1;if(typeof a=="string")return f.inArray(this[0],f(a));return f.inArray(a.jquery?a[0]:a,this)},add:function(a,b){var c=typeof a=="string"?f(a,b):f.makeArray(a&&a.nodeType?[a]:a),d=f.merge(this.get(),c);return this.pushStack(S(c[0])||S(d[0])?d:f.unique(d))},andSelf:function(){return this.add(this.prevObject)}}),f.each({parent:function(a){var b=a.parentNode;return b&&b.nodeType!==11?b:null},parents:function(a){return f.dir(a,"parentNode")},parentsUntil:function(a,b,c){return f.dir(a,"parentNode",c)},next:function(a){return f.nth(a,2,"nextSibling")},prev:function(a){return f.nth(a,2,"previousSibling")},nextAll:function(a){return f.dir(a,"nextSibling")},prevAll:function(a){return f.dir(a,"previousSibling")},nextUntil:function(a,b,c){return f.dir(a,"nextSibling",c)},prevUntil:function(a,b,c){return f.dir(a,"previousSibling",c)},siblings:function(a){return f.sibling(a.parentNode.firstChild,a)},children:function(a){return f.sibling(a.firstChild)},contents:function(a){return f.nodeName(a,"iframe")?a.contentDocument||a.contentWindow.document:f.makeArray(a.childNodes)}},function(a,b){f.fn[a]=function(c,d){var e=f.map(this,b,c);L.test(a)||(d=c),d&&typeof d=="string"&&(e=f.filter(d,e)),e=this.length>1&&!R[a]?f.unique(e):e,(this.length>1||N.test(d))&&M.test(a)&&(e=e.reverse());return this.pushStack(e,a,P.call(arguments).join(","))}}),f.extend({filter:function(a,b,c){c&&(a=":not("+a+")");return b.length===1?f.find.matchesSelector(b[0],a)?[b[0]]:[]:f.find.matches(a,b)},dir:function(a,c,d){var e=[],g=a[c];while(g&&g.nodeType!==9&&(d===b||g.nodeType!==1||!f(g).is(d)))g.nodeType===1&&e.push(g),g=g[c];return e},nth:function(a,b,c,d){b=b||1;var e=0;for(;a;a=a[c])if(a.nodeType===1&&++e===b)break;return a},sibling:function(a,b){var c=[];for(;a;a=a.nextSibling)a.nodeType===1&&a!==b&&c.push(a);return c}});var V="abbr|article|aside|audio|canvas|datalist|details|figcaption|figure|footer|header|hgroup|mark|meter|nav|output|progress|section|summary|time|video",W=/ jQuery\d+="(?:\d+|null)"/g,X=/^\s+/,Y=/<(?!area|br|col|embed|hr|img|input|link|meta|param)(([\w:]+)[^>]*)\/>/ig,Z=/<([\w:]+)/,$=/<tbody/i,_=/<|&#?\w+;/,ba=/<(?:script|style)/i,bb=/<(?:script|object|embed|option|style)/i,bc=new RegExp("<(?:"+V+")","i"),bd=/checked\s*(?:[^=]|=\s*.checked.)/i,be=/\/(java|ecma)script/i,bf=/^\s*<!(?:\[CDATA\[|\-\-)/,bg={option:[1,"<select multiple='multiple'>","</select>"],legend:[1,"<fieldset>","</fieldset>"],thead:[1,"<table>","</table>"],tr:[2,"<table><tbody>","</tbody></table>"],td:[3,"<table><tbody><tr>","</tr></tbody></table>"],col:[2,"<table><tbody></tbody><colgroup>","</colgroup></table>"],area:[1,"<map>","</map>"],_default:[0,"",""]},bh=U(c);bg.optgroup=bg.option,bg.tbody=bg.tfoot=bg.colgroup=bg.caption=bg.thead,bg.th=bg.td,f.support.htmlSerialize||(bg._default=[1,"div<div>","</div>"]),f.fn.extend({text:function(a){if(f.isFunction(a))return this.each(function(b){var c=f(this);c.text(a.call(this,b,c.text()))});if(typeof a!="object"&&a!==b)return this.empty().append((this[0]&&this[0].ownerDocument||c).createTextNode(a));return f.text(this)},wrapAll:function(a){if(f.isFunction(a))return this.each(function(b){f(this).wrapAll(a.call(this,b))});if(this[0]){var b=f(a,this[0].ownerDocument).eq(0).clone(!0);this[0].parentNode&&b.insertBefore(this[0]),b.map(function(){var a=this;while(a.firstChild&&a.firstChild.nodeType===1)a=a.firstChild;return a}).append(this)}return this},wrapInner:function(a){if(f.isFunction(a))return this.each(function(b){f(this).wrapInner(a.call(this,b))});return this.each(function(){var b=f(this),c=b.contents();c.length?c.wrapAll(a):b.append(a)})},wrap:function(a){var b=f.isFunction(a);return this.each(function(c){f(this).wrapAll(b?a.call(this,c):a)})},unwrap:function(){return this.parent().each(function(){f.nodeName(this,"body")||f(this).replaceWith(this.childNodes)}).end()},append:function(){return this.domManip(arguments,!0,function(a){this.nodeType===1&&this.appendChild(a)})},prepend:function(){return this.domManip(arguments,!0,function(a){this.nodeType===1&&this.insertBefore(a,this.firstChild)})},before:function(){if(this[0]&&this[0].parentNode)return this.domManip(arguments,!1,function(a){this.parentNode.insertBefore(a,this)});if(arguments.length){var a=f.clean(arguments);a.push.apply(a,this.toArray());return this.pushStack(a,"before",arguments)}},after:function(){if(this[0]&&this[0].parentNode)return this.domManip(arguments,!1,function(a){this.parentNode.insertBefore(a,this.nextSibling)});if(arguments.length){var a=this.pushStack(this,"after",arguments);a.push.apply(a,f.clean(arguments));return a}},remove:function(a,b){for(var c=0,d;(d=this[c])!=null;c++)if(!a||f.filter(a,[d]).length)!b&&d.nodeType===1&&(f.cleanData(d.getElementsByTagName("*")),f.cleanData([d])),d.parentNode&&d.parentNode.removeChild(d);return this},empty:function()
{for(var a=0,b;(b=this[a])!=null;a++){b.nodeType===1&&f.cleanData(b.getElementsByTagName("*"));while(b.firstChild)b.removeChild(b.firstChild)}return this},clone:function(a,b){a=a==null?!1:a,b=b==null?a:b;return this.map(function(){return f.clone(this,a,b)})},html:function(a){if(a===b)return this[0]&&this[0].nodeType===1?this[0].innerHTML.replace(W,""):null;if(typeof a=="string"&&!ba.test(a)&&(f.support.leadingWhitespace||!X.test(a))&&!bg[(Z.exec(a)||["",""])[1].toLowerCase()]){a=a.replace(Y,"<$1></$2>");try{for(var c=0,d=this.length;c<d;c++)this[c].nodeType===1&&(f.cleanData(this[c].getElementsByTagName("*")),this[c].innerHTML=a)}catch(e){this.empty().append(a)}}else f.isFunction(a)?this.each(function(b){var c=f(this);c.html(a.call(this,b,c.html()))}):this.empty().append(a);return this},replaceWith:function(a){if(this[0]&&this[0].parentNode){if(f.isFunction(a))return this.each(function(b){var c=f(this),d=c.html();c.replaceWith(a.call(this,b,d))});typeof a!="string"&&(a=f(a).detach());return this.each(function(){var b=this.nextSibling,c=this.parentNode;f(this).remove(),b?f(b).before(a):f(c).append(a)})}return this.length?this.pushStack(f(f.isFunction(a)?a():a),"replaceWith",a):this},detach:function(a){return this.remove(a,!0)},domManip:function(a,c,d){var e,g,h,i,j=a[0],k=[];if(!f.support.checkClone&&arguments.length===3&&typeof j=="string"&&bd.test(j))return this.each(function(){f(this).domManip(a,c,d,!0)});if(f.isFunction(j))return this.each(function(e){var g=f(this);a[0]=j.call(this,e,c?g.html():b),g.domManip(a,c,d)});if(this[0]){i=j&&j.parentNode,f.support.parentNode&&i&&i.nodeType===11&&i.childNodes.length===this.length?e={fragment:i}:e=f.buildFragment(a,this,k),h=e.fragment,h.childNodes.length===1?g=h=h.firstChild:g=h.firstChild;if(g){c=c&&f.nodeName(g,"tr");for(var l=0,m=this.length,n=m-1;l<m;l++)d.call(c?bi(this[l],g):this[l],e.cacheable||m>1&&l<n?f.clone(h,!0,!0):h)}k.length&&f.each(k,bp)}return this}}),f.buildFragment=function(a,b,d){var e,g,h,i,j=a[0];b&&b[0]&&(i=b[0].ownerDocument||b[0]),i.createDocumentFragment||(i=c),a.length===1&&typeof j=="string"&&j.length<512&&i===c&&j.charAt(0)==="<"&&!bb.test(j)&&(f.support.checkClone||!bd.test(j))&&(f.support.html5Clone||!bc.test(j))&&(g=!0,h=f.fragments[j],h&&h!==1&&(e=h)),e||(e=i.createDocumentFragment(),f.clean(a,i,e,d)),g&&(f.fragments[j]=h?e:1);return{fragment:e,cacheable:g}},f.fragments={},f.each({appendTo:"append",prependTo:"prepend",insertBefore:"before",insertAfter:"after",replaceAll:"replaceWith"},function(a,b){f.fn[a]=function(c){var d=[],e=f(c),g=this.length===1&&this[0].parentNode;if(g&&g.nodeType===11&&g.childNodes.length===1&&e.length===1){e[b](this[0]);return this}for(var h=0,i=e.length;h<i;h++){var j=(h>0?this.clone(!0):this).get();f(e[h])[b](j),d=d.concat(j)}return this.pushStack(d,a,e.selector)}}),f.extend({clone:function(a,b,c){var d,e,g,h=f.support.html5Clone||!bc.test("<"+a.nodeName)?a.cloneNode(!0):bo(a);if((!f.support.noCloneEvent||!f.support.noCloneChecked)&&(a.nodeType===1||a.nodeType===11)&&!f.isXMLDoc(a)){bk(a,h),d=bl(a),e=bl(h);for(g=0;d[g];++g)e[g]&&bk(d[g],e[g])}if(b){bj(a,h);if(c){d=bl(a),e=bl(h);for(g=0;d[g];++g)bj(d[g],e[g])}}d=e=null;return h},clean:function(a,b,d,e){var g;b=b||c,typeof b.createElement=="undefined"&&(b=b.ownerDocument||b[0]&&b[0].ownerDocument||c);var h=[],i;for(var j=0,k;(k=a[j])!=null;j++){typeof k=="number"&&(k+="");if(!k)continue;if(typeof k=="string")if(!_.test(k))k=b.createTextNode(k);else{k=k.replace(Y,"<$1></$2>");var l=(Z.exec(k)||["",""])[1].toLowerCase(),m=bg[l]||bg._default,n=m[0],o=b.createElement("div");b===c?bh.appendChild(o):U(b).appendChild(o),o.innerHTML=m[1]+k+m[2];while(n--)o=o.lastChild;if(!f.support.tbody){var p=$.test(k),q=l==="table"&&!p?o.firstChild&&o.firstChild.childNodes:m[1]==="<table>"&&!p?o.childNodes:[];for(i=q.length-1;i>=0;--i)f.nodeName(q[i],"tbody")&&!q[i].childNodes.length&&q[i].parentNode.removeChild(q[i])}!f.support.leadingWhitespace&&X.test(k)&&o.insertBefore(b.createTextNode(X.exec(k)[0]),o.firstChild),k=o.childNodes}var r;if(!f.support.appendChecked)if(k[0]&&typeof (r=k.length)=="number")for(i=0;i<r;i++)bn(k[i]);else bn(k);k.nodeType?h.push(k):h=f.merge(h,k)}if(d){g=function(a){return!a.type||be.test(a.type)};for(j=0;h[j];j++)if(e&&f.nodeName(h[j],"script")&&(!h[j].type||h[j].type.toLowerCase()==="text/javascript"))e.push(h[j].parentNode?h[j].parentNode.removeChild(h[j]):h[j]);else{if(h[j].nodeType===1){var s=f.grep(h[j].getElementsByTagName("script"),g);h.splice.apply(h,[j+1,0].concat(s))}d.appendChild(h[j])}}return h},cleanData:function(a){var b,c,d=f.cache,e=f.event.special,g=f.support.deleteExpando;for(var h=0,i;(i=a[h])!=null;h++){if(i.nodeName&&f.noData[i.nodeName.toLowerCase()])continue;c=i[f.expando];if(c){b=d[c];if(b&&b.events){for(var j in b.events)e[j]?f.event.remove(i,j):f.removeEvent(i,j,b.handle);b.handle&&(b.handle.elem=null)}g?delete i[f.expando]:i.removeAttribute&&i.removeAttribute(f.expando),delete d[c]}}}});var bq=/alpha\([^)]*\)/i,br=/opacity=([^)]*)/,bs=/([A-Z]|^ms)/g,bt=/^-?\d+(?:px)?$/i,bu=/^-?\d/,bv=/^([\-+])=([\-+.\de]+)/,bw={position:"absolute",visibility:"hidden",display:"block"},bx=["Left","Right"],by=["Top","Bottom"],bz,bA,bB;f.fn.css=function(a,c){if(arguments.length===2&&c===b)return this;return f.access(this,a,c,!0,function(a,c,d){return d!==b?f.style(a,c,d):f.css(a,c)})},f.extend({cssHooks:{opacity:{get:function(a,b){if(b){var c=bz(a,"opacity","opacity");return c===""?"1":c}return a.style.opacity}}},cssNumber:{fillOpacity:!0,fontWeight:!0,lineHeight:!0,opacity:!0,orphans:!0,widows:!0,zIndex:!0,zoom:!0},cssProps:{"float":f.support.cssFloat?"cssFloat":"styleFloat"},style:function(a,c,d,e){if(!!a&&a.nodeType!==3&&a.nodeType!==8&&!!a.style){var g,h,i=f.camelCase(c),j=a.style,k=f.cssHooks[i];c=f.cssProps[i]||i;if(d===b){if(k&&"get"in k&&(g=k.get(a,!1,e))!==b)return g;return j[c]}h=typeof d,h==="string"&&(g=bv.exec(d))&&(d=+(g[1]+1)*+g[2]+parseFloat(f.css(a,c)),h="number");if(d==null||h==="number"&&isNaN(d))return;h==="number"&&!f.cssNumber[i]&&(d+="px");if(!k||!("set"in k)||(d=k.set(a,d))!==b)try{j[c]=d}catch(l){}}},css:function(a,c,d){var e,g;c=f.camelCase(c),g=f.cssHooks[c],c=f.cssProps[c]||c,c==="cssFloat"&&(c="float");if(g&&"get"in g&&(e=g.get(a,!0,d))!==b)return e;if(bz)return bz(a,c)},swap:function(a,b,c){var d={};for(var e in b)d[e]=a.style[e],a.style[e]=b[e];c.call(a);for(e in b)a.style[e]=d[e]}}),f.curCSS=f.css,f.each(["height","width"],function(a,b){f.cssHooks[b]={get:function(a,c,d){var e;if(c){if(a.offsetWidth!==0)return bC(a,b,d);f.swap(a,bw,function(){e=bC(a,b,d)});return e}},set:function(a,b){if(!bt.test(b))return b;b=parseFloat(b);if(b>=0)return b+"px"}}}),f.support.opacity||(f.cssHooks.opacity={get:function(a,b){return br.test((b&&a.currentStyle?a.currentStyle.filter:a.style.filter)||"")?parseFloat(RegExp.$1)/100+"":b?"1":""},set:function(a,b){var c=a.style,d=a.currentStyle,e=f.isNumeric(b)?"alpha(opacity="+b*100+")":"",g=d&&d.filter||c.filter||"";c.zoom=1;if(b>=1&&f.trim(g.replace(bq,""))===""){c.removeAttribute("filter");if(d&&!d.filter)return}c.filter=bq.test(g)?g.replace(bq,e):g+" "+e}}),f(function(){f.support.reliableMarginRight||(f.cssHooks.marginRight={get:function(a,b){var c;f.swap(a,{display:"inline-block"},function(){b?c=bz(a,"margin-right","marginRight"):c=a.style.marginRight});return c}})}),c.defaultView&&c.defaultView.getComputedStyle&&(bA=function(a,b){var c,d,e;b=b.replace(bs,"-$1").toLowerCase(),(d=a.ownerDocument.defaultView)&&(e=d.getComputedStyle(a,null))&&(c=e.getPropertyValue(b),c===""&&!f.contains(a.ownerDocument.documentElement,a)&&(c=f.style(a,b)));return c}),c.documentElement.currentStyle&&(bB=function(a,b){var c,d,e,f=a.currentStyle&&a.currentStyle[b],g=a.style;f===null&&g&&(e=g[b])&&(f=e),!bt.test(f)&&bu.test(f)&&(c=g.left,d=a.runtimeStyle&&a.runtimeStyle.left,d&&(a.runtimeStyle.left=a.currentStyle.left),g.left=b==="fontSize"?"1em":f||0,f=g.pixelLeft+"px",g.left=c,d&&(a.runtimeStyle.left=d));return f===""?"auto":f}),bz=bA||bB,f.expr&&f.expr.filters&&(f.expr.filters.hidden=function(a){var b=a.offsetWidth,c=a.offsetHeight;return b===0&&c===0||!f.support.reliableHiddenOffsets&&(a.style&&a.style.display||f.css(a,"display"))==="none"},f.expr.filters.visible=function(a){return!f.expr.filters.hidden(a)});var bD=/%20/g,bE=/\[\]$/,bF=/\r?\n/g,bG=/#.*$/,bH=/^(.*?):[ \t]*([^\r\n]*)\r?$/mg,bI=/^(?:color|date|datetime|datetime-local|email|hidden|month|number|password|range|search|tel|text|time|url|week)$/i,bJ=/^(?:about|app|app\-storage|.+\-extension|file|res|widget):$/,bK=/^(?:GET|HEAD)$/,bL=/^\/\//,bM=/\?/,bN=/<script\b[^<]*(?:(?!<\/script>)<[^<]*)*<\/script>/gi,bO=/^(?:select|textarea)/i,bP=/\s+/,bQ=/([?&])_=[^&]*/,bR=/^([\w\+\.\-]+:)(?:\/\/([^\/?#:]*)(?::(\d+))?)?/,bS=f.fn.load,bT={},bU={},bV,bW,bX=["*/"]+["*"];try{bV=e.href}catch(bY){bV=c.createElement("a"),bV.href="",bV=bV.href}bW=bR.exec(bV.toLowerCase())||[],f.fn.extend({load:function(a,c,d){if(typeof a!="string"&&bS)return bS.apply(this,arguments);if(!this.length)return this;var e=a.indexOf(" ");if(e>=0){var g=a.slice(e,a.length);a=a.slice(0,e)}var h="GET";c&&(f.isFunction(c)?(d=c,c=b):typeof c=="object"&&(c=f.param(c,f.ajaxSettings.traditional),h="POST"));var i=this;f.ajax({url:a,type:h,dataType:"html",data:c,complete:function(a,b,c){c=a.responseText,a.isResolved()&&(a.done(function(a){c=a}),i.html(g?f("<div>").append(c.replace(bN,"")).find(g):c)),d&&i.each(d,[c,b,a])}});return this},serialize:function(){return f.param(this.serializeArray())},serializeArray:function(){return this.map(function(){return this.elements?f.makeArray(this.elements):this}).filter(function(){return this.name&&!this.disabled&&(this.checked||bO.test(this.nodeName)||bI.test(this.type))}).map(function(a,b){var c=f(this).val();return c==null?null:f.isArray(c)?f.map(c,function(a,c){return{name:b.name,value:a.replace(bF,"\r\n")}}):{name:b.name,value:c.replace(bF,"\r\n")}}).get()}}),f.each("ajaxStart ajaxStop ajaxComplete ajaxError ajaxSuccess ajaxSend".split(" "),function(a,b){f.fn[b]=function(a){return this.on(b,a)}}),f.each(["get","post"],function(a,c){f[c]=function(a,d,e,g){f.isFunction(d)&&(g=g||e,e=d,d=b);return f.ajax({type:c,url:a,data:d,success:e,dataType:g})}}),f.extend({getScript:function(a,c){return f.get(a,b,c,"script")},getJSON:function(a,b,c){return f.get(a,b,c,"json")},ajaxSetup:function(a,b){b?b_(a,f.ajaxSettings):(b=a,a=f.ajaxSettings),b_(a,b);return a},ajaxSettings:{url:bV,isLocal:bJ.test(bW[1]),global:!0,type:"GET",contentType:"application/x-www-form-urlencoded",processData:!0,async:!0,accepts:{xml:"application/xml, text/xml",html:"text/html",text:"text/plain",json:"application/json, text/javascript","*":bX},contents:{xml:/xml/,html:/html/,json:/json/},responseFields:{xml:"responseXML",text:"responseText"},converters:{"* text":a.String,"text html":!0,"text json":f.parseJSON,"text xml":f.parseXML},flatOptions:{context:!0,url:!0}},ajaxPrefilter:bZ(bT),ajaxTransport:bZ(bU),ajax:function(a,c){function w(a,c,l,m){if(s!==2){s=2,q&&clearTimeout(q),p=b,n=m||"",v.readyState=a>0?4:0;var o,r,u,w=c,x=l?cb(d,v,l):b,y,z;if(a>=200&&a<300||a===304){if(d.ifModified){if(y=v.getResponseHeader("Last-Modified"))f.lastModified[k]=y;if(z=v.getResponseHeader("Etag"))f.etag[k]=z}if(a===304)w="notmodified",o=!0;else try{r=cc(d,x),w="success",o=!0}catch(A){w="parsererror",u=A}}else{u=w;if(!w||a)w="error",a<0&&(a=0)}v.status=a,v.statusText=""+(c||w),o?h.resolveWith(e,[r,w,v]):h.rejectWith(e,[v,w,u]),v.statusCode(j),j=b,t&&g.trigger("ajax"+(o?"Success":"Error"),[v,d,o?r:u]),i.fireWith(e,[v,w]),t&&(g.trigger("ajaxComplete",[v,d]),--f.active||f.event.trigger("ajaxStop"))}}typeof a=="object"&&(c=a,a=b),c=c||{};var d=f.ajaxSetup({},c),e=d.context||d,g=e!==d&&(e.nodeType||e instanceof f)?f(e):f.event,h=f.Deferred(),i=f.Callbacks("once memory"),j=d.statusCode||{},k,l={},m={},n,o,p,q,r,s=0,t,u,v={readyState:0,setRequestHeader:function(a,b){if(!s){var c=a.toLowerCase();a=m[c]=m[c]||a,l[a]=b}return this},getAllResponseHeaders:function(){return s===2?n:null},getResponseHeader:function(a){var c;if(s===2){if(!o){o={};while(c=bH.exec(n))o[c[1].toLowerCase()]=c[2]}c=o[a.toLowerCase()]}return c===b?null:c},overrideMimeType:function(a){s||(d.mimeType=a);return this},abort:function(a){a=a||"abort",p&&p.abort(a),w(0,a);return this}};h.promise(v),v.success=v.done,v.error=v.fail,v.complete=i.add,v.statusCode=function(a){if(a){var b;if(s<2)for(b in a)j[b]=[j[b],a[b]];else b=a[v.status],v.then(b,b)}return this},d.url=((a||d.url)+"").replace(bG,"").replace(bL,bW[1]+"//"),d.dataTypes=f.trim(d.dataType||"*").toLowerCase().split(bP),d.crossDomain==null&&(r=bR.exec(d.url.toLowerCase()),d.crossDomain=!(!r||r[1]==bW[1]&&r[2]==bW[2]&&(r[3]||(r[1]==="http:"?80:443))==(bW[3]||(bW[1]==="http:"?80:443)))),d.data&&d.processData&&typeof d.data!="string"&&(d.data=f.param(d.data,d.traditional)),b$(bT,d,c,v);if(s===2)return!1;t=d.global,d.type=d.type.toUpperCase(),d.hasContent=!bK.test(d.type),t&&f.active++===0&&f.event.trigger("ajaxStart");if(!d.hasContent){d.data&&(d.url+=(bM.test(d.url)?"&":"?")+d.data,delete d.data),k=d.url;if(d.cache===!1){var x=f.now(),y=d.url.replace(bQ,"$1_="+x);d.url=y+(y===d.url?(bM.test(d.url)?"&":"?")+"_="+x:"")}}(d.data&&d.hasContent&&d.contentType!==!1||c.contentType)&&v.setRequestHeader("Content-Type",d.contentType),d.ifModified&&(k=k||d.url,f.lastModified[k]&&v.setRequestHeader("If-Modified-Since",f.lastModified[k]),f.etag[k]&&v.setRequestHeader("If-None-Match",f.etag[k])),v.setRequestHeader("Accept",d.dataTypes[0]&&d.accepts[d.dataTypes[0]]?d.accepts[d.dataTypes[0]]+(d.dataTypes[0]!=="*"?", "+bX+"; q=0.01":""):d.accepts["*"]);for(u in d.headers)v.setRequestHeader(u,d.headers[u]);if(d.beforeSend&&(d.beforeSend.call(e,v,d)===!1||s===2)){v.abort();return!1}for(u in{success:1,error:1,complete:1})v[u](d[u]);p=b$(bU,d,c,v);if(!p)w(-1,"No Transport");else{v.readyState=1,t&&g.trigger("ajaxSend",[v,d]),d.async&&d.timeout>0&&(q=setTimeout(function(){v.abort("timeout")},d.timeout));try{s=1,p.send(l,w)}catch(z){if(s<2)w(-1,z);else throw z}}return v},param:function(a,c){var d=[],e=function(a,b){b=f.isFunction(b)?b():b,d[d.length]=encodeURIComponent(a)+"="+encodeURIComponent(b)};c===b&&(c=f.ajaxSettings.traditional);if(f.isArray(a)||a.jquery&&!f.isPlainObject(a))f.each(a,function(){e(this.name,this.value)});else for(var g in a)ca(g,a[g],c,e);return d.join("&").replace(bD,"+")}}),f.extend({active:0,lastModified:{},etag:{}});var cd=f.now(),ce=/(\=)\?(&|$)|\?\?/i;f.ajaxSetup({jsonp:"callback",jsonpCallback:function(){return f.expando+"_"+cd++}}),f.ajaxPrefilter("json jsonp",function(b,c,d){var e=b.contentType==="application/x-www-form-urlencoded"&&typeof b.data=="string";if(b.dataTypes[0]==="jsonp"||b.jsonp!==!1&&(ce.test(b.url)||e&&ce.test(b.data))){var g,h=b.jsonpCallback=f.isFunction(b.jsonpCallback)?b.jsonpCallback():b.jsonpCallback,i=a[h],j=b.url,k=b.data,l="$1"+h+"$2";b.jsonp!==!1&&(j=j.replace(ce,l),b.url===j&&(e&&(k=k.replace(ce,l)),b.data===k&&(j+=(/\?/.test(j)?"&":"?")+b.jsonp+"="+h))),b.url=j,b.data=k,a[h]=function(a){g=[a]},d.always(function(){a[h]=i,g&&f.isFunction(i)&&a[h](g[0])}),b.converters["script json"]=function(){g||f.error(h+" was not called");return g[0]},b.dataTypes[0]="json";return"script"}}),f.ajaxSetup({accepts:{script:"text/javascript, application/javascript, application/ecmascript, application/x-ecmascript"},contents:{script:/javascript|ecmascript/},converters:{"text script":function(a){f.globalEval(a);return a}}}),f.ajaxPrefilter("script",function(a){a.cache===b&&(a.cache=!1),a.crossDomain&&(a.type="GET",a.global=!1)}),f.ajaxTransport("script",function(a){if(a.crossDomain){var d,e=c.head||c.getElementsByTagName("head")[0]||c.documentElement;return{send:function(f,g){d=c.createElement("script"),d.async="async",a.scriptCharset&&(d.charset=a.scriptCharset),d.src=a.url,d.onload=d.onreadystatechange=function(a,c){if(c||!d.readyState||/loaded|complete/.test(d.readyState))d.onload=d.onreadystatechange=null,e&&d.parentNode&&e.removeChild(d),d=b,c||g(200,"success")},e.insertBefore(d,e.firstChild)},abort:function(){d&&d.onload(0,1)}}}});var cf=a.ActiveXObject?function(){for(var a in ch)ch[a](0,1)}:!1,cg=0,ch;f.ajaxSettings.xhr=a.ActiveXObject?function(){return!this.isLocal&&ci()||cj()}:ci,function(a){f.extend(f.support,{ajax:!!a,cors:!!a&&"withCredentials"in a})}(f.ajaxSettings.xhr()),f.support.ajax&&f.ajaxTransport(function(c){if(!c.crossDomain||f.support.cors){var d;return{send:function(e,g){var h=c.xhr(),i,j;c.username?h.open(c.type,c.url,c.async,c.username,c.password):h.open(c.type,c.url,c.async);if(c.xhrFields)for(j in c.xhrFields)h[j]=c.xhrFields[j];c.mimeType&&h.overrideMimeType&&h.overrideMimeType(c.mimeType),!c.crossDomain&&!e["X-Requested-With"]&&(e["X-Requested-With"]="XMLHttpRequest");try{for(j in e)h.setRequestHeader(j,e[j])}catch(k){}h.send(c.hasContent&&c.data||null),d=function(a,e){var j,k,l,m,n;try{if(d&&(e||h.readyState===4)){d=b,i&&(h.onreadystatechange=f.noop,cf&&delete ch[i]);if(e)h.readyState!==4&&h.abort();else{j=h.status,l=h.getAllResponseHeaders(),m={},n=h.responseXML,n&&n.documentElement&&(m.xml=n),m.text=h.responseText;try{k=h.statusText}catch(o){k=""}!j&&c.isLocal&&!c.crossDomain?j=m.text?200:404:j===1223&&(j=204)}}}catch(p){e||g(-1,p)}m&&g(j,k,m,l)},!c.async||h.readyState===4?d():(i=++cg,cf&&(ch||(ch={},f(a).unload(cf)),ch[i]=d),h.onreadystatechange=d)},abort:function(){d&&d(0,1)}}}});var ck={},cl,cm,cn=/^(?:toggle|show|hide)$/,co=/^([+\-]=)?([\d+.\-]+)([a-z%]*)$/i,cp,cq=[["height","marginTop","marginBottom","paddingTop","paddingBottom"],["width","marginLeft","marginRight","paddingLeft","paddingRight"],["opacity"]],cr;f.fn.extend({show:function(a,b,c){var d,e;if(a||a===0)return this.animate(cu("show",3),a,b,c);for(var g=0,h=this.length;g<h;g++)d=this[g],d.style&&(e=d.style.display,!f._data(d,"olddisplay")&&e==="none"&&(e=d.style.display=""),e===""&&f.css(d,"display")==="none"&&f._data(d,"olddisplay",cv(d.nodeName)));for(g=0;g<h;g++){d=this[g];if(d.style){e=d.style.display;if(e===""||e==="none")d.style.display=f._data(d,"olddisplay")||""}}return this},hide:function(a,b,c){if(a||a===0)return this.animate(cu("hide",3),a,b,c);var d,e,g=0,h=this.length;for(;g<h;g++)d=this[g],d.style&&(e=f.css(d,"display"),e!=="none"&&!f._data(d,"olddisplay")&&f._data(d,"olddisplay",e));for(g=0;g<h;g++)this[g].style&&(this[g].style.display="none");return this},_toggle:f.fn.toggle,toggle:function(a,b,c){var d=typeof a=="boolean";f.isFunction(a)&&f.isFunction(b)?this._toggle.apply(this,arguments):a==null||d?this.each(function(){var b=d?a:f(this).is(":hidden");f(this)[b?"show":"hide"]()}):this.animate(cu("toggle",3),a,b,c);return this},fadeTo:function(a,b,c,d){return this.filter(":hidden").css("opacity",0).show().end().animate({opacity:b},a,c,d)},animate:function(a,b,c,d){function g(){e.queue===!1&&f._mark(this);var b=f.extend({},e),c=this.nodeType===1,d=c&&f(this).is(":hidden"),g,h,i,j,k,l,m,n,o;b.animatedProperties={};for(i in a){g=f.camelCase(i),i!==g&&(a[g]=a[i],delete a[i]),h=a[g],f.isArray(h)?(b.animatedProperties[g]=h[1],h=a[g]=h[0]):b.animatedProperties[g]=b.specialEasing&&b.specialEasing[g]||b.easing||"swing";if(h==="hide"&&d||h==="show"&&!d)return b.complete.call(this);c&&(g==="height"||g==="width")&&(b.overflow=[this.style.overflow,this.style.overflowX,this.style.overflowY],f.css(this,"display")==="inline"&&f.css(this,"float")==="none"&&(!f.support.inlineBlockNeedsLayout||cv(this.nodeName)==="inline"?this.style.display="inline-block":this.style.zoom=1))}b.overflow!=null&&(this.style.overflow="hidden");for(i in a)j=new f.fx(this,b,i),h=a[i],cn.test(h)?(o=f._data(this,"toggle"+i)||(h==="toggle"?d?"show":"hide":0),o?(f._data(this,"toggle"+i,o==="show"?"hide":"show"),j[o]()):j[h]()):(k=co.exec(h),l=j.cur(),k?(m=parseFloat(k[2]),n=k[3]||(f.cssNumber[i]?"":"px"),n!=="px"&&(f.style(this,i,(m||1)+n),l=(m||1)/j.cur()*l,f.style(this,i,l+n)),k[1]&&(m=(k[1]==="-="?-1:1)*m+l),j.custom(l,m,n)):j.custom(l,h,""));return!0}var e=f.speed(b,c,d);if(f.isEmptyObject(a))return this.each(e.complete,[!1]);a=f.extend({},a);return e.queue===!1?this.each(g):this.queue(e.queue,g)},stop:function(a,c,d){typeof a!="string"&&(d=c,c=a,a=b),c&&a!==!1&&this.queue(a||"fx",[]);return this.each(function(){function h(a,b,c){var e=b[c];f.removeData(a,c,!0),e.stop(d)}var b,c=!1,e=f.timers,g=f._data(this);d||f._unmark(!0,this);if(a==null)for(b in g)g[b]&&g[b].stop&&b.indexOf(".run")===b.length-4&&h(this,g,b);else g[b=a+".run"]&&g[b].stop&&h(this,g,b);for(b=e.length;b--;)e[b].elem===this&&(a==null||e[b].queue===a)&&(d?e[b](!0):e[b].saveState(),c=!0,e.splice(b,1));(!d||!c)&&f.dequeue(this,a)})}}),f.each({slideDown:cu("show",1),slideUp:cu("hide",1),slideToggle:cu("toggle",1),fadeIn:{opacity:"show"},fadeOut:{opacity:"hide"},fadeToggle:{opacity:"toggle"}},function(a,b){f.fn[a]=function(a,c,d){return this.animate(b,a,c,d)}}),f.extend({speed:function(a,b,c){var d=a&&typeof a=="object"?f.extend({},a):{complete:c||!c&&b||f.isFunction(a)&&a,duration:a,easing:c&&b||b&&!f.isFunction(b)&&b};d.duration=f.fx.off?0:typeof d.duration=="number"?d.duration:d.duration in f.fx.speeds?f.fx.speeds[d.duration]:f.fx.speeds._default;if(d.queue==null||d.queue===!0)d.queue="fx";d.old=d.complete,d.complete=function(a){f.isFunction(d.old)&&d.old.call(this),d.queue?f.dequeue(this,d.queue):a!==!1&&f._unmark(this)};return d},easing:{linear:function(a,b,c,d){return c+d*a},swing:function(a,b,c,d){return(-Math.cos(a*Math.PI)/2+.5)*d+c}},timers:[],fx:function(a,b,c){this.options=b,this.elem=a,this.prop=c,b.orig=b.orig||{}}}),f.fx.prototype={update:function(){this.options.step&&this.options.step.call(this.elem,this.now,this),(f.fx.step[this.prop]||f.fx.step._default)(this)},cur:function(){if(this.elem[this.prop]!=null&&(!this.elem.style||this.elem.style[this.prop]==null))return this.elem[this.prop];var a,b=f.css(this.elem,this.prop);return isNaN(a=parseFloat(b))?!b||b==="auto"?0:b:a},custom:function(a,c,d){function h(a){return e.step(a)}var e=this,g=f.fx;this.startTime=cr||cs(),this.end=c,this.now=this.start=a,this.pos=this.state=0,this.unit=d||this.unit||(f.cssNumber[this.prop]?"":"px"),h.queue=this.options.queue,h.elem=this.elem,h.saveState=function(){e.options.hide&&f._data(e.elem,"fxshow"+e.prop)===b&&f._data(e.elem,"fxshow"+e.prop,e.start)},h()&&f.timers.push(h)&&!cp&&(cp=setInterval(g.tick,g.interval))},show:function(){var a=f._data(this.elem,"fxshow"+this.prop);this.options.orig[this.prop]=a||f.style(this.elem,this.prop),this.options.show=!0,a!==b?this.custom(this.cur(),a):this.custom(this.prop==="width"||this.prop==="height"?1:0,this.cur()),f(this.elem).show()},hide:function(){this.options.orig[this.prop]=f._data(this.elem,"fxshow"+this.prop)||f.style(this.elem,this.prop),this.options.hide=!0,this.custom(this.cur(),0)},step:function(a){var b,c,d,e=cr||cs(),g=!0,h=this.elem,i=this.options;if(a||e>=i.duration+this.startTime){this.now=this.end,this.pos=this.state=1,this.update(),i.animatedProperties[this.prop]=!0;for(b in i.animatedProperties)i.animatedProperties[b]!==!0&&(g=!1);if(g){i.overflow!=null&&!f.support.shrinkWrapBlocks&&f.each(["","X","Y"],function(a,b){h.style["overflow"+b]=i.overflow[a]}),i.hide&&f(h).hide();if(i.hide||i.show)for(b in i.animatedProperties)f.style(h,b,i.orig[b]),f.removeData(h,"fxshow"+b,!0),f.removeData(h,"toggle"+b,!0);d=i.complete,d&&(i.complete=!1,d.call(h))}return!1}i.duration==Infinity?this.now=e:(c=e-this.startTime,this.state=c/i.duration,this.pos=f.easing[i.animatedProperties[this.prop]](this.state,c,0,1,i.duration),this.now=this.start+(this.end-this.start)*this.pos),this.update();return!0}},f.extend(f.fx,{tick:function(){var a,b=f.timers,c=0;for(;c<b.length;c++)a=b[c],!a()&&b[c]===a&&b.splice(c--,1);b.length||f.fx.stop()},interval:13,stop:function(){clearInterval(cp),cp=null},speeds:{slow:600,fast:200,_default:400},step:{opacity:function(a){f.style(a.elem,"opacity",a.now)},_default:function(a){a.elem.style&&a.elem.style[a.prop]!=null?a.elem.style[a.prop]=a.now+a.unit:a.elem[a.prop]=a.now}}}),f.each(["width","height"],function(a,b){f.fx.step[b]=function(a){f.style(a.elem,b,Math.max(0,a.now)+a.unit)}}),f.expr&&f.expr.filters&&(f.expr.filters.animated=function(a){return f.grep(f.timers,function(b){return a===b.elem}).length});var cw=/^t(?:able|d|h)$/i,cx=/^(?:body|html)$/i;"getBoundingClientRect"in c.documentElement?f.fn.offset=function(a){var b=this[0],c;if(a)return this.each(function(b){f.offset.setOffset(this,a,b)});if(!b||!b.ownerDocument)return null;if(b===b.ownerDocument.body)return f.offset.bodyOffset(b);try{c=b.getBoundingClientRect()}catch(d){}var e=b.ownerDocument,g=e.documentElement;if(!c||!f.contains(g,b))return c?{top:c.top,left:c.left}:{top:0,left:0};var h=e.body,i=cy(e),j=g.clientTop||h.clientTop||0,k=g.clientLeft||h.clientLeft||0,l=i.pageYOffset||f.support.boxModel&&g.scrollTop||h.scrollTop,m=i.pageXOffset||f.support.boxModel&&g.scrollLeft||h.scrollLeft,n=c.top+l-j,o=c.left+m-k;return{top:n,left:o}}:f.fn.offset=function(a){var b=this[0];if(a)return this.each(function(b){f.offset.setOffset(this,a,b)});if(!b||!b.ownerDocument)return null;if(b===b.ownerDocument.body)return f.offset.bodyOffset(b);var c,d=b.offsetParent,e=b,g=b.ownerDocument,h=g.documentElement,i=g.body,j=g.defaultView,k=j?j.getComputedStyle(b,null):b.currentStyle,l=b.offsetTop,m=b.offsetLeft;while((b=b.parentNode)&&b!==i&&b!==h){if(f.support.fixedPosition&&k.position==="fixed")break;c=j?j.getComputedStyle(b,null):b.currentStyle,l-=b.scrollTop,m-=b.scrollLeft,b===d&&(l+=b.offsetTop,m+=b.offsetLeft,f.support.doesNotAddBorder&&(!f.support.doesAddBorderForTableAndCells||!cw.test(b.nodeName))&&(l+=parseFloat(c.borderTopWidth)||0,m+=parseFloat(c.borderLeftWidth)||0),e=d,d=b.offsetParent),f.support.subtractsBorderForOverflowNotVisible&&c.overflow!=="visible"&&(l+=parseFloat(c.borderTopWidth)||0,m+=parseFloat(c.borderLeftWidth)||0),k=c}if(k.position==="relative"||k.position==="static")l+=i.offsetTop,m+=i.offsetLeft;f.support.fixedPosition&&k.position==="fixed"&&(l+=Math.max(h.scrollTop,i.scrollTop),m+=Math.max(h.scrollLeft,i.scrollLeft));return{top:l,left:m}},f.offset={bodyOffset:function(a){var b=a.offsetTop,c=a.offsetLeft;f.support.doesNotIncludeMarginInBodyOffset&&(b+=parseFloat(f.css(a,"marginTop"))||0,c+=parseFloat(f.css(a,"marginLeft"))||0);return{top:b,left:c}},setOffset:function(a,b,c){var d=f.css(a,"position");d==="static"&&(a.style.position="relative");var e=f(a),g=e.offset(),h=f.css(a,"top"),i=f.css(a,"left"),j=(d==="absolute"||d==="fixed")&&f.inArray("auto",[h,i])>-1,k={},l={},m,n;j?(l=e.position(),m=l.top,n=l.left):(m=parseFloat(h)||0,n=parseFloat(i)||0),f.isFunction(b)&&(b=b.call(a,c,g)),b.top!=null&&(k.top=b.top-g.top+m),b.left!=null&&(k.left=b.left-g.left+n),"using"in b?b.using.call(a,k):e.css(k)}},f.fn.extend({position:function(){if(!this[0])return null;var a=this[0],b=this.offsetParent(),c=this.offset(),d=cx.test(b[0].nodeName)?{top:0,left:0}:b.offset();c.top-=parseFloat(f.css(a,"marginTop"))||0,c.left-=parseFloat(f.css(a,"marginLeft"))||0,d.top+=parseFloat(f.css(b[0],"borderTopWidth"))||0,d.left+=parseFloat(f.css(b[0],"borderLeftWidth"))||0;return{top:c.top-d.top,left:c.left-d.left}},offsetParent:function(){return this.map(function(){var a=this.offsetParent||c.body;while(a&&!cx.test(a.nodeName)&&f.css(a,"position")==="static")a=a.offsetParent;return a})}}),f.each(["Left","Top"],function(a,c){var d="scroll"+c;f.fn[d]=function(c){var e,g;if(c===b){e=this[0];if(!e)return null;g=cy(e);return g?"pageXOffset"in g?g[a?"pageYOffset":"pageXOffset"]:f.support.boxModel&&g.document.documentElement[d]||g.document.body[d]:e[d]}return this.each(function(){g=cy(this),g?g.scrollTo(a?f(g).scrollLeft():c,a?c:f(g).scrollTop()):this[d]=c})}}),f.each(["Height","Width"],function(a,c){var d=c.toLowerCase();f.fn["inner"+c]=function(){var a=this[0];return a?a.style?parseFloat(f.css(a,d,"padding")):this[d]():null},f.fn["outer"+c]=function(a){var b=this[0];return b?b.style?parseFloat(f.css(b,d,a?"margin":"border")):this[d]():null},f.fn[d]=function(a){var e=this[0];if(!e)return a==null?null:this;if(f.isFunction(a))return this.each(function(b){var c=f(this);c[d](a.call(this,b,c[d]()))});if(f.isWindow(e)){var g=e.document.documentElement["client"+c],h=e.document.body;return e.document.compatMode==="CSS1Compat"&&g||h&&h["client"+c]||g}if(e.nodeType===9)return Math.max(e.documentElement["client"+c],e.body["scroll"+c],e.documentElement["scroll"+c],e.body["offset"+c],e.documentElement["offset"+c]);if(a===b){var i=f.css(e,d),j=parseFloat(i);return f.isNumeric(j)?j:i}return this.css(d,typeof a=="string"?a:a+"px")}}),a.jQuery=a.$=f,typeof define=="function"&&define.amd&&define.amd.jQuery&&define("jquery",[],function(){return f})})(window);
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OEBPS/Common_Content/scripts/highlight.js/CHANGES.md
## Version 8.4

We've got the new [demo page][]! The obvious new feature is the new look, but
apart from that it's got smarter: by presenting languages in groups it avoids
running 10000 highlighting attempts after first load which was slowing it down
and giving bad overall impression. It is now also being generated from test
code snippets so the authors of new languages don't have to update both tests
and the demo page with the same thing.

Other notable changes:

- The `template_comment` class is gone in favor of the more general `comment`.
- Number parsing unified and improved across languages.
- C++, Java and C# now use unified grammar to highlight titles in
  function/method definitions.
- The browser build is now usable as an AMD module, there's no separate build
  target for that anymore.
- OCaml has got a [comprehensive overhaul][ocaml] by [Mickaël Delahaye][].
- Clojure's data structures and literals are now highlighted outside of lists
  and we can now highlight Clojure's REPL sessions.

New languages:

- *AspectJ* by [Hakan Özler][]
- *STEP Part 21* by [Adam Joseph Cook][]
- *SML* derived by [Edwin Dalorzo][] from OCaml definition
- *Mercury* by [mucaho][]
- *Smali* by [Dennis Titze][]
- *Verilog* by [Jon Evans][]
- *Stata* by [Brian Quistorff][]

[Hakan Özler]: https://github.com/ozlerhakan
[Adam Joseph Cook]: https://github.com/adamjcook
[demo page]: https://highlightjs.org/static/demo/
[Ivan Sagalaev]: https://github.com/isagalaev
[Edwin Dalorzo]: https://github.com/edalorzo
[mucaho]: https://github.com/mucaho
[Dennis Titze]: https://github.com/titze
[Jon Evans]: https://github.com/craftyjon
[Brian Quistorff]: https://github.com/bquistorff
[ocaml]: https://github.com/isagalaev/highlight.js/pull/608#issue-46190207
[Mickaël Delahaye]: https://github.com/polazarus


## Version 8.3

We streamlined our tool chain, it is now based entirely on node.js instead of
being a mix of node.js, Python and Java. The build script options and arguments
remained the same, and we've noted all the changes in the [documentation][b].
Apart from reducing complexity, the new build script is also faster from not
having to start Java machine repeatedly. The credits for the work go to [Jeremy
Hull][].

Some notable fixes:

- PHP and JavaScript mixed in HTML now live happily with each other.
- JavaScript regexes now understand ES6 flags "u" and "y".
- `throw` keyword is no longer detected as a method name in Java.
- Fixed parsing of numbers and symbols in Clojure thanks to [input from Ivan
  Kleshnin][ik].

New languages in this release:

- *Less* by [Max Mikhailov][]
- *Stylus* by [Bryant Williams][]
- *Tcl* by [Radek Liska][]
- *Puppet* by [Jose Molina Colmenero][]
- *Processing* by [Erik Paluka][]
- *Twig* templates by [Luke Holder][]
- *PowerShell* by [David Mohundro][], based on [the work of Nicholas
  Blumhardt][ps]
- *XL* by [Christophe de Dinechin][]
- *LiveScript* by [Taneli Vatanen][] and [Jen Evers-Corvina][]
- *ERB* (Ruby in HTML) by [Lucas Mazza][]
- *Roboconf* by [Vincent Zurczak][]

[b]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/building-testing.html
[Jeremy Hull]: https://github.com/sourrust
[ik]: https://twitter.com/IvanKleshnin/status/514041599484231680
[Max Mikhailov]: https://github.com/seven-phases-max
[Bryant Williams]: https://github.com/scien
[Radek Liska]: https://github.com/Nindaleth
[Jose Molina Colmenero]: https://github.com/Moliholy
[Erik Paluka]: https://github.com/paluka
[Luke Holder]: https://github.com/lukeholder
[David Mohundro]: https://github.com/drmohundro
[ps]: https://github.com/OctopusDeploy/Library/blob/master/app/shared/presentation/highlighting/powershell.js
[Christophe de Dinechin]: https://github.com/c3d
[Taneli Vatanen]: https://github.com/Daiz-
[Jen Evers-Corvina]: https://github.com/sevvie
[Lucas Mazza]: https://github.com/lucasmazza
[Vincent Zurczak]: https://github.com/vincent-zurczak

## Version 8.2

We've finally got [real tests][test] and [continuous testing on Travis][ci]
thanks to [Jeremy Hull][] and [Chris Eidhof][]. The tests designed to cover
everything: language detection, correct parsing of individual language features
and various special cases. This is a very important change that gives us
confidence in extending language definitions and refactoring library core.

We're going to redesign the old [demo/test suite][demo] into an interactive
demo web app. If you're confident front-end developer or designer and want to
help us with it, drop a comment into [the issue][#542] on GitHub.

[test]: https://github.com/isagalaev/highlight.js/tree/master/test
[demo]: https://highlightjs.org/static/test.html
[#542]: https://github.com/isagalaev/highlight.js/issues/542
[ci]: https://travis-ci.org/isagalaev/highlight.js
[Jeremy Hull]: https://github.com/sourrust
[Chris Eidhof]: https://github.com/chriseidhof

As usually there's a handful of new languages in this release:

- *Groovy* by [Guillaume Laforge][]
- *Dart* by [Maxim Dikun][]
- *Dust* by [Michael Allen][]
- *Scheme* by [JP Verkamp][]
- *G-Code* by [Adam Joseph Cook][]
- *Q* from Kx Systems by [Sergey Vidyuk][]

[Guillaume Laforge]: https://github.com/glaforge
[Maxim Dikun]: https://github.com/dikmax
[Michael Allen]: https://github.com/bfui
[JP Verkamp]: https://github.com/jpverkamp
[Adam Joseph Cook]: https://github.com/adamjcook
[Sergey Vidyuk]: https://github.com/sv

Other improvements:

- [Erik Osheim][] heavily reworked Scala definitions making it richer.
- [Lucas Mazza][] fixed Ruby hashes highlighting
- Lisp variants (Lisp, Clojure and Scheme) are unified in regard to naming
  the first symbol in parentheses: it's "keyword" in general case and also
  "built_in" for built-in functions in Clojure and Scheme.

[Erik Osheim]: https://github.com/non
[Lucas Mazza]: https://github.com/lucasmazza

## Version 8.1

New languages:

- *Gherkin* by [Sam Pikesley][]
- *Elixir* by [Josh Adams][]
- *NSIS* by [Jan T. Sott][]
- *VIM script* by [Jun Yang][]
- *Protocol Buffers* by [Dan Tao][]
- *Nix* by [Domen Kožar][]
- *x86asm* by [innocenat][]
- *Cap’n Proto* and *Thrift* by [Oleg Efimov][]
- *Monkey* by [Arthur Bikmullin][]
- *TypeScript* by [Panu Horsmalahti][]
- *Nimrod* by [Flaviu Tamas][]
- *Gradle* by [Damian Mee][]
- *Haxe* by [Christopher Kaster][]
- *Swift* by [Chris Eidhof][] and [Nate Cook][]

New styles:

- *Kimbie*, light and dark variants by [Jan T. Sott][]
- *Color brewer* by [Fabrício Tavares de Oliveira][]
- *Codepen.io embed* by [Justin Perry][]
- *Hybrid* by [Nic West][]

[Sam Pikesley]: https://github.com/pikesley
[Sindre Sorhus]: https://github.com/sindresorhus
[Josh Adams]: https://github.com/knewter
[Jan T. Sott]: https://github.com/idleberg
[Jun Yang]: https://github.com/harttle
[Dan Tao]: https://github.com/dtao
[Domen Kožar]: https://github.com/iElectric
[innocenat]: https://github.com/innocenat
[Oleg Efimov]: https://github.com/Sannis
[Arthur Bikmullin]: https://github.com/devolonter
[Panu Horsmalahti]: https://github.com/panuhorsmalahti
[Flaviu Tamas]: https://github.com/flaviut
[Damian Mee]: https://github.com/chester1000
[Christopher Kaster]: http://christopher.kaster.ws
[Fabrício Tavares de Oliveira]: https://github.com/fabriciotav
[Justin Perry]: https://github.com/ourmaninamsterdam
[Nic West]: https://github.com/nicwest
[Chris Eidhof]: https://github.com/chriseidhof
[Nate Cook]: https://github.com/natecook1000

Other improvements:

- The README is heavily reworked and brought up to date by [Jeremy Hull][].
- Added [`listLanguages()`][ll] method in the API.
- Improved C/C++/C# detection.
- Added a bunch of new language aliases, documented the existing ones. Thanks to
  [Sindre Sorhus][] for background research.
- Added phrasal English words to boost relevance in comments.
- Many improvements to SQL definition made by [Heiko August][],
  [Nikolay Lisienko][] and [Travis Odom][].
- The shorter `lang-` prefix for language names in HTML classes supported
  alongside `language-`. Thanks to [Jeff Escalante][].
- Ruby's got support for interactive console sessions. Thanks to
  [Pascal Hurni][].
- Added built-in functions for R language. Thanks to [Artem A. Klevtsov][].
- Rust's got definition for lifetime parameters and improved string syntax.
  Thanks to [Roman Shmatov][].
- Various improvements to Objective-C definition by [Matt Diephouse][].
- Fixed highlighting of generics in Java.

[ll]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/api.html#listlanguages
[Sindre Sorhus]: https://github.com/sindresorhus
[Heiko August]: https://github.com/auge8472
[Nikolay Lisienko]: https://github.com/neor-ru
[Travis Odom]: https://github.com/Burstaholic
[Jeff Escalante]: https://github.com/jenius
[Pascal Hurni]: https://github.com/phurni
[Jiyin Yiyong]: https://github.com/jiyinyiyong
[Artem A. Klevtsov]: https://github.com/unikum
[Roman Shmatov]: https://github.com/shmatov
[Jeremy Hull]: https://github.com/sourrust
[Matt Diephouse]: https://github.com/mdiep


## Version 8.0

This new major release is quite a big overhaul bringing both new features and
some backwards incompatible changes. However, chances are that the majority of
users won't be affected by the latter: the basic scenario described in the
README is left intact.

Here's what did change in an incompatible way:

- We're now prefixing all classes located in [CSS classes reference][cr] with
  `hljs-`, by default, because some class names would collide with other
  people's stylesheets. If you were using an older version, you might still want
  the previous behavior, but still want to upgrade. To suppress this new
  behavior, you would initialize like so:

  ```html
  <script type="text/javascript">
    hljs.configure({classPrefix: ''});
    hljs.initHighlightingOnLoad();
  </script>
  ```

- `tabReplace` and `useBR` that were used in different places are also unified
  into the global options object and are to be set using `configure(options)`.
  This function is documented in our [API docs][]. Also note that these
  parameters are gone from `highlightBlock` and `fixMarkup` which are now also
  rely on `configure`.

- We removed public-facing (though undocumented) object `hljs.LANGUAGES` which
  was used to register languages with the library in favor of two new methods:
  `registerLanguage` and `getLanguage`. Both are documented in our [API docs][].

- Result returned from `highlight` and `highlightAuto` no longer contains two
  separate attributes contributing to relevance score, `relevance` and
  `keyword_count`. They are now unified in `relevance`.

Another technically compatible change that nonetheless might need attention:

- The structure of the NPM package was refactored, so if you had installed it
  locally, you'll have to update your paths. The usual `require('highlight.js')`
  works as before. This is contributed by [Dmitry Smolin][].

New features:

- Languages now can be recognized by multiple names like "js" for JavaScript or
  "html" for, well, HTML (which earlier insisted on calling it "xml"). These
  aliases can be specified in the class attribute of the code container in your
  HTML as well as in various API calls. For now there are only a few very common
  aliases but we'll expand it in the future. All of them are listed in the
  [class reference][cr].

- Language detection can now be restricted to a subset of languages relevant in
  a given context — a web page or even a single highlighting call. This is
  especially useful for node.js build that includes all the known languages.
  Another example is a StackOverflow-style site where users specify languages
  as tags rather than in the markdown-formatted code snippets. This is
  documented in the [API reference][] (see methods `highlightAuto` and
  `configure`).

- Language definition syntax streamlined with [variants][] and
  [beginKeywords][].

New languages and styles:

- *Oxygene* by [Carlo Kok][]
- *Mathematica* by [Daniel Kvasnička][]
- *Autohotkey* by [Seongwon Lee][]
- *Atelier* family of styles in 10 variants by [Bram de Haan][]
- *Paraíso* styles by [Jan T. Sott][]

Miscellaneous improvements:

- Highlighting `=>` prompts in Clojure.
- [Jeremy Hull][] fixed a lot of styles for consistency.
- Finally, highlighting PHP and HTML [mixed in peculiar ways][php-html].
- Objective C and C# now properly highlight titles in method definition.
- Big overhaul of relevance counting for a number of languages. Please do report
  bugs about mis-detection of non-trivial code snippets!

[API reference]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/api.html

[cr]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/css-classes-reference.html
[api docs]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/api.html
[variants]: https://groups.google.com/d/topic/highlightjs/VoGC9-1p5vk/discussion
[beginKeywords]: https://github.com/isagalaev/highlight.js/commit/6c7fdea002eb3949577a85b3f7930137c7c3038d
[php-html]: https://twitter.com/highlightjs/status/408890903017689088

[Carlo Kok]: https://github.com/carlokok
[Bram de Haan]: https://github.com/atelierbram
[Daniel Kvasnička]: https://github.com/dkvasnicka
[Dmitry Smolin]: https://github.com/dimsmol
[Jeremy Hull]: https://github.com/sourrust
[Seongwon Lee]: https://github.com/dlimpid
[Jan T. Sott]: https://github.com/idleberg


## Version 7.5

A catch-up release dealing with some of the accumulated contributions. This one
is probably will be the last before the 8.0 which will be slightly backwards
incompatible regarding some advanced use-cases.

One outstanding change in this version is the addition of 6 languages to the
[hosted script][d]: Markdown, ObjectiveC, CoffeeScript, Apache, Nginx and
Makefile. It now weighs about 6K more but we're going to keep it under 30K.

New languages:

- OCaml by [Mehdi Dogguy][mehdid] and [Nicolas Braud-Santoni][nbraud]
- [LiveCode Server][lcs] by [Ralf Bitter][revig]
- Scilab by [Sylvestre Ledru][sylvestre]
- basic support for Makefile by [Ivan Sagalaev][isagalaev]

Improvements:

- Ruby's got support for characters like `?A`, `?1`, `?\012` etc. and `%r{..}`
  regexps.
- Clojure now allows a function call in the beginning of s-expressions
  `(($filter "myCount") (arr 1 2 3 4 5))`.
- Haskell's got new keywords and now recognizes more things like pragmas,
  preprocessors, modules, containers, FFIs etc. Thanks to [Zena Treep][treep]
  for the implementation and to [Jeremy Hull][sourrust] for guiding it.
- Miscellaneous fixes in PHP, Brainfuck, SCSS, Asciidoc, CMake, Python and F#.

[mehdid]: https://github.com/mehdid
[nbraud]: https://github.com/nbraud
[revig]: https://github.com/revig
[lcs]: http://livecode.com/developers/guides/server/
[sylvestre]: https://github.com/sylvestre
[isagalaev]: https://github.com/isagalaev
[treep]: https://github.com/treep
[sourrust]: https://github.com/sourrust
[d]: http://highlightjs.org/download/


## New core developers

The latest long period of almost complete inactivity in the project coincided
with growing interest to it led to a decision that now seems completely obvious:
we need more core developers.

So without further ado let me welcome to the core team two long-time
contributors: [Jeremy Hull][] and [Oleg
Efimov][].

Hope now we'll be able to work through stuff faster!

P.S. The historical commit is [here][1] for the record.

[Jeremy Hull]: https://github.com/sourrust
[Oleg Efimov]: https://github.com/sannis
[1]: https://github.com/isagalaev/highlight.js/commit/f3056941bda56d2b72276b97bc0dd5f230f2473f


## Version 7.4

This long overdue version is a snapshot of the current source tree with all the
changes that happened during the past year. Sorry for taking so long!

Along with the changes in code highlight.js has finally got its new home at
<http://highlightjs.org/>, moving from its cradle on Software Maniacs which it
outgrew a long time ago. Be sure to report any bugs about the site to
<mailto:info@highlightjs.org>.

On to what's new…

New languages:

- Handlebars templates by [Robin Ward][]
- Oracle Rules Language by [Jason Jacobson][]
- F# by [Joans Follesø][]
- AsciiDoc and Haml by [Dan Allen][]
- Lasso by [Eric Knibbe][]
- SCSS by [Kurt Emch][]
- VB.NET by [Poren Chiang][]
- Mizar by [Kelley van Evert][]

[Robin Ward]: https://github.com/eviltrout
[Jason Jacobson]: https://github.com/jayce7
[Joans Follesø]: https://github.com/follesoe
[Dan Allen]: https://github.com/mojavelinux
[Eric Knibbe]: https://github.com/EricFromCanada
[Kurt Emch]: https://github.com/kemch
[Poren Chiang]: https://github.com/rschiang
[Kelley van Evert]: https://github.com/kelleyvanevert

New style themes:

- Monokai Sublime by [noformnocontent][]
- Railscasts by [Damien White][]
- Obsidian by [Alexander Marenin][]
- Docco by [Simon Madine][]
- Mono Blue by [Ivan Sagalaev][] (uses a single color hue for everything)
- Foundation by [Dan Allen][]

[noformnocontent]: http://nn.mit-license.org/
[Damien White]: https://github.com/visoft
[Alexander Marenin]: https://github.com/ioncreature
[Simon Madine]: https://github.com/thingsinjars
[Ivan Sagalaev]: https://github.com/isagalaev

Other notable changes:

- Corrected many corner cases in CSS.
- Dropped Python 2 version of the build tool.
- Implemented building for the AMD format.
- Updated Rust keywords (thanks to [Dmitry Medvinsky][]).
- Literal regexes can now be used in language definitions.
- CoffeeScript highlighting is now significantly more robust and rich due to
  input from [Cédric Néhémie][].

[Dmitry Medvinsky]: https://github.com/dmedvinsky
[Cédric Néhémie]: https://github.com/abe33


## Version 7.3

- Since this version highlight.js no longer works in IE version 8 and older.
  It's made it possible to reduce the library size and dramatically improve code
  readability and made it easier to maintain. Time to go forward!

- New languages: AppleScript (by [Nathan Grigg][ng] and [Dr. Drang][dd]) and
  Brainfuck (by [Evgeny Stepanischev][bolk]).

- Improvements to existing languages:

    - interpreter prompt in Python (`>>>` and `...`)
    - @-properties and classes in CoffeeScript
    - E4X in JavaScript (by [Oleg Efimov][oe])
    - new keywords in Perl (by [Kirk Kimmel][kk])
    - big Ruby syntax update (by [Vasily Polovnyov][vast])
    - small fixes in Bash

- Also Oleg Efimov did a great job of moving all the docs for language and style
  developers and contributors from the old wiki under the source code in the
  "docs" directory. Now these docs are nicely presented at
  <http://highlightjs.readthedocs.org/>.

[ng]: https://github.com/nathan11g
[dd]: https://github.com/drdrang
[bolk]: https://github.com/bolknote
[oe]: https://github.com/Sannis
[kk]: https://github.com/kimmel
[vast]: https://github.com/vast


## Version 7.2

A regular bug-fix release without any significant new features. Enjoy!


## Version 7.1

A Summer crop:

- [Marc Fornos][mf] made the definition for Clojure along with the matching
  style Rainbow (which, of course, works for other languages too).
- CoffeeScript support continues to improve getting support for regular
  expressions.
- Yoshihide Jimbo ported to highlight.js [five Tomorrow styles][tm] from the
  [project by Chris Kempson][tm0].
- Thanks to [Casey Duncun][cd] the library can now be built in the popular
  [AMD format][amd].
- And last but not least, we've got a fair number of correctness and consistency
  fixes, including a pretty significant refactoring of Ruby.

[mf]: https://github.com/mfornos
[tm]: http://jmblog.github.com/color-themes-for-highlightjs/
[tm0]: https://github.com/ChrisKempson/Tomorrow-Theme
[cd]: https://github.com/caseman
[amd]: http://requirejs.org/docs/whyamd.html


## Version 7.0

The reason for the new major version update is a global change of keyword syntax
which resulted in the library getting smaller once again. For example, the
hosted build is 2K less than at the previous version while supporting two new
languages.

Notable changes:

- The library now works not only in a browser but also with [node.js][]. It is
  installable with `npm install highlight.js`. [API][] docs are available on our
  wiki.

- The new unique feature (apparently) among syntax highlighters is highlighting
  *HTTP* headers and an arbitrary language in the request body. The most useful
  languages here are *XML* and *JSON* both of which highlight.js does support.
  Here's [the detailed post][p] about the feature.

- Two new style themes: a dark "south" *[Pojoaque][]* by Jason Tate and an
  emulation of*XCode* IDE by [Angel Olloqui][ao].

- Three new languages: *D* by [Aleksandar Ružičić][ar], *R* by [Joe Cheng][jc]
  and *GLSL* by [Sergey Tikhomirov][st].

- *Nginx* syntax has become a million times smaller and more universal thanks to
  remaking it in a more generic manner that doesn't require listing all the
  directives in the known universe.

- Function titles are now highlighted in *PHP*.

- *Haskell* and *VHDL* were significantly reworked to be more rich and correct
  by their respective maintainers [Jeremy Hull][sr] and [Igor Kalnitsky][ik].

And last but not least, many bugs have been fixed around correctness and
language detection.

Overall highlight.js currently supports 51 languages and 20 style themes.

[node.js]: http://nodejs.org/
[api]: http://softwaremaniacs.org/wiki/doku.php/highlight.js:api
[p]: http://softwaremaniacs.org/blog/2012/05/10/http-and-json-in-highlight-js/en/
[pojoaque]: http://web-cms-designs.com/ftopict-10-pojoaque-style-for-highlight-js-code-highlighter.html
[ao]: https://github.com/angelolloqui
[ar]: https://github.com/raleksandar
[jc]: https://github.com/jcheng5
[st]: https://github.com/tikhomirov
[sr]: https://github.com/sourrust
[ik]: https://github.com/ikalnitsky


## Version 6.2

A lot of things happened in highlight.js since the last version! We've got nine
new contributors, the discussion group came alive, and the main branch on GitHub
now counts more than 350 followers. Here are most significant results coming
from all this activity:

- 5 (five!) new languages: Rust, ActionScript, CoffeeScript, MatLab and
  experimental support for markdown. Thanks go to [Andrey Vlasovskikh][av],
  [Alexander Myadzel][am], [Dmytrii Nagirniak][dn], [Oleg Efimov][oe], [Denis
  Bardadym][db] and [John Crepezzi][jc].

- 2 new style themes: Monokai by [Luigi Maselli][lm] and stylistic imitation of
  another well-known highlighter Google Code Prettify by [Aahan Krish][ak].

- A vast number of [correctness fixes and code refactorings][log], mostly made
  by [Oleg Efimov][oe] and [Evgeny Stepanischev][es].

[av]: https://github.com/vlasovskikh
[am]: https://github.com/myadzel
[dn]: https://github.com/dnagir
[oe]: https://github.com/Sannis
[db]: https://github.com/btd
[jc]: https://github.com/seejohnrun
[lm]: http://grigio.org/
[ak]: https://github.com/geekpanth3r
[es]: https://github.com/bolknote
[log]: https://github.com/isagalaev/highlight.js/commits/


## Version 6.1 — Solarized

[Jeremy Hull][jh] has implemented my dream feature — a port of [Solarized][]
style theme famous for being based on the intricate color theory to achieve
correct contrast and color perception. It is now available for highlight.js in
both variants — light and dark.

This version also adds a new original style Arta. Its author pumbur maintains a
[heavily modified fork of highlight.js][pb] on GitHub.

[jh]: https://github.com/sourrust
[solarized]: http://ethanschoonover.com/solarized
[pb]: https://github.com/pumbur/highlight.js


## Version 6.0

New major version of the highlighter has been built on a significantly
refactored syntax. Due to this it's even smaller than the previous one while
supporting more languages!

New languages are:

- Haskell by [Jeremy Hull][sourrust]
- Erlang in two varieties — module and REPL — made collectively by [Nikolay
  Zakharov][desh], [Dmitry Kovega][arhibot] and [Sergey Ignatov][ignatov]
- Objective C by [Valerii Hiora][vhbit]
- Vala by [Antono Vasiljev][antono]
- Go by [Stephan Kountso][steplg]

[sourrust]: https://github.com/sourrust
[desh]: http://desh.su/
[arhibot]: https://github.com/arhibot
[ignatov]: https://github.com/ignatov
[vhbit]: https://github.com/vhbit
[antono]: https://github.com/antono
[steplg]: https://github.com/steplg

Also this version is marginally faster and fixes a number of small long-standing
bugs.

Developer overview of the new language syntax is available in a [blog post about
recent beta release][beta].

[beta]: http://softwaremaniacs.org/blog/2011/04/25/highlight-js-60-beta/en/

P.S. New version is not yet available on a Yandex CDN, so for now you have to
download [your own copy][d].

[d]: /soft/highlight/en/download/


## Version 5.14

Fixed bugs in HTML/XML detection and relevance introduced in previous
refactoring.

Also test.html now shows the second best result of language detection by
relevance.


## Version 5.13

Past weekend began with a couple of simple additions for existing languages but
ended up in a big code refactoring bringing along nice improvements for language
developers.

### For users

- Description of C++ has got new keywords from the upcoming [C++ 0x][] standard.
- Description of HTML has got new tags from [HTML 5][].
- CSS-styles have been unified to use consistent padding and also have lost
  pop-outs with names of detected languages.
- [Igor Kalnitsky][ik] has sent two new language descriptions: CMake & VHDL.

This makes total number of languages supported by highlight.js to reach 35.

Bug fixes:

- Custom classes on `<pre>` tags are not being overridden anymore
- More correct highlighting of code blocks inside non-`<pre>` containers:
  highlighter now doesn't insist on replacing them with its own container and
  just replaces the contents.
- Small fixes in browser compatibility and heuristics.

[c++ 0x]: http://ru.wikipedia.org/wiki/C%2B%2B0x
[html 5]: http://en.wikipedia.org/wiki/HTML5
[ik]: http://kalnitsky.org.ua/

### For developers

The most significant change is the ability to include language submodes right
under `contains` instead of defining explicit named submodes in the main array:

    contains: [
      'string',
      'number',
      {begin: '\\n', end: hljs.IMMEDIATE_RE}
    ]

This is useful for auxiliary modes needed only in one place to define parsing.
Note that such modes often don't have `className` and hence won't generate a
separate `<span>` in the resulting markup. This is similar in effect to
`noMarkup: true`. All existing languages have been refactored accordingly.

Test file test.html has at last become a real test. Now it not only puts the
detected language name under the code snippet but also tests if it matches the
expected one. Test summary is displayed right above all language snippets.


## CDN

Fine people at [Yandex][] agreed to host highlight.js on their big fast servers.
[Link up][l]!

[yandex]: http://yandex.com/
[l]: http://softwaremaniacs.org/soft/highlight/en/download/


## Version 5.10 — "Paris".

Though I'm on a vacation in Paris, I decided to release a new version with a
couple of small fixes:

- Tomas Vitvar discovered that TAB replacement doesn't always work when used
  with custom markup in code
- SQL parsing is even more rigid now and doesn't step over SmallTalk in tests


## Version 5.9

A long-awaited version is finally released.

New languages:

- Andrew Fedorov made a definition for Lua
- a long-time highlight.js contributor [Peter Leonov][pl] made a definition for
  Nginx config
- [Vladimir Moskva][vm] made a definition for TeX

[pl]: http://kung-fu-tzu.ru/
[vm]: http://fulc.ru/

Fixes for existing languages:

- [Loren Segal][ls] reworked the Ruby definition and added highlighting for
  [YARD][] inline documentation
- the definition of SQL has become more solid and now it shouldn't be overly
  greedy when it comes to language detection

[ls]: http://gnuu.org/
[yard]: http://yardoc.org/

The highlighter has become more usable as a library allowing to do highlighting
from initialization code of JS frameworks and in ajax methods (see.
readme.eng.txt).

Also this version drops support for the [WordPress][wp] plugin. Everyone is
welcome to [pick up its maintenance][p] if needed.

[wp]: http://wordpress.org/
[p]: http://bazaar.launchpad.net/~isagalaev/+junk/highlight/annotate/342/src/wp_highlight.js.php


## Version 5.8

- Jan Berkel has contributed a definition for Scala. +1 to hotness!
- All CSS-styles are rewritten to work only inside `<pre>` tags to avoid
  conflicts with host site styles.


## Version 5.7.

Fixed escaping of quotes in VBScript strings.


## Version 5.5

This version brings a small change: now .ini-files allow digits, underscores and
square brackets in key names.


## Version 5.4

Fixed small but upsetting bug in the packer which caused incorrect highlighting
of explicitly specified languages. Thanks to Andrew Fedorov for precise
diagnostics!


## Version 5.3

The version to fulfil old promises.

The most significant change is that highlight.js now preserves custom user
markup in code along with its own highlighting markup. This means that now it's
possible to use, say, links in code. Thanks to [Vladimir Dolzhenko][vd] for the
[initial proposal][1] and for making a proof-of-concept patch.

Also in this version:

- [Vasily Polovnyov][vp] has sent a GitHub-like style and has implemented
  support for CSS @-rules and Ruby symbols.
- Yura Zaripov has sent two styles: Brown Paper and School Book.
- Oleg Volchkov has sent a definition for [Parser 3][p3].

[1]: http://softwaremaniacs.org/forum/highlightjs/6612/
[p3]: http://www.parser.ru/
[vp]: http://vasily.polovnyov.ru/
[vd]: http://dolzhenko.blogspot.com/


## Version 5.2

- at last it's possible to replace indentation TABs with something sensible
  (e.g. 2 or 4 spaces)
- new keywords and built-ins for 1C by Sergey Baranov
- a couple of small fixes to Apache highlighting


## Version 5.1

This is one of those nice version consisting entirely of new and shiny
contributions!

- [Vladimir Ermakov][vooon] created highlighting for AVR Assembler
- [Ruslan Keba][rukeba] created highlighting for Apache config file. Also his
  original visual style for it is now available for all highlight.js languages
  under the name "Magula".
- [Shuen-Huei Guan][drake] (aka Drake) sent new keywords for RenderMan
  languages. Also thanks go to [Konstantin Evdokimenko][ke] for his advice on
  the matter.

[vooon]: http://vehq.ru/about/
[rukeba]: http://rukeba.com/
[drake]: http://drakeguan.org/
[ke]: http://k-evdokimenko.moikrug.ru/


## Version 5.0

The main change in the new major version of highlight.js is a mechanism for
packing several languages along with the library itself into a single compressed
file. Now sites using several languages will load considerably faster because
the library won't dynamically include additional files while loading.

Also this version fixes a long-standing bug with Javascript highlighting that
couldn't distinguish between regular expressions and division operations.

And as usually there were a couple of minor correctness fixes.

Great thanks to all contributors! Keep using highlight.js.


## Version 4.3

This version comes with two contributions from [Jason Diamond][jd]:

- language definition for C# (yes! it was a long-missed thing!)
- Visual Studio-like highlighting style

Plus there are a couple of minor bug fixes for parsing HTML and XML attributes.

[jd]: http://jason.diamond.name/weblog/


## Version 4.2

The biggest news is highlighting for Lisp, courtesy of Vasily Polovnyov. It's
somewhat experimental meaning that for highlighting "keywords" it doesn't use
any pre-defined set of a Lisp dialect. Instead it tries to highlight first word
in parentheses wherever it makes sense. I'd like to ask people programming in
Lisp to confirm if it's a good idea and send feedback to [the forum][f].

Other changes:

- Smalltalk was excluded from DEFAULT_LANGUAGES to save traffic
- [Vladimir Epifanov][voldmar] has implemented javascript style switcher for
  test.html
- comments now allowed inside Ruby function definition
- [MEL][] language from [Shuen-Huei Guan][drake]
- whitespace now allowed between `<pre>` and `<code>`
- better auto-detection of C++ and PHP
- HTML allows embedded VBScript (`<% .. %>`)

[f]: http://softwaremaniacs.org/forum/highlightjs/
[voldmar]: http://voldmar.ya.ru/
[mel]: http://en.wikipedia.org/wiki/Maya_Embedded_Language
[drake]: http://drakeguan.org/


## Version 4.1

Languages:

- Bash from Vah
- DOS bat-files from Alexander Makarov (Sam)
- Diff files from Vasily Polovnyov
- Ini files from myself though initial idea was from Sam

Styles:

- Zenburn from Vladimir Epifanov, this is an imitation of a
  [well-known theme for Vim][zenburn].
- Ascetic from myself, as a realization of ideals of non-flashy highlighting:
  just one color in only three gradations :-)

In other news. [One small bug][bug] was fixed, built-in keywords were added for
Python and C++ which improved auto-detection for the latter (it was shame that
[my wife's blog][alenacpp] had issues with it from time to time). And lastly
thanks go to Sam for getting rid of my stylistic comments in code that were
getting in the way of [JSMin][].

[zenburn]: http://en.wikipedia.org/wiki/Zenburn
[alenacpp]: http://alenacpp.blogspot.com/
[bug]: http://softwaremaniacs.org/forum/viewtopic.php?id=1823
[jsmin]: http://code.google.com/p/jsmin-php/


## Version 4.0

New major version is a result of vast refactoring and of many contributions.

Visible new features:

- Highlighting of embedded languages. Currently is implemented highlighting of
  Javascript and CSS inside HTML.
- Bundled 5 ready-made style themes!

Invisible new features:

- Highlight.js no longer pollutes global namespace. Only one object and one
  function for backward compatibility.
- Performance is further increased by about 15%.

Changing of a major version number caused by a new format of language definition
files. If you use some third-party language files they should be updated.


## Version 3.5

A very nice version in my opinion fixing a number of small bugs and slightly
increased speed in a couple of corner cases. Thanks to everybody who reports
bugs in he [forum][f] and by email!

There is also a new language — XML. A custom XML formerly was detected as HTML
and didn't highlight custom tags. In this version I tried to make custom XML to
be detected and highlighted by its own rules. Which by the way include such
things as CDATA sections and processing instructions (`<? ... ?>`).

[f]: http://softwaremaniacs.org/forum/viewforum.php?id=6


## Version 3.3

[Vladimir Gubarkov][xonix] has provided an interesting and useful addition.
File export.html contains a little program that shows and allows to copy and
paste an HTML code generated by the highlighter for any code snippet. This can
be useful in situations when one can't use the script itself on a site.


[xonix]: http://xonixx.blogspot.com/


## Version 3.2 consists completely of contributions:

- Vladimir Gubarkov has described SmallTalk
- Yuri Ivanov has described 1C
- Peter Leonov has packaged the highlighter as a Firefox extension
- Vladimir Ermakov has compiled a mod for phpBB

Many thanks to you all!


## Version 3.1

Three new languages are available: Django templates, SQL and Axapta. The latter
two are sent by [Dmitri Roudakov][1]. However I've almost entirely rewrote an
SQL definition but I'd never started it be it from the ground up :-)

The engine itself has got a long awaited feature of grouping keywords
("keyword", "built-in function", "literal"). No more hacks!

[1]: http://roudakov.ru/


## Version 3.0

It is major mainly because now highlight.js has grown large and has become
modular. Now when you pass it a list of languages to highlight it will
dynamically load into a browser only those languages.

Also:

- Konstantin Evdokimenko of [RibKit][] project has created a highlighting for
  RenderMan Shading Language and RenderMan Interface Bytestream. Yay for more
  languages!
- Heuristics for C++ and HTML got better.
- I've implemented (at last) a correct handling of backslash escapes in C-like
  languages.

There is also a small backwards incompatible change in the new version. The
function initHighlighting that was used to initialize highlighting instead of
initHighlightingOnLoad a long time ago no longer works. If you by chance still
use it — replace it with the new one.

[RibKit]: http://ribkit.sourceforge.net/


## Version 2.9

Highlight.js is a parser, not just a couple of regular expressions. That said
I'm glad to announce that in the new version 2.9 has support for:

- in-string substitutions for Ruby -- `#{...}`
- strings from from numeric symbol codes (like #XX) for Delphi


## Version 2.8

A maintenance release with more tuned heuristics. Fully backwards compatible.


## Version 2.7

- Nikita Ledyaev presents highlighting for VBScript, yay!
- A couple of bugs with escaping in strings were fixed thanks to Mickle
- Ongoing tuning of heuristics

Fixed bugs were rather unpleasant so I encourage everyone to upgrade!


## Version 2.4

- Peter Leonov provides another improved highlighting for Perl
- Javascript gets a new kind of keywords — "literals". These are the words
  "true", "false" and "null"

Also highlight.js homepage now lists sites that use the library. Feel free to
add your site by [dropping me a message][mail] until I find the time to build a
submit form.

[mail]: mailto:Maniac@SoftwareManiacs.Org


## Version 2.3

This version fixes IE breakage in previous version. My apologies to all who have
already downloaded that one!


## Version 2.2

- added highlighting for Javascript
- at last fixed parsing of Delphi's escaped apostrophes in strings
- in Ruby fixed highlighting of keywords 'def' and 'class', same for 'sub' in
  Perl


## Version 2.0

- Ruby support by [Anton Kovalyov][ak]
- speed increased by orders of magnitude due to new way of parsing
- this same way allows now correct highlighting of keywords in some tricky
  places (like keyword "End" at the end of Delphi classes)

[ak]: http://anton.kovalyov.net/


## Version 1.0

Version 1.0 of javascript syntax highlighter is released!

It's the first version available with English description. Feel free to post
your comments and question to [highlight.js forum][forum]. And don't be afraid
if you find there some fancy Cyrillic letters -- it's for Russian users too :-)

[forum]: http://softwaremaniacs.org/forum/viewforum.php?id=6
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# Highlight.js

[![Build Status](https://travis-ci.org/isagalaev/highlight.js.svg?branch=master)](https://travis-ci.org/isagalaev/highlight.js)

Highlight.js is a syntax highlighter written in JavaScript. It works in the
browser as well as on the server. It works with pretty much any markup,
doesn't depend on any framework and has automatic language detection.


## Getting Started

The bare minimum for using highlight.js on a web page is linking to the library
along with one of the styles and calling [`initHighlightingOnLoad`][1]:

```html
<link rel="stylesheet" href="/path/to/styles/default.css">
<script src="/path/to/highlight.pack.js"></script>
<script>hljs.initHighlightingOnLoad();</script>
```

This will find and highlight code inside of `<pre><code>` tags trying to detect
the language automatically. If automatic detection doesn't work for you, you can
specify the language in the class attribute:

```html
<pre><code class="html">...</code></pre>
```

The list of supported language classes is available in the [class reference][8].
Classes can also be prefixed with either `language-` or `lang-`.

To disable highlighting altogether use the `nohighlight` class:

```html
<pre><code class="nohighlight">...</code></pre>
```

## Custom Initialization

When you need a bit more control over the initialization of
highlight.js, you can use the [`highlightBlock`][2] and [`configure`][3]
functions. This allows you to control *what* to highlight and *when*.

Here's an equivalent way to calling [`initHighlightingOnLoad`][1] using jQuery:

```javascript
$(document).ready(function() {
  $('pre code').each(function(i, block) {
    hljs.highlightBlock(block);
  });
});
```

You can use any tags instead of `<pre><code>` to mark up your code. If you don't
use a container that preserve line breaks you will need to configure
highlight.js to use the `<br>` tag:

```javascript
hljs.configure({useBR: true});

$('div.code').each(function(i, block) {
  hljs.highlightBlock(block);
});
```

For other options refer to the documentation for [`configure`][3].


## Getting the Library

You can get highlight.js as a hosted or custom-build browser script or as a
server module. Head over to the [download page][4] for all the options.

Note, that the library is not supposed to work straight from the source on
GitHub, it requires building. If none of the pre-packaged options work for you
refer to the [building documentation][5].


## License

Highlight.js is released under the BSD License. See [LICENSE][10] file for
details.


## Links

The official site for the library is at <https://highlightjs.org/>.

Further in-depth documentation for the API and other topics is at
<http://highlightjs.readthedocs.org/>.

Authors and contributors are listed in the [AUTHORS.en.txt][9] file.

[1]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/api.html#inithighlightingonload
[2]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/api.html#highlightblock-block
[3]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/api.html#configure-options
[4]: https://highlightjs.org/download/
[5]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/building-testing.html
[8]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/css-classes-reference.html
[9]: https://github.com/isagalaev/highlight.js/blob/master/AUTHORS.en.txt
[10]: https://github.com/isagalaev/highlight.js/blob/master/LICENSE
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/*! highlight.js v9.2.0 | BSD3 License | git.io/hljslicense */
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OEBPS/Common_Content/scripts/highlight.js/LICENSE
Copyright (c) 2006, Ivan Sagalaev
All rights reserved.
Redistribution and use in source and binary forms, with or without
modification, are permitted provided that the following conditions are met:

    * Redistributions of source code must retain the above copyright
      notice, this list of conditions and the following disclaimer.
    * Redistributions in binary form must reproduce the above copyright
      notice, this list of conditions and the following disclaimer in the
      documentation and/or other materials provided with the distribution.
    * Neither the name of highlight.js nor the names of its contributors 
      may be used to endorse or promote products derived from this software 
      without specific prior written permission.

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE REGENTS AND CONTRIBUTORS ``AS IS'' AND ANY
EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED
WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE
DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL THE REGENTS AND CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY
DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES
(INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES;
LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND
ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT
(INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS
SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE.
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OEBPS/Common_Content/scripts/utils.js
var work = 1;

function pop(entity) {
	if(entity) {
		var my_parent = entity.parentNode;
		var my_class = my_parent.className;
		my_parent.className = my_class.replace(/popper/,"popped");
	}
}
function unpop(entity) {
	if(entity) {
		var my_parent = entity.parentNode;
		var my_class = my_parent.className;
		my_parent.className = my_class.replace(/popped/,"popper");
	}
}

function siblings(entity){
	var r = [];
	for ( var n = entity.parentNode.firstChild; n; n = n.nextSibling ) 
		if ( n.nodeType == 1 && n != entity)
			r.push( n );		
	return r;
}

/* This activates an element and deactivates all it's siblings */
function activateElement(id) {
	var entity = document.getElementById(id);
	if(entity.className.indexOf("active") == -1) {
		entity.className = entity.className + " active";
	}
	var sibs = siblings(entity);

	for(var i=0; i < sibs.length; i++) {
		if(sibs[i].className.indexOf("active") != -1) {
			deactivateElement(sibs[i]);
		}
	}
}

function deactivateElement(entity) {
	if(entity.className.indexOf("active") != -1) {
		 entity.className = entity.className.replace(/[ ]*active/, '');
	}
}

function getCookie(name) {
	var name_c = window.location.hostname + '-' + name;

	if(document.cookie) {
		var cookies = document.cookie.split(/ *; */);
		for(var i=0; i < cookies.length; i++) {
			var current_c = cookies[i].split("=");
			if(current_c[0] == name_c) {
				return(current_c[1]);
				break;
			}
		}
	}
	return('');
}

function setCookie(name, value, expires, path) {
	name = window.location.hostname + '-' + name;

	var curCookie = name + "=" + value + 
		((expires) ? ";expires=" + expires.toGMTString() : "") + 
		((path) ? ";path=" + path : "");
	document.cookie = curCookie; 
}

function setDefLangCookie(entity) {
	setCookie('switchery', entity.options[entity.selectedIndex].value, '', '/');
}

function initSwitchery() {
	var divs = document.getElementsByTagName('div');
	for(i in divs) {
		if(typeof(divs[i].className) != 'undefined' && divs[i].className.indexOf("switchery") != -1) {
			var lang = getCookie('switchery');
			if(lang != '') {
				var entity = document.getElementById(divs[i].id + '-' + lang);
				if(entity) {
					entity.onclick();
					entity.parentNode.lastChild.value = lang;
				} else {
					divs[i].firstChild.firstChild.onclick();
				}
			} else {
				divs[i].firstChild.firstChild.onclick();
			}
		}
	}

}

function showhide(id) {
	if(work) {
		work = 0;
		var entity = document.getElementById(id);
		if(entity) {
			var my_class = entity.className;
			if(my_class.indexOf("hidden") != -1) {
				entity.className = my_class.replace(/hidden/,"visible");
			}
			else if(my_class.indexOf("visible") != -1) {
				entity.className = my_class.replace(/visible/,"hidden");
			}
		}
	}

	return false;
}

function hide(id) {
	if(work) {
		work = 0;
		var entity = document.getElementById(id);
		if(entity) {
			var my_class = entity.className;
			if(my_class.indexOf("visible") != -1) {
				entity.className = my_class.replace(/visible/,"hidden");
			}
		}
	} else {
		work=1;
	}
}

var preventReset = 0;

function dehighlightTarget(entity) {
	if(preventReset == 0 && entity) {
		var id = entity.href;
		if(id.indexOf("#") != -1) {
			id = id.substr(id.indexOf('#')+1);
		}
		var target = document.getElementById(id);
		if(target) {
			deactivateElement(target);
		}
		}
}

function highlightTarget(entity, norefresh) {
	if(entity) {
		var id = entity.href;
		if(id.indexOf("#") != -1) {
			id = id.substr(id.indexOf('#')+1);
		}
		activateElement(id);
		preventReset = 0;
	} 
	if(norefresh == 1) {
		preventReset=1;
	}
}
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